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豊川線）の路線がみられる。市内には 20 箇所の鉄道駅が立地しており、中部

地区を除きすべての地区にみられる。全空き家からの平均距離は 1,119m であ

り、小坂井・西部・代田・南部地区では 1km 未満のものが多いが、金屋・中

部地区では 2km 以上の空き家が多くなっている。

　バスの運行状況をみると、豊川市内には豊鉄バス（1 系統）および豊川市

コミュニティバス（5 系統）が運行されており、市内にバス停は 91 箇所設置

されている。全空き家からの平均距離は 1,009m であり、金屋・音羽地区では

500m 未満の空き家が多いが、御津・小坂井・代田地区では 1km 以上の空き

図 11　交通インフラの分布と地区別近接性

豊川市の資料および国土数値情報により作成。
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立地適正化計画の視点に基づく空き家の立地特性

家が多くなっている。

　豊川市内には一般国道は 4 路線（国道 1 号、23 号、151 号、362 号）、主要

地方道は 4 路線（国府馬場線、豊川新城線、東三河環状線、長沢蒲郡線）、一

般県道は 25 路線がみられる。全空き家からの平均距離は 246m であり、地区

間の差は小さくなっている。

　

（2）各施設への近接性の総合化・評価の試み

　1）クラスター分析による類型化

　前節では各施設の分布を示すとともに空き家への近接性を計測し、その特徴

について述べた。各施設からの近接性を総合的に評価し空き家を分類すること

で、その相違点や共通点、地理的特徴などを把握できると考えられる。そこで

本稿では、分析に投入する全ての変数の効果を等しく考慮し、変数やケース、

地域などのオブジェクトをグルーピングできるクラスター分析を適用すること

にした（浅川、2008）。空き店舗 1,069 棟における標準化した 25 施設への距離

による行列に対して、クラスター分析（Ward 法）を実施した4）。

　結果として得られたデンドログラムを示したものが、図 12 である。結合距

離が大きくなる傾向にある 1,066 ～ 1,067 段階を基準とすると、A ～ C までの

3 つのグループに分けることができた。さらに解釈を深めるため結合距離が比

図 12　クラスタ―分析によるデンドログラム（1063 段階以降）

豊川市の資料および国土数値情報により作成。
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較的大きい 1,062 ～ 1,063 段階を基準とし、A、B1、B2、B3、B4、C1、C2 の

7 つのグループに分類した。グループ別にみた各施設までの近接性（平均値）

を示したものが表 2、分布を示したものが図 13 である。

　グループ A には 358 棟が該当し、7 つのグループのうち総合的に各施設へ

の近接性が最も高い。特に、保健センター、医療施設（4 科目以下）、子育て

支援センター、通所・訪問系障害児福祉施設、市民館・集会所、大規模小売店

舗、市役所への近接性が高い。分布をみると、主に豊川市都市計画マスタープ

ランに示された中心拠点のエリアに広がっている。

　グループ B1 には 143 棟が該当する。図書館、支所・窓口センター、鉄道駅

への近接性が特に高く、地域包括支援センター、通所・訪問系障害者福祉施設、

 
 

25 
 

 
ゴシックは平均値より0.5倍未満であること、ゴシックは平均値より0.5～0.75倍であるこ

とを、イタリックは平均値より2～3倍であること、イタリックは平均値より3倍以上で

あることを、それぞれ意味する。 

豊川市の資料および国土数値情報などにより作成． 

 

大区分1 大区分2 施設 A B1 B2 B3 B4 C1 C2 全空家

保健センター 2,103 3,390 6,416 4,607 5,677 9,541 7,806 4,287
医療施設（5科目以上） 851 1,884 1,254 1,031 2,149 1,576 4,476 1,369
医療施設（4科目以下） 312 555 495 413 1,141 2,106 2,669 656
地域包括支援センター 1,156 1,099 1,139 1,820 2,778 3,254 4,014 1,696
通所・訪問系高齢者施設 476 566 710 392 873 1,081 2,121 621
通所・訪問系障害者福祉施設 585 711 1,605 560 1,173 2,909 3,211 976
子育て支援センター 1,979 3,880 6,490 4,364 5,597 9,269 7,680 4,233
通所・訪問系障害児福祉施設 666 1,054 2,878 1,645 1,803 5,015 3,925 1,641
児童館 1,047 1,099 890 1,247 1,962 2,929 3,836 1,384
幼稚園・保育所等 463 433 538 624 995 727 1,739 618
中学校 978 1,037 973 1,380 2,354 2,485 4,050 1,417
小学校 738 821 807 802 1,510 1,426 2,111 940
図書館 1,930 1,101 2,608 2,966 3,191 5,662 6,260 2,618
公民館・生涯学習会館 948 1,100 1,353 1,392 2,135 3,695 4,452 1,512
文化会館 2,336 3,057 6,007 4,597 5,640 9,525 7,671 4,270
市民館・集会所 529 1,834 857 891 1,448 2,219 1,859 1,063
大規模小売店舗 684 1,396 2,972 987 2,311 4,252 4,808 1,587
小規模スーパーなど 680 705 1,061 617 1,468 2,236 3,626 975
コンビニエンスストア 408 615 695 460 1,018 1,210 3,278 678

金融 銀行・郵便局など 399 585 492 516 1,402 884 3,251 688
市役所 1,953 4,138 6,966 4,487 5,669 9,349 7,941 4,353
支所・窓口センター 1,920 1,047 860 2,576 2,863 2,551 4,507 2,077
鉄道駅 904 649 955 1,079 1,790 1,020 4,104 1,119
バス停 654 2,255 1,032 672 1,252 563 1,912 1,009
主要道路 189 292 155 204 365 467 419 246
軒数 358 143 102 249 122 63 32 1,069

（単位：m）
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ゴシックは平均値より 0.5 倍未満であること、ゴシックは平均値より 0.5 ～ 0.75 倍

であることを、イタリックは平均値より 2 ～ 3 倍であること、ボールドは平均値よ

り 3 倍以上であることを、それぞれ意味する。

豊川市の資料および国土数値情報などにより作成。

表 2　グループ別にみた各施設までの近接性

（単位：m） 
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立地適正化計画の視点に基づく空き家の立地特性

幼稚園・保育所など、中学校、公民館・生涯学習会館、文化会館、小規模スー

パーなどへの近接性も高い。一方、バス停への近接性は低くなっている。分布

をみると、小坂井地区に集積している。

　グループ B2 には 102 棟が該当する。支所・窓口センターへの近接性が特に

高く、地域包括支援センター、児童館、中学校、主要道路への近接性も高いが、

保健センターや子育て支援センター、大規模小売店舗、市役所への近接性はや

や低い。分布をみると、愛知御津駅および名電赤坂駅周辺に集積している。

　グループ B3 に 249 棟が該当する。医療施設、通所・訪問系高齢者施設、通所・

訪問系障害者福祉施設、市民館・集会所、大規模小売店舗、小規模スーパーな

ど、コンビニエンスストア、バス停への近接性が高いが、概ね平均的な値を示

している。分布をみると、グループ A を取り囲むようにして国府駅周辺や豊

川駅から三河一宮駅にかけてのエリアにみられる。

　グループ B4 には 122 棟が該当する。銀行・郵便局への近接性が低いほか、

図 13　施設への近接性に基づく空き家のグループ結果

豊川市の資料などにより作成。
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全体的にやや近接性が低いことが特徴である。分布をみると、グループ A、

B1、B2、B3 を取り囲むようにして御津地区、西部地区、一宮地区、東部地区

の 4 箇所に分散していることが特徴である。

　グループ C1 には 63 棟が該当する。医療施設、通所・訪問系障害児福祉施

設への近接性が特に低く、それ以外でも子育て支援施設、文化施設、商業施設、

市役所、保険センターへの近接性が低いが、バス停への近接性は高い。分布を

みると、音羽地区および一宮地区の市境界付近でみられる。

　グループ C2 には 32 棟が該当し、ほぼすべての施設について近接性が低く

なっている。特に、医療施設、高齢者福祉施設、商業施設、金融機関、鉄道へ

の近接性が低い。分布をみると、音羽地区と御津地区の山間部にみられる。

　

　2）所有者の意向との関係

　施設の立地により評価した空き家について、管理状況や所有者の意向との関

係を検討することは、活用にあたっての示唆を与えるものになると考えられる。

本稿では、①管理状況、②管理上の困りごと、③活用意向、④活用にあたって

の困りごと、そして⑤行政への要望の 5 点について、近接性に基づき設定した

グループを踏まえて検討する。なお、グループ C1 と C2 は回答数が少ないため、

ここでは合算して検討することにした。

　①　管理状況

 
 

28 
 

① 管理状況 

表 グループ別にみた維持管理状況（ 、複数選択） 

 

豊川市が実施したアンケート調査により作成． 

 

グループごとにみた空き家の管理状況の結果を表 3 に示した。利便性の高い

グループA は比較的管理がなされていることがわかる。一方、利便性が低くな

るほど、管理が行き届かなくなる傾向がある。特に最も利便性の低いグループ

Cでは、「何もしていない」が最も高くなっている。 

② 管理上の困りごと 

表 グループ別にみた管理上の困りごと（ 複数選択）

 

豊川市が実施したアンケート調査により作成． 

 

グループごとにみた空き家の管理にかかる困りごとの結果を表 4 に示した。

管理状況 A B1 B2 B3 B4 C 市全体

庭の手入れ、草刈り 79.0 81.1 80.0 77.0 77.3 76.7 78.5

家屋内の清掃 41.1 39.6 46.7 50.0 45.5 20.0 42.5

空気の入れ替え 59.7 56.6 63.3 73.0 63.6 53.3 63.0

破損個所の補修・修繕 22.6 26.4 33.3 19.0 15.9 10.0 21.3

何もしていない 8.9 11.3 10.0 10.0 11.4 13.3 10.2

わからない 0.8 0.0 3.3 1.0 2.3 3.3 1.3

その他 2.4 0.0 3.3 6.0 6.8 3.3 3.7

（単位：％）

項目 A B1 B2 B3 B4 C 市全体

管理の手間が大変 36.2 45.1 40.0 33.7 30.2 34.5 36.3

管理の費用が高い 12.9 5.9 20.0 9.5 9.3 6.9 10.7

身体的・年齢的に大変 28.4 21.6 13.3 26.3 20.9 17.2 23.9

現住所から建物までの距離が遠い 24.1 29.4 26.7 28.4 34.9 31.0 28.0

管理者を探すのが難しい 3.4 0.0 6.7 3.2 0.0 0.0 2.5

特にない 37.1 33.3 43.3 38.9 30.2 51.7 37.9

（単位：％）

豊川市が実施したアンケート調査により作成。

表 3　グループ別にみた維持管理状況（n=381、複数選択）

（単位：m） 
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　グループごとにみた空き家の管理状況の結果を表 3 に示した。利便性の高い

グループ A は比較的管理がなされていることがわかる。一方、利便性が低く

なるほど、管理が行き届かなくなる傾向がある。特に最も利便性の低いグルー

プ C では、「何もしていない」の回答が最も高くなっている。

　②　管理上の困りごと

　グループごとにみた空き家の管理にかかる困りごとの結果を表 4 に示した。

利便性の高いグループでは、管理の費用や身体的・年齢的状況、管理者不足な

どが挙げられている。一方、利便性が低いグループでは、現住所からの距離が

遠いことが挙げられている。また、特筆すべきこととして、最も利便性の低い

グループ C において「特にない」の回答が最も高くなっていることが挙げら

れる。

　③　活用意向

　グループごとにみた空き家の活用意向の結果を表 5 に示した。居住・利用意

向については、グループ B に該当するものが比較的高い。一方、賃貸・売却

意向については、最も利便性の高いグループ A か最も利便性の低いグループ

C で高くなっている。また、「現状のまま維持」の回答は、最も利便性の低い

グループ C で高くなっていた。
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① 管理状況 

表 グループ別にみた維持管理状況（ 、複数選択） 

 

豊川市が実施したアンケート調査により作成． 

 

グループごとにみた空き家の管理状況の結果を表 3 に示した。利便性の高い

グループA は比較的管理がなされていることがわかる。一方、利便性が低くな

るほど、管理が行き届かなくなる傾向がある。特に最も利便性の低いグループ

Cでは、「何もしていない」が最も高くなっている。 

② 管理上の困りごと 

表 グループ別にみた管理上の困りごと（ 複数選択）

 

豊川市が実施したアンケート調査により作成． 

 

グループごとにみた空き家の管理にかかる困りごとの結果を表 4 に示した。

管理状況 A B1 B2 B3 B4 C 市全体

庭の手入れ、草刈り 79.0 81.1 80.0 77.0 77.3 76.7 78.5

家屋内の清掃 41.1 39.6 46.7 50.0 45.5 20.0 42.5

空気の入れ替え 59.7 56.6 63.3 73.0 63.6 53.3 63.0

破損個所の補修・修繕 22.6 26.4 33.3 19.0 15.9 10.0 21.3

何もしていない 8.9 11.3 10.0 10.0 11.4 13.3 10.2

わからない 0.8 0.0 3.3 1.0 2.3 3.3 1.3

その他 2.4 0.0 3.3 6.0 6.8 3.3 3.7

（単位：％）

項目 A B1 B2 B3 B4 C 市全体

管理の手間が大変 36.2 45.1 40.0 33.7 30.2 34.5 36.3

管理の費用が高い 12.9 5.9 20.0 9.5 9.3 6.9 10.7

身体的・年齢的に大変 28.4 21.6 13.3 26.3 20.9 17.2 23.9

現住所から建物までの距離が遠い 24.1 29.4 26.7 28.4 34.9 31.0 28.0

管理者を探すのが難しい 3.4 0.0 6.7 3.2 0.0 0.0 2.5

特にない 37.1 33.3 43.3 38.9 30.2 51.7 37.9

（単位：％）

豊川市が実施したアンケート調査により作成。

表 4　グループ別にみた管理上の困りごと（n=364 複数選択）

（単位：m） 
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項目 A B1 B2 B3 B4 C 市全体

数年以内に自分または家族等が居住
（新築、改築を含む）

9.7 5.4 16.1 10.6 15.6 3.1 9.9

セカンドハウス等として
時々滞在するために維持

8.9 5.4 9.7 9.6 2.2 3.1 7.4

賃貸したい・賃貸してもよい 4.0 3.6 3.2 11.5 6.7 3.1 6.1

売却したい・売却してもよい 31.5 26.8 25.8 22.1 22.2 37.5 27.3

建物を解体し、
駐車場や資材置き場などとして活用

8.1 10.7 0.0 4.8 11.1 3.1 6.9

地域のために有効活用してもらいたい 1.6 3.6 0.0 2.9 0.0 0.0 1.8

特に利用の予定はなく、
現状のまま維持

17.7 19.6 16.1 13.5 22.2 25.0 17.9

家族（子や孫等）に任せる 9.7 8.9 9.7 12.5 4.4 9.4 9.7

その他 8.9 16.1 19.4 12.5 15.6 15.6 13.0

（単位：％）

豊川市が実施したアンケート調査により作成。

表 5　グループ別にみた活用意向（n=392）
（単位：m） 

　④　活用にあたっての困りごと

A B1 B2 B3 B4 C 市全体

解体したいが費用の支出が困難 33.3 36.4 26.9 24.7 36.8 20.7 30.3

更地化による固定資産税の上昇 36.0 31.8 42.3 28.1 23.7 20.7 31.2

賃貸・売却相手の不在 25.2 15.9 23.1 21.3 23.7 31.0 23.1

賃貸・売却により
知らない住民が入居することへの心配

1.8 6.8 0.0 3.4 2.6 3.4 3.0

愛着による賃貸・売却の意思なし 9.0 20.5 15.4 11.2 10.5 6.9 11.6

相続問題など
権利者間での意見の不一致

7.2 2.3 3.8 3.4 5.3 10.3 5.3

リフォームの必要性 20.7 22.7 19.2 22.5 28.9 20.7 22.3

荷物の処分の必要性 16.2 2.3 19.2 12.4 31.6 17.2 15.4

先祖代々からの建物で判断が困難 9.0 11.4 11.5 5.6 5.3 3.4 7.7

今後どうすればよいかわからない 17.1 15.9 19.2 14.6 13.2 34.5 17.5

特になし 25.2 22.7 34.6 32.6 13.2 24.1 26.1

その他 8.1 13.6 15.4 10.1 18.4 10.3 11.3

（単位：％）

豊川市が実施したアンケート調査により作成。

表 6　グループ別にみた活用にあたっての困りごと（n=337、複数回答）

（単位：m） 
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　グループごとにみた空き家の活用にあたっての困りごとの結果を表 6 に示し

た。費用支出や固定資産税の上昇、知らない住民の流入への心配、愛着による

他人への利用意思なしについては、グループBで高い結果となった。また、賃貸・

売却相手の不在や今後の活用について未定を示す回答の数値については、グ

ループ C で最も高くなった。

　⑤　行政への要望

　グループごとにみた空き家の活用にあっての行政への要望の結果を表 7 に示

した。解体や除却に対する補助については、利便性の低いグループで高い。一

方、修繕に対する補助や情報提供、仲介先情報の提示などについては、利便性

の高いグループで割合が高くなる結果となった。

　

4．おわりに

　本研究は、立地適正化計画の視点から空き家の立地評価を試みるとともに分

類を行い、所有者の意向や課題などとの関係について検討した。結果を踏まえ、

本稿では次の 3 点を指摘したい。第一は、比較的空き家が誘導区域に多い点で

A B1 B2 B3 B4 C 市全体

解体・除却に対する補助 41.7 37.8 44.4 38.0 57.9 55.2 43.4

修繕・改修に関する補助 18.5 13.3 7.4 17.4 18.4 10.3 15.9

有効活用に関する情報提供 16.7 26.7 11.1 19.6 18.4 17.2 18.6

不動産業者など
賃貸・売却するための情報提供

20.4 24.4 29.6 20.7 18.4 24.1 21.8

管理業者などの情報提供 4.6 2.2 7.4 8.7 5.3 6.9 5.9

特になし 38.0 48.9 48.1 43.5 34.2 37.9 41.3

その他 10.2 4.4 14.8 3.3 13.2 3.4 7.7

（単位：％）

豊川市が実施したアンケート調査により作成。

表 7　行政への要望（n=339、複数回答）

（単位：m） 
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ある。居住誘導区域には約 8 割に相当する 816 棟、都市機能誘導区域には約 4

割に相当する 435 棟がそれぞれ立地していた。ただし、数は少ないが山間部な

ど利便性が低い場所にも立地していることも留意する必要がある。第二は、誘

導施設への近接性に基づき、大きくは 3 つ、詳細には 7 つのグループに分けら

れることである。これらのグループの分布をみると、先行研究と同じく、概ね

同心円構造を示していた。ただし、特定の場所にスポット的に分布するグルー

プもみられ、多核心構造も見出すことができた。第三は、近接性に基づき分類

されたグループと所有者の意向との間には、いくつかの関係性がみられた点で

ある。特に利便性の低い空き家については、放置されていたり、利活用の意思

が弱かったり、今後の活用計画が立てられていなかったりしていた。一方、利

便性の高い空き家については、利活用に対する意思があり、利活用に関する補

助や情報を求めていることが明らかとなった。空き家の利活用にあたっては所

有者の意思を尊重すべきではあるが、以上の結果は利活用すべき空き家の優先

順位を検討する際に参考になると考えられる。さらに、空き家の属性（建築年

数や間取りなど）なども考慮することで、ニーズに応じた空き家の活用を考え

ることができると言える。

　2023年 6月に「空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律」

が公布された。活用拡大についていくつか新たな制度や枠組みが提示されてい

るが、そのなかで注目されるのが用途変更や建替え等の促進を目的に創設され

た「空家等活用促進区域（以下、活用区域）」である。そこでは、接道規制の

合理化や用途規制の合理化、そして市街化調整区域内の空き家の用途変更が挙

げられている。この制度をふまえると、今後の空き家対策に関しては、立地適

正化計画とどのように関連させていけば良いかという点にも留意する必要があ

ることを指摘できる。その際には懸念も多く、例えば、仮に市街化調整区域を

活用区域として設定すると、空き家に接続する道路や橋梁などの管理や整備を

求められる可能性もあり、コンパクトシティ政策とは逆行しかねないことが挙

げられる。
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立地適正化計画の視点に基づく空き家の立地特性

　これまでの分析結果を踏まえ、本稿では利活用を促進する「区域設定」と利

活用にあたっての「テーマ」を分ける必要性を提示したい。総合的な都市計画

の見地から考えると、区域設定については立地適正化計画による誘導区域を基

本とすべきであろう。その際には、本稿で示した利便性に基づく重点区域など

を設定することも考えられる。一方、利活用のテーマについては、区域を定め

ることなく、市全域に適用すべきであろう。例えば住居以外に利用が難しい用

途地域（住居専用地域など）においても、カフェや宿泊施設などに活用しやす

いようにすることも考えられる。ただし、浅野・井上（2022）が空き家対策と

都市計画政策の本格的な連動の難しさについて指摘したように、課題は山積し

ている。区域設定だけで空き家利活用の十分なインセンティブになるかどうか

は検討の余地があり、場合によっては補助金や税制優遇などもセットで必要に

なる可能性がある。例えば、東北大学公共政策大学院でのワークショップの結

果をまとめた島田（2021）は、空き地・空き家対策特区を提言しており、そこ

では土地収用に関わる特別控除の適用などのアイデアが挙げられている。

　本研究で対象とした 1,069 棟の空き家は 2016 年調査によるものであるが、

その後 461 棟が新たに空き家と判定される一方、530 棟が取り壊されるととも

に 108 棟が空き家ではなくなった結果、2022 年 6 月末時点での空家数は 892

棟と減少した。しかし、「注意」「危険」と判定された空き家の数は増加してい

る5）。これらの変化についても生活関連施設からの近接性や誘導区域など、立

地適正化計画の視点から分析することで、その効果を検討することが可能にな

ると考えられる。また、所有者の意向が反映されているかどうかについても考

察する必要があろう。これらについては、今後の課題としたい。

　

付記

　愛知大学経営学部の神頭広好先生には、筆者が愛知大学に着任して以来、た

びたび研究会やフィールドワークに誘っていただき、貴重な経験をさせていた

だいた。これまでのご指導やご好意に厚くお礼申し上げます。
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　本研究は、JSPS 科研費（18K01153）の助成を受けたものであり、2019 年度「豊

川市空き家対策セミナー」（オンライン）および日本地理学会 2022 年秋季学術

大会（香川大学）での発表内容に加筆、修正を行ったものである。データや情

報の提供や結果・提案への示唆などをいただいた豊川市建築課および都市計画

課の皆様に、感謝申し上げます。

注

1）　このうち、「危険なし」と判定された空き家は 980 棟（91.7％）、「注意」と判定された空

き家は 82 棟（7.7％）、「危険」と判定された空き家は 7 棟（0.6％）であった。

2）　中学校校区は、日常生活圏やコミュニティ活動の状況などを踏まえた地域区分として、

都市マスタープランなどでも採用されている。

3）　2021 年 4 月 1 日より、公民館・生涯学習会館は生涯学習センターに改称された。

4）　分析にあたり、清水（2016）による分析統計ソフト HAD（バージョン：18_002）を用いた。

5）　『豊川市空家等対策計画（令和 5 年 3 月改訂版）』による。
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1．はじめに

　近年、「道の駅」は、地域に経済的好循環を行き渡らせる強力な成長戦略の

一つとして期待され、観光や防災などの地域拠点として役割が重視されている。

特に、過疎化が急速に進む地域では、地域衰退化に対する歯止めとして「道の駅」

を位置づけ、地域拠点化の流れの中で、地域に関わる多様な主体の連携により

地域のブランド価値を高め、その誘客効果により域内消費や交流人口の拡大を

誘発していくための地域振興策として「道の駅」を捉えている。これは、従来

のハコモノ投資に依存した外来型の地域振興策ではなく，地域の住民・団体・

行政等が連携のもとで一体化し、地域の内発型のネットワーク化により進めら

れる地域振興策である。

　「道の駅」は 1993 年 4 月に全国 103 箇所に初めて登録設置されて以降、2024

年で 31 年が経過する。その間、登録数は漸次増加し、2023 年 8 月の第 59 回

登録で全国 1,209 箇所に「道の駅」が登録設置されている。現在、「道の駅」

は新たなステージを迎えている。わが国は、「道の駅」を「地方創生・観光を

加速する拠点」として活用することで、「道の駅」同士や民間企業、関連団体

〔研究ノート〕

「道の駅」機能とネットワーク外部性

麻　生　憲　一

キーワード：「道の駅」、プラットフォーム、両面市場、ネットワーク外部性
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等の繋がりを面的に拡げ、これら多様な主体との連携による新たなネットワー

ク化の下で、収益性の高い魅力的な地域づくりを目指している。

2．「道の駅」登録件数の現状1）

　「道の駅」の第 1 回登録は、1993 年 4 月 22 日に全国 103 箇所に対して行わ

れた。発足時の 1993 年次は、これまでで最も多い 115 箇所が「道の駅」とし

て登録された。そして制度発足 3 年目（1995 年次）にはすでに倍以上の 233

箇所が「道の駅」として登録されている。1996 年度に「ふるさと交流拠点事業」

が創設され、「道の駅」の地域拠点としての整備計画が加速し、1999 年まで毎

年 80 箇所前後の「道の駅」が登録された。1999 年次までの登録総数は 551 箇

所となった。2001 年 1 月に国土交通省が発足し、それに伴いそれまで 5 年毎

に単独で策定されていた「道路整備五箇年計画」は廃止され、2003 年に「社

会資本整備重点計画」に一本化された2）。それ以後、「道の駅」整備は、社会

資本整備の一部に組み入れられることになる。その後、「道の駅」登録は減速

し、2003 年次から 2023 年次まで全国の登録件数は各年 50 箇所を超えること

はない。2014 年の第 2 次安倍改造内閣において、「まち・ひと・しごと創生本

部」（地方創生本部）が発足し、地方創生の拠点として「道の駅」の役割が見

直され、「道の駅」の新たな機能として、地域外から活力を呼ぶ「ゲートウエ

イ型」機能と地域の元気を創る「地域センター型」機能が「道の駅」に追加さ

れた3）。図 1 で示すように制度発足 10 年目の 2003 年には 743 箇所、20 年目の

2013 年には 1,014 箇所、そして 30 年目を迎える 2023 年 8 月 4 日の第 59 回登

録では 5 駅が追加され、現在 1,209 箇所の「道の駅」が全国に登録設置されて

いる4）。なお、2004 年 3 月 31 日には「道の駅」茶処和束（京都府）、2013 年 3

月 31 日には「道の駅」山崎（兵庫県）、2022 年 1 月 31 日には「道の駅」足寄

湖（北海道）と「道の駅」フォーレスト 276 大滝（北海道）が登録を廃止した。
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3．「道の駅」の新たな役割

　国土交通省は、「道の駅」が最初に登録された 1993 年から今後 2025 年まで

を 3 つのステージに分けて、それぞれのステージでの「道の駅」の役割を明示

している5）。まず、1993 年から 2012 年までの 10 年間を第 1 ステージとし、道

路利用者が安心して休憩できるサービス提供の場として「道の駅」を位置付け

ている。次に、2013 年から 2019 年までを第 2 ステージとし、地域の創意工夫

によって、「道の駅」自体が目的地化したと捉えている。そして、2020 年から

2025 年までを第 3 ステージとして、「道の駅」を「地方創生・観光を加速する

拠点」と捉え、観光を加速する地域の中心的な拠点として「道の駅」を位置付

けている。

図 1．「道の駅」登録件数の推移（年次）

注：2004 年京都府で 1 駅、2013 年兵庫県で 1 駅、2022 年北海道で 2 駅が登録廃止

出所：国土交通省道路交通局のホームページより作成
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（1）「道の駅」機能の第 1 ステージ

　第 1 ステージは、発足時の 1993 年から 2012 年までの期間である。1993 年

発足当初 103 箇所の登録で始まった「道の駅」は、2012 年には累計 996 箇所

が登録された。この間、登録件数は 10 倍近くの伸びである。「道の駅」は 3 つ

の基本共通コンセプト（「休憩機能」、「情報発信機能」、「地域の連携機能」）を

有する施設である6）。「休憩機能」とは、駐車場とトイレ、電話が 24 時間無料

で利用できること、「情報発信機能」とは、道路及び地域に関する情報を提供

する案内所又は案内コーナー（「案内・サービス施設」）、緊急医療情報等があ

ること、「地域の連携機能」とは、文化教養施設、観光レクリエーション施設

などの地域振興施設や防災施設（感染症対策を含む）であることを挙げている。

これら 3つの機能は「道の駅」の登録要件となっており義務化されている。なお、

義務化されたもの以外の施設整備は設置者に委ねられており、多くの「道の駅」

では、これらの機能を充足するために、多様な施設が整備されている。「道の駅」

の発足当初は、道路利用者に対して休憩施設や情報案内施設としての位置づけ

であったが、機能が多様化する中で、「道の駅」利用者は地元住民や家族連れ、

高齢者などにも広がりをみせ、「道の駅」自体もショッピング施設やレジャー

施設の傾向を強め、それ自体が目的地化していく。

（2）「道の駅」機能の第 2 ステージ

　第 2ステージは、2013年から 2019年までの 7年間である。「道の駅」登録数は、

2013年 1,014件、2019年 1,160件で、この間の登録数は 146件の伸びに止まった。

2014 年に「まち・ひと・しごと創生本部」（地方創生本部）が発足し、地方創

生の拠点として「道の駅」の役割が見直され、「道の駅」の機能として、地域

外から活力を呼ぶ「ゲートウエイ型」機能と地域の元気を創る「地域センター

型」機能が新たに加わった。「ゲートウエイ型」機能は、「インバウンド観光」、

「観光創造窓口」、「地方移住等促進」の 3 つの機能から構成され、「地域センター

型」機能は、「産業振興」、「地域福祉」、「防災」の 3 つの機能から構成される。「道
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の駅」設置の目的や形態はこのように多様化しており、これまでのような道路

利用者が休憩に立ち寄り、地域の交通や観光情報を入手し、特産物を購入する

施設としての役割から地方創生における地域拠点としての役割へと展開してい

る。

　現在、このような多様化の中で、先駆的な「道の駅」として、2023 年時点

で全国モデル「道の駅」6 駅や重点「道の駅」103 駅、特定テーマ型モデル「道

の駅」13 駅、重点「道の駅」候補 78 駅が全国で選定され、国や自治体などか

らの支援を受けている7）。

（3）「道の駅」機能の第 3 ステージ

　第 3 ステージは、2020 年から今後 2025 年までの期間である。第 3 ステージ

では、「道の駅」の地域拠点としての役割がより明確に打ち出されている。新

「道の駅」のあり方検討会では、「地方創生・観光を加速する拠点」において第

3 ステージの役割として、2025 年の「道の駅」が目指す 3 つの姿を提言してい

る8）。まず、第 1 の「道の駅を世界ブランドへ（ニューノーマル対応）」では、

「道の駅」の世界ブランド化に向けて海外へのプロモーション活動やプロジェ

クト展開を推進し、外国人が「道の駅」を目指して訪日することを目指してい

る。そのための取組としては、「キャッシュレスの導入」の推進が挙げられて

いる。2025 年には約 1,000 駅以上の「道の駅」でキャッシュレス対応ができる

ことを目指している。また、多言語対応として、「外国人観光案内所」として

認定された「道の駅」を約 500 駅に増やしていくことを目標に挙げている。第

2 の「新『防災道の駅』が全国の安心拠点に」では、広域的な防災機能を担う

ため、ハードとソフト両面において対策を強化し、地域住民や道路利用者、外

国人観光客を含め、他の防災施設と連携し安全・安心を提供できる場としての

役割が「道の駅」には求められている。現在、新たな「防災道の駅」認定制度

が導入され、2021 年 6 月に全国の「道の駅」39 駅が「防災道の駅」として初

選定された。第 3の「あらゆる世代が活躍する舞台となる地域センターに」では、
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「道の駅」をプラットフォームとして、「道の駅」ニーズと民間シーズのマッチ

ングを民間企業、道路関係団体、DMO、JNTO、福祉団体、交通事業者、防

災機関、大学等の教育機関などの多様な主体間のネットワーク化により問題解

決を図っていくことを目的としている。併せて、地域の子育て応援施設の併設

や高齢者への生活支援として自動運転サービスのターミナルなどの施設整備に

より、地域センターとしての機能強化が求められている。

4．「道の駅」のプラットフォーム効果

　現在、「道の駅」は第 3 ステージにある。そこでは「道の駅」をプラットフォー

ムとして、多様な主体の連携やネットワーク化により、「道の駅」を拠点とし

て地域に新たな付加価値を生み出そうとするものである。ここでのプラット

フォームとは、供給者が財サービスを提供する場であり、同時に供給者と消費

者が互いに相互作用を及ぼし合いながら新しい付加価値を創出する場である。

また、異なる要素やグループを結びつけてネットワーク外部性を構築する基盤

でもある9）。

　プラットフォームの構築により、両面市場（two-sided markets）とネット

供給者

市場 プラットフォーム（道の駅）

一面市場 両面市場

消費者

出店者

利用者

直接ネットワーク外部性

直接ネットワーク外部性間接ネットワーク外部性

図2.「道の駅」のプラットフォーム効果
図 2．「道の駅」のプラットフォーム効果



― 323 ―

「道の駅」機能とネットワーク外部性

ワーク外部性（network externality）が形成される。両面市場とは、異なる

利用者にプラットフォームを仲介し相互を関係づけ取引を行う市場である10）。

一面市場（single-sided markets）では、供給者と消費者が市場を通じて直接

取引するのに対して、両面市場では、供給者と利用者がプラットフォームを経

由することでネットワーク外部性を発生させる。「道の駅」の場合、利用者が

増加するほど、多様な出店者も増加し、一店舗では賄い切れないさまざまな財

サービスが供給され、互いを補完する財サービスへの需要も高まる場合がある。

この効果はネットワーク外部性と呼ばれるものであるが、「道の駅」の利用者

数の増加により、そこでの利用価値が高まることになる。

　図 2 で示すようにネットワーク外部性には、「直接ネットワーク外部性」と「間

接ネットワーク外部性」がある。「直接ネットワーク外部性」とは、1 つのグルー

プに属するユーザーの数が変化することで、ユーザー自身が得られる効用が変

化する場合であり、「間接ネットワーク外部性」とは、ある 1 つのグループに

属するユーザー数が変化することで、他のグループに属するユーザーの効用が

変化する場合である。「道の駅」の場合、物産品や土産品、雑貨品、日常品な

どの多様な出店者が増加することで、相互に補完的に作用しあい、一店舗で「物

産品」を販売するよりも収益を高めることがあるが、これは「直接ネットワー

ク外部性」の効果によるものである。この効果は、一般にアウトレットモール

やショッピングセンターに該当する場合もあるが、「道の駅」の場合、有料体

験コーナーや宿泊施設などを併設し、幅広いユーザーで構成されており、「範

囲の経済」が作用すると考えられる。

　「道の駅」では、多様な財サービスを出店する店舗数が増えれば、「道の駅」

の利用価値は高まり、利用者や消費者の効用を引き上げる。これは、「間接ネッ

トワーク外部性」によるものである。第 2 ステージでは、「道の駅」は目的地

化したと言われている。近年、大規模化した「道の駅」では、休憩施設や観光

案内所はもちろん、レストランやカフェなどの飲食施設、ショッピング施設や

手作り体験工房、ドッグランなど多様な施設が設置され、一部では温泉施設や
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宿泊施設なども併設されている。このように「道の駅」は道路利用者のみなら

ず、あらゆる階層において高い利用価値をもち、道路利用者のための補完的施

設（派生需要）から本源需要を満たす施設へとその実態は変容している。

　ネットワーク外部性については、正の効果のみを述べてきたが、負の効果も

考えられる。負の効果とは、グループのユーザーが増えるほど、そのグループ

のユーザーあるいは他のユーザーの効用が低下する場合である。「道の駅」の

場合、利用者数が増加すれば施設内で混雑が発生し、施設利用や物品購入に長

蛇の列ができ、利用者の効用は低下することになる。これは、観光地などでみ

られる「オーバーツーリズム」の問題である。また、出店者にとって施設内で

同業者が増えれば競合化が進み、収益の減少をもたらす場合がある。これらは、

負の「直接ネットワーク外部性」が働くケースである。一方、「道の駅」の店

舗数の増加は、本来の道路利用者にとっては無料で提供される休憩施設が簡素

化・遠隔化され、利用の不便さから効用が低下する場合が考えられる。これは

負の「間接ネットワーク外部性」が働くケースである。

　「道の駅」は利用者や出店者だけでなく地域住民、道路関係団体、観光関連

業者、DMO、福祉団体、教育機関など多様な人びとに対してプラットフォー

ムとして拠点化することにより、上記の述べたような正のネットワーク外部性

が作用することで、「道の駅」の利用価値はより一層強化していくものと考え

られる。

5．両面市場の経済モデル

　両面市場のネットワーク外部性について、簡単なモデルを用いて説明する11）。

　いま、ユーザーとして、「道の駅」の出店者と利用者を仮定する。「道の駅」

は出店者と利用者に対してプラットフォームしての場を提供し、両者は「道の

駅」を経由して取引を行う。「道の駅」は運営者によって経営されており、出

店者と利用者から料金を徴収し、その収益（利潤）を最大化すると想定する。
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　まず、各ユーザーのプラットフォームの利用価値は以下のように定式化する。

　　U 
1=â 

1n
 
2-t 

1、U 
2=â 

2n
 
1-t 

2 （1）

　ここで、U 
1は出店者の利用価値で、U 

2は利用者の利用価値である。n 
1は出

店者数で、n 
2は利用者数、t 

1は出店者の「道の駅」利用コスト、t 
2は利用者の

利用コストである。

　このとき（1）は、「間接ネットワーク外部性」を示しており、あるユーザー

の利用価値は他のユーザー数に影響されると仮定している。â は係数で、ネッ

トワーク外部性の度合を示している。また、â>0 とすると、正の「間接ネッ

トワーク外部性」を仮定することになる。

　次に、ユーザー数は利用価値の関数で表わされ、利用価値が高まればユーザー

数は増加すると仮定する。

　　n 
1=f(U 

1))、n 
2=g(U 

2)(f'>0、g'>0) （2）

　このとき「道の駅」の運営者の収益（利潤）は

　　ð=n 
1(t 

1-c 
1)+n 

2(t 
2-c 

2) （3）

となる。ここで c 
1と c 

2とは各ユーザーの「道の駅」利用に対して運営者側が

支払う運営コストである。

　いま、（3）に（1）と（2）を代入すると、

　　ð=n 
1(â 

1n
 
2-U 

1-c 
1)+n 

2(â 
2n

 
1-U 

2-c 
2) （4）

となる。

　（4）を各ユーザーの利用価値について、利潤最大化すると、最適利用料金が

導出される。

　　t 
1=c 

1-â 
2n

 
2+f/f'、t 

2=c 
2-â 

1n
 
1+g/g' （5）

　ここで、± 
1=t 

1f'/f、± 
2=t 

2g'/g とおくと

　　[t 
1-(c 

1-â 
2n

 
2)]/t 

1=1/± 
1、[t 

2-(c 
2-â 

1n
 
1)]/t2=1/±2 （6）

となる。これはラーナ―の独占度を示している。

　ユーザーの「道の駅」の最適利用料金を明示するため、以下の仮定を行う。

　　± 
1=± 

2、c 
1=c 

2=c、c 
1-â 

2n
 
2>0、c 

2-â 
1n

 
1>0
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　そのとき（6）は

　　(c-â 
2n

 
2)/t 

1=(c-â 
1n

 
1)/t 

2>0 （7）

となる。

　ここで、â 
2n

 
2掩â 

1n
 
1とすると、最適利用料金は t 

1怨t 
2となる。

　すなわち、相対的に大きな「間接ネットワーク外部性」を及ぼすユーザーに

対して、低額の利用料金を設定することになる。もし場合によっては、「道の駅」

施設の利用料金を無料にすることでより大きな「間接ネットワーク外部性」が

働くのであれば、利用料金を無料にして、収益の拡大を図ることも考えられる。

　図 3 は両面市場の価格設定について図示している。市場 1 と市場 2 の需要は

D 
1と D 

2とする。それぞれが一面市場の場合、各市場の収益（利潤）は P 
1Q

 
1と

P 
2Q

 
2で示される。ここで市場 1 から市場 2 に対して間接ネットワーク外部性が

あると想定する。このとき、市場 1 のユーザーを増やすと、市場 2 のユーザー

の効用が増加し、需要曲線は D 
2から D 

3に大きくシフトする。この場合、プラッ

トフォームでは、市場 1 の価格 P 
1を引き下げ（例えば無料）、ユーザーの需要

図３.両面市場の価格設定

価
格

0 Q1 Q1’

P1

数量
0

数量

価
格

D1

D2

D3

P2

P2’

Q2 Q2’

間接ネットワーク外部性

市場1 市場2

出所：江副（2009）に基づき作成
図 3．両面市場の価格設定

出所：江副（2009）に基づき作成
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を増やし、「間接ネットワーク外部性」が働く市場 2 では価格 P 
2を引き上げて、

利潤を P 
2'Q

 
2' へと大きく拡大させる。この場合は、需要の価格弾力性が高い市

場 1 では低価格戦略が取られ、「間接ネットワーク外部性」が働く市場 2 では、

高価格戦略が採用される。このように「間接ネットワーク外部性」が存在する

場合、この価格設定は両市場の消費者余剰を拡大させると同時に社会的総余剰

の増加をもたらすことになる。

6．おわりに

　全国「道の駅」1,209 駅のうち約 3 割近くが赤字経営にあると言われている。

規模を縮小し、スタッフの人件費や施設経費に頭を悩ませる「道の駅」がある

一方で、規模を拡大し、経営の多角化により収益の拡大を図っている「道の駅」

も存在する。このように「道の駅」と一言でいっても、それは全国各地さまざ

まな状況下に置かれている。現在、国土交通省は、「道の駅」の現状を第 3 ス

テージと位置付けて、多様な主体との繋がりを面的に広げることによって、元

気に稼ぐ地域経営の拠点として、新たな「道の駅」のネットワーク化を進めて

いる12）。

　本稿では、これを「道の駅」のプラットフォーム化と捉えた。「道の駅」のプラッ

トフォームを経由して、両面市場や多面市場が形成されることで、ネットワー

ク外部性が働き、その効果を通じて、出店者や利用者の収益や余剰の拡大に繋

がるのであれば、「道の駅」はまさに「稼ぐ地域経営の拠点」となり得ること

を示した。しかし、このようなネットワーク外部性をより効果的に引き出すに

はどのような要因が必要なのか明らかではない。近年、情報産業の両面市場に

ついては、その価格構造の計量的分析などが行われてきた。今後、それらの市

場を「道の駅」に適用可能であるかを検証し、計量的に分析していく必要がある。
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注

1 ）「道の駅」の登録の現状については、すでに、麻生・津田（2014）、麻生（2015）で論じ

てきた。

2 ）2003 年度から 2007 年度までを「第 1 次社会資本整備重点計画」とし、それ以後 4 年ご

とに新たな整備計画が策定され、現在「第 5 次社会資本整備重点計画」（2021 年度から

2025 年度）のもとで事業が実施されている。

3 ）「ゲートウェイ型」機能と「地域センター型」機能については、津田・麻生（2017）を参照。

4 ）登録件数の推移については、国土交通省のホームページを参照。

5 ）国土交通省ホームページ：「道の駅」第 3 ステージを参照。

　https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/shin-michi-no-eki/index.html（2023 年 11

月 1 日参照）

6 ）「道の駅」登録・案内要綱を参照。

　https://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/pdf/guidance.pdf（2023 年 11 月 1 日参照）

7 ）国土交通省ホームページ：道の駅案内を参照。

　https://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/index.html（2023 年 11 月 1 日参照）

8 ）国土交通省 HP　「道の駅」第 3 ステージ（2023 年 12 月 1 日参照）

　https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/shin-michi-no-eki/index.html（2023 年 11

月 1 日参照）

9 ）ネットワーク外部性については江副（2009）、丸山（2011）を参照。

10）両面市場については、Rochet and Tirole （2003）、江副（2009）、黒田（2010）を参照。

11）ここでは、丸山（2011）の定式化に従う。

12）国土交通省 HP　「道の駅」第 3 ステージ概要を参照

　https://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/third_stage_index.html（2023 年 11 月 1

日参照）
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　神頭広好先生のご退職、誠におめでとうございます。神頭先生には、学会を

通じて長きに亘りご指導ご鞭撻を賜りまして厚く御礼申し上げます。神頭先生

に最初にお会いしてすでに 20 数年になりますが、その頃はグラビティモデル

等を使って観光立地論のご研究などをされていたと思います。当時、観光研究

分野では、その手の研究はまだ非常に少なく、私を含め観光学を専攻する多く

の研究者に対して、観光学研究でも質の高い研究ができることを、論文を通し

てお示しいただいたと思っています。神頭先生には、その後、経営総合科学研

究所の客員研究員にご推薦をいただき、研究調査として全国各地の視察にご一

緒させていただきました。またその成果を叢書に纏める機会もお与えいただき

ました。そのことを思い起こすにつけ、今更ながら感謝の念に堪えません。ご

退職後もまた親しい人たちと、視察旅行などにご一緒させていただければ幸甚

です。

　最後になりますが、神頭先生のご健康とますますのご活躍を祈念いたします。
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はじめに

　当研究所は、通常事業の一環として、各地の優良企業／団体の事業内容や経

営課題を実地において調査するとともに、研究上の接点という観点から所員と

相手先企業／団体との関係を作ることなどを目的として、毎年「企業調査」を

実施している1）。

　2020 年以来、「コロナ禍」の自粛期間を経て、実に 4 年ぶりとなった本年度

の「企業調査」は、大阪市において 8 月 30 日（水）～ 31 日（木）の日程で実

施した。当研究所の所員一同は、8 月 30 日、大阪商工会議所が運営する大阪

市中央区の大阪企業家ミュージアムを訪問した。

　大阪を中心とする関西圏は、豊臣秀吉による都市づくりが進んで以降、町民

の自治と自由な経済活動を尊び、数多の偉大な企業家たちが活躍された土地柄

でもある。

1．大阪企業家ミュージアムの紹介

　大阪企業家ミュージアムは、大阪商工会議所創立 120 周年記念事業として、

〔報　告〕

2023 年度　経営総合科学研究所 企業調査報告
 　 偉大な先人たちのあゆみに学ぶ　大阪企業家ミュージアム  　

山　本　大　造
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2001 年 6 月に開設された。館長の宮本又郎氏によると、「わが国唯一の企業家

に関するミュージアムとして、企業経営者や起業を目指す人、ビジネスパーソ

ンはもとより、小学生から大学生に至るまで、国内各地のみならず海外 100 ヵ

国を超す国々から累計 32 万人（2021 年 3 月末現在）を超える来館者をお迎え

してきました」という2）。さらに、大阪企業家ミュージアム公式ブログ（2023

年 11 月 9 日付）によると、「開館以来の累計来館者が 35 万人を突破」したそ

うである3）。

　大阪企業家ミュージアムの理念は、「志・変化・先見・挑戦・創意・自助・

意志」、この 7 つのキーコンセプトに表されている4）。大阪商工会議所会頭の

鳥井信吾氏（サントリーホールディングス株式会社 代表取締役副会長）は、「大

阪は（中略）数多くの企業家たちに活躍の場を提供してきました。企業家たち

は、時代の変化と社会のニーズをいち早く捉え、チャレンジ精神を発揮し、イ

ノベーションへのたゆまぬ挑戦を続け、最後までやり抜く強い意志で社会経済

の発展や人々の生活向上の原動力となり、さらにはまちづくりを担う役割をも

果たしてきました。『進取の気性』あふれる『企業家精神』は、『民』のまち大

阪が誇る精神文化です」と述べている5）。理念にある 7 つのキーコンセプトは、

この鳥井氏の言葉が凝縮されたものであるのと同時に、企業家たちのあゆみと

志を伝え、学ぶことのできる同ミュージアムのミッションを伝えている。

　実際、大阪企業家ミュージアムは、チャレンジやイノベーションが求められ

る現代日本社会にあって「企業家精神の高揚・伝承を通じて、次代を担う人材

を育成する」ことを目的として、大阪を舞台に活躍した 105 人の企業家のあゆ

みと功績を伝える主展示をはじめ、様々なコンテンツの作成・閲覧機会の提供、

セミナーや見学会を企画・開催するとともに、講演会など様々な事業にも取り

組んでいる6）。

　オリジナル・コンテンツとしては、大阪大学などと共同で制作した「関西企

業家映像ライブラリー」があり、新井正明氏（住友生命保険相互会社）、安藤

百福氏（日清食品株式会社）、井植 敏氏（三洋電機株式会社）をはじめ、25 名（2023
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年 11 月 3 日閲覧現在）の有名企業家へのインタビューを収録している。他に

も「企業家ライブラリー」として、自伝、伝記、社史など約 9 千点にもおよぶ

貴重な文献、展示解説ビデオ、有志企業から提供された企業家と企業に関する

映像資料が閲覧できる7）。セミナー・見学会では、随時、現代企業家による講

演会や歴史に学ぶ講座、企業家と大阪の街を学ぶセミナーなど、その理念と事

業目的に沿った実に多様な企画が催されている8）。

　このようにたいへん充実した展示・学習機会の提供・事業内容の中から、今

回の訪問では「自由見学」として特別展示と主展示を見学することができた9）。

2．大阪企業家ミュージアム展示室での見学

　大阪企業家ミュージアムの展示室は、入館後右手にある「エピローグ」コー

ナーと映像資料を見学できる「プロローグシアター」および主展示室から成り

立っている。主展示室は、第 1 ブロックから第 3 ブロックに分けられ、見学者

は順を追って企業家たちの「チャレンジとイノベーション」を学ぶことができ

るようになっている10）。

　見学日当日、「エピローグ」コーナーから奥の展示室では、 特別展示「東洋

の化粧品王 中山太一　～商売の正道を貫いた企業家～」が催されていた（2023

年 8 月 1 日～ 11 月 25 日までの催し）。

　中山太一氏（1881 ～ 1956）は、現在の株式会社クラブコスメチックス（本

社 大阪市）の前身、中山太陽堂（神戸市）の創業者で、洋品雑貨と白粉（お

しろい）等化粧品の卸商から製造業に進出し、「クラブ洗粉」など数々のヒッ

ト商品を生み出した企業家である。この特別展示は、株式会社クラブコスメチッ

クスの創業 120 周年に合わせて企画されたという11）。所員一同は、まずこの特

別展示から見学した。

　特別展示では、通常の常設展示よりもスペースを広く取り、その生い立ちか

ら企業家としての創意や功績、地域や社会への貢献となったメセナ活動まで、
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中山太一氏の企業家精神を通じて事業に求められるものを幅広く学べる企画と

なっている。さらに、展示を見ていくと重要な教訓も分かるようになっている。

例えば、中山太一氏の謹厳実直な人柄から、｢ 商品に偽りなきものは最後の勝

利者なり ｣を信条に製造業への転身をはかったエピソードをパネルや貴重な資

料を通じて学ぶと、心に熱く感じるものがある。また、中山太一氏は、周到な

マーケティングと「広告王」とも言われた広告宣伝活動、販売戦略でのイノベー

ションでも先駆的な企業家であったことも伝えられ、この分野に関心のある見

学者にとって学ぶべき事実を教えてくれる。

　あえて報告者（山本）の個人的関心で言えば、中山太一氏が製品の研究開発

やマーケティングだけでなく、製造工程の近代化・能率化にも尽力されたエピ

ソードが興味深かった。中山太一氏は、加島銀行や大同生命保険などの取締役

を務めるとともに、F.W. テイラーの“Principles of Scientific Managemet”

（1911）の翻訳者でもある星野行則氏（1872-1960）との交流を通じて、科学的

管理法や能率研究を学び、その成果を自社工場に導入して能率向上をはかっ

た12）。このことも、特別展示ではもれなく紹介されている。テイラーシステム

に代表される科学的管理の日本への導入・普及は、経営史や経営管理論史の重

要なテーマの一つであるが、中山太一氏の取り組みも注目すべき歴史的事実で

あることに気付かされた。

　「プロローグシアター」は、「大阪の企業家精神のルーツ」と題する約 15 分

の映像で、多くの企業家を育んだ大阪の気風やまちづくりを歴史的に見た企業

家精神のルーツと捉え、分かりやすく学べる導入部である。ストーリーは、豊

臣秀吉や江戸時代から説き起こされていて、貴重な実写映像とともにアニメー

ションも駆使されているので、小中学生でも興味を持って学習できるだろう。

この導入部を経ることで、主展示室で学ぶ企業家たちの生きた時代や場所が「遠

い世界のこと」や「昔のこと」ではなく、自分たちに連綿とつながるものとし

て感じられるようになっている。
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　主展示の 3 ブロックは、時代区分ごとに分けられている。第 1 ブロックは、

「近代産業都市 大阪の誕生～産業基盤づくり～」と題して、明治維新期からの

時代区分で、五代友厚氏（1836 ～ 1885）から 27 人の企業家のあゆみと功績を

紹介している。

　主展示が五代友厚氏から始まるのが、当然とはいえ、まさに納得である。五

代友厚氏は、明治新政府の官界を辞して、民の立場から数多くの事業を立ち上

げるとともに、さまざまな基幹産業の設立・振興に尽力した。同時に、中野梧

一氏、藤田伝三郎氏、広瀬宰平氏らとともに大阪商法会議所を設立、初代会頭

となって、現在の大阪商工会議所の基礎を築いたからだ。「大阪の恩人」とい

うだけではなく、渋沢栄一氏（1840 ～ 1931）と並んで「西の五代、東の渋沢」、「日

本資本主義の父」と呼ぶべき企業家である。そうした五代友厚氏から展示を見

ていくと、近代企業家の源流に触れる思いがする13）。

　第 1 ブロックでは、五代友厚氏に続いて、金融、鉄道、鉱業、海運、電力な

ど商工業発展の基盤をつくった企業家たち、繊維産業、服飾、商業、銀行、証

券、保険業の創設・発展に尽力した企業家たちを学べる。また、ブロックごと

に小テーマが設定され、例えば繊維産業の育成と近代産業発展の礎を築いた企

業家たちの展示は、「大阪を東洋のマンチェスターに」といった志を感じられ

るタイトルが付けられている。

　展示は、顔写真とパネルで、それぞれの企業家たちの関わった産業や企業、

その生きた時代や社会に応じたチャレンジ、特筆すべきイノベーションや功績

などが一目で分かるように紹介されている。顔写真の側に添えられた大きな文

字の見出しを一瞥するだけでも、どのような分野で活躍された企業家なのかが

分かるよう工夫されている。例えば、五代友厚氏なら「明治維新期の大阪経済

再生と近代化をリード」といった見出しが付けられている。見学者はそこから

想いを広げて、より詳しい説明文を読んだり、写真や図版を駆使したバインダー

式の「めくり式展示」や貴重な企業家の縁の品や資料で、特に関心のある企業

家を掘り下げて学ぶことができるようになっている。
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　第 1 ブロックが、信用秩序の再構築と近代産業の創出に尽力された企業家た

ちなら、第 2 ブロックは「大衆社会の形成～消費社会の幕開け～」と題して、

48 人の企業家のあゆみと功績が紹介されている。そこでは、明治中期から昭

和初期にかけて、幅広い産業が生まれた時代を取り上げている。特に、都市の

近代化を進めることになる建設・土木、交通、重工業、造船、機械といった産

業の創生・発展に尽力した企業家たち、人々の生活を守り豊かにするために、

医薬・化学、生活用品・産業用製品、食品・飲料、レジャー・娯楽、百貨店、

新聞といった産業を築いた企業家たちを学べる。

　このあたりで見学者は、各ブロックの展示が単なる時代区分によって分けら

れているのではなく、社会経済の発展と産業の創生が互いに関連し合っている

ことを気付けるよう、学術研究に裏付けられた合理性でもって細心の工夫や創

意がなされていることが分かるはずである。特に大学等で経済史や経営史を

学んだ人なら、リアルな企業家たちのあゆみから自分の知識をより深められ

る。また、小中学生にとっても、阪急阪神東宝グループの小林一三氏（1873

～ 1957）、ミズノ株式会社の水野利八氏（1884 ～ 1970）、江崎グリコ株式会社

の江崎利一氏（1882 ～ 1980）などの展示を見ると、自分たちの身近なサービ

スや商品に引き付けて、より親しみを持って学べるはずである。

　かさねて恐縮ながら、愛媛県出身の報告者にとっては、第 2 ブロックで「重

工業発展の基礎を築く」「技術型経営者」の一人として、伊予松山藩の時代に

生まれ大阪に出て身を起こした、新田長次郎氏（温山翁：1857 ～ 1936）が紹

介されていたのが、特に嬉しく親しみを感じた。

　ちなみに新田長次郎氏は、現 ニッタ株式会社（本社 大阪市）の創業者で、

製革の分野で数々の技術革新を進め、「東洋の製革王」とも呼ばれた企業家で

ある。とりわけ、新田長次郎氏が製革業を創業した 1885 年当時、輸入に頼っ

ていた動力伝動用革ベルトを製造し、その国産化に成功したことで知られてい

る。そればかりでなく、製革工場の能率化と品質向上に尽力するとともに、タ

ンニンやゼラチンの製造など多岐にわたる事業展開をした14）。製革業の創業を
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通じて産業の発展に貢献した新田長次郎氏は、同時に青少年の教育や学問の振

興にも力を尽くした「学園創設の父」でもあった。

　新田長次郎氏は、「学校運営に関わらない」ことを条件に巨額の私財を投じて、

今からちょうど 100 年前（1923 年）、私立としては日本で 3 番目の設置となっ

た松山高等商業学校（現 松山大学）を創設した。松山大学は、その新田長次郎氏、

正岡子規の叔父にあたりベルギー公使などを務めた政治家で設立の中心的な役

割を果たした加藤恒忠氏（拓川翁）、大阪高等商業学校（現 大阪公立大学）の

校長などを務め松山高等商業学校の初代校長となった加藤彰廉先生、この松山

出身の三人を大学の「三恩人」としている15）。

　五代友厚氏が当時の大阪の企業家たちとともに、1880 年、大阪公立大学商

学部の前身である大阪商業講習所を設立したのを嚆矢として、同様に出身地域

の学校設立や社会貢献に力を尽くした企業家もまた多い。このように、どの見

学者にとっても、自身にとって縁のある、大恩のある、あるいは身近に感じら

れる企業家を見つけることができるだろう16）。

  第 3 ブロックは、「豊かな時代の形成～復興から繁栄へ～」と題して、30 人

の企業家のあゆみと功績が紹介されている。そこでは、戦後の復興期から高度

経済成長を経て、豊かな日本社会を関西経済圏から築き上げた企業家たちが学

べる。この時代になると、松下幸之助氏（1894 ～ 1989）、中内功氏（1922 ～

2005）、安藤百福氏（1910 ～ 2007）、佐治敬三氏（1919 ～ 1999）といったドキュ

メンタリー番組や日本経済新聞「私の履歴書」などでも知られている企業家た

ちが現れてくる。

　第 3 ブロックでは続いて、現在のジェトロにつながる「海外市場調査会」を

設立するなど貿易振興に尽力した杉 道助氏（1884 ～ 1964）、1970 年代の日米

繊維交渉で自由主義経済の観点から世論をリードした東洋紡株式会社の谷口豊

三郎氏（1901 ～ 1994）、民間からの日中国交回復の先駆けとなった近畿日本鉄

道株式会社の佐伯 勇氏（1903 ～ 1989）といった、国際化時代の企業家たちの

功績や苦闘も学べる。戦後日本経済の復興と成長の基盤は、こうした企業家た
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ちの志と営為によるところが大きいことを見学者は展示を通じて実感できるは

ずである。そして、第 1 ブロックからの展示をふり返り、今もなくてはならな

い商品やサービスが生まれた原点、企業家のイノベーションに思いをはせるこ

とができる。

むすびにかえて－大阪企業家ミュージアムで学べること－

　実に圧巻であった。展示室の見学を終えて、第一に感じたのはその思いであっ

た。「大阪を舞台に活躍した」という限定を付けたとしても、連綿とつながる

経済社会・文化の発展に志を持って貢献をなした企業家は数知れない。その中

でも選りすぐった 105 名の企業家たちのあゆみと功績を通して学べるのは、大

阪企業家ミュージアムを除いて類を見ない。まさに「企業家の殿堂」と言って

も良いだろう。

　展示にあたっては、誰を取り上げるかという検討段階から説明文の一つ一つ

まで厳選していく過程で、想像するに余りある関係者のご努力と英知が注がれ

たに違いない。おかげで、見学者はどのようなライフ・ステージにあったとし

ても、そのステージにあった多くの学びと気付きを得られる。

　小中学生にとっては、社会科の授業の一環として、あるいは身近な商品やサー

ビスから興味を持っても良い。そうした身近な商品やサービスが、企業家たち

の創意と努力によって実現したことを知れば、感謝する心を自然と抱き、自ら

志を立てることの大切さに気付く、大事な出会いの場となるだろう。高校生、

大学生にとっては、社会に出る前に自らの進むべき道を考える重要な契機とな

るだろう。経済・経営を学ぶ学生にとっては、ふだんの学習を実践的に補強す

るとともに、自らの関心の赴くところ、より掘り下げるべきテーマが見つかる

はずである。新入社員にとっては、職業人として志を立て、経済社会に貢献す

る喜びと尊さを肌感覚で知る有意義な体験ができるだろう。ベテランの域に達

した社会人にとっても、自らの来し方をふり返り、再び奮い立つ勇気や元気を
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もらえるだろう。

　企業家たちのあゆみは長く厳しく、そして社会に対してなされた貢献は遙か

に高い。一人一人の企業家から得られる気付きや教訓は、深くて尽きない。そ

れでも、一度でも大阪企業家ミュージアムを見学すると、企業家たちの熱い想

いが伝わるはずである。見学者の時間に制約があっても、一通り見学するだけ

で何かしら大事なことが分かるよう、展示には工夫が凝らされているように思

う。105 人の企業家の中には、自身につながるような人も見つかるかもしれな

い。その上で、特に関心を持った企業家を掘り下げて学ぶとか、セミナーや見

学会の機会を利用する形もとれる。

　大阪企業家ミュージアムは、すでに国内外から 35 万人の来館者を迎えてい

るという。大学のゼミナール等でも、ぜひ見学をお勧めしたい。きっと見学後

の学生は、目の輝きを増し、希望に満ちた明るい表情になっているだろう。

（参加者一同、見学を終えて。2023 年 8 月 30 日撮影。写真、神頭所長提供）
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（謝辞）

　今回の訪問と見学にあたって、大阪企業家ミュージアムのみなさまには、格

別のご配慮を賜り、厚くお礼申し上げます。特に、同ミュージアムの高橋様に

は、訪問日程の調整から参加者人数分の音声ガイド機の手配、他団体との見学

順序の調整や当日のご案内まで、きめ細かく実に丁寧にご対応いただきました。

ここに記して感謝申し上げます。

　長年にわたり本研究所の所長を務めてこられた神頭広好教授に心からの感謝

を捧げます。神頭教授は、所員・研究員の研究の進展と本研究所の発展に多大

な貢献をされました。それは「企業調査」においても例外ではなく、「企業調査」

を継続してこられたのは、ひとえに神頭所長のご指導とご尽力の賜物です。お

かげで所員一同は、多くの貴重な学びや他では得られない出会いを実現するこ

とができました。「企業調査」のさらなる継続・発展をお約束することで、神

頭所長のご貢献に万分の一でもお返しできれば幸いです。

注

1 ）企業調査の対象企業への追加調査および調査内容を論文等に活用することを希望する所

員は、経総研担当者までご一報下さい。それらの公表にあたっては、相手先企業／団体の

許諾を必要とする部分があります。

2 ）大阪商工会議所編『大阪企業家ミュージアム　ガイドブック』2022 年 7 月、5 ページ。

宮本又郎氏の「ごあいさつ」による。大阪企業家ミュージアム HP によると、「年間約 2

万人の来館者をお迎えしています」という。

3 ）大阪企業家ミュージアムブログ

　　https://www.osaka.cci.or.jp/museum/blog/　（2023 年 11 月 25 日閲覧）。

4 ）大阪商工会議所、前掲書、8 ページ。大阪企業家ミュージアム HP ＞大阪企業家ミュー

ジアムについて＞施設理念も参照。

　　https://www.kigyoka.jp/about/policy.html　（2023 年 8 月 10 日閲覧）

5 ）大阪商工会議所、前掲書、4 ページ。鳥井信吾氏の「ごあいさつ」による。

6 ）前掲書、8 ページ。前掲 HP ＞施設概要ほか、＞人材開発事業、＞セミナー・見学会も

参照。

7 ）前掲 HP ＞館内案内・展示企業家＞関西企業家映像ライブラリー、および＞企業家ライ
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ブラリーを参照。（2023 年 11 月 3 日閲覧）

8 ）セミナー・見学会情報は、前掲ＨＰのトップ画面で、過去の開催情報は＞セミナー・見

学会情報一覧で確認できる。企業経営や企業家のあゆみと経営理念に関心のある読者なら、

その充実ぶりが一覧からも分かるし、参加申込みをしたいと思えるだろう。

9 ）大阪企業家ミュージアムの団体見学は 10 名以上で受け付けてもらえる。団体見学の場

合は、スタッフのガイド付で見学も可能である（スケジュール等の諸事情にもよる）。今

回の訪問時、他の団体との兼ね合いもあり「自由見学」となったが、音声ガイド機を貸与

していただき、詳細な説明とガイドを受けることができた。団体見学の案内は、前掲 HP

＞団体見学のご案内を参照されたい。

10）大阪企業家ミュージアム HP ＞館内案内・展示企業家＞展示

　　https://www.kigyoka.jp/exh/exh.html　（2023 年 8 月 10 日閲覧）

　　その他、同一フロアーに「企業家ライブラリー」を備え、事前申込みによる文献資料や

映像資料を閲覧できる。今回の訪問時には、時間的制約から「企業家ライブラリー」は利

用しなかったが、同ＨＰからも充実した資料のコレクションを備えていることが分かる。

テーマに沿って、ぜひ利用したい施設である。

11）大阪企業家ミュージアム「メールマガジン」第 204 号、2023 年 7 月 28 日発行。

12）星野行則氏による邦訳は、『学理的事業管理法』崇文館書店、1913 年。星野行則氏が、

1911 年 4 月には外遊記『見学余録』（警覚社書店）にて、科学的管理法を紹介しているこ

となど、日本における科学的管理法の文献史・資料史的考察は、佐々木聡「日本における

科学的管理法導入過程の文献史的考察」経営史学会編『経営史学』第 21 巻 1 号、1986 年。

28 ～ 47 ページを参照。

13）現在も研究がつづけられている五代友厚氏のあゆみと功績を紹介するのは容易ではない

が、展示とともに大阪企業家ミュージアムが発行している『大阪の恩人 五代友厚がわか

る本』を読むことが、その理解の良い入口になるだろう。同書は、大阪企業家ミュージア

ムにて購入できる。なお、五代友厚氏と渋沢栄一氏との関わりや共通点は同書 19 ページ、

大阪商法会議所の初代会頭となったエピソードは同書 36 ～ 37 ページを参照。

14）大阪商工会議所、前掲書、56 および 61 ページ。

15）松山大学 HP ＞大学案内＞歴史＞三恩人　を参照。

　　https://www.matsuyama-u.ac.jp/guide/history/sanonjin/（2023 年 11 月 11 日 閲覧）　

ちなみに、「温山」、「拓川」は、それぞれ新田長次郎氏、加藤恒忠氏の号である。

16）大阪企業家ミュージアム HP や同『ガイドブック』には、105 人の企業家を出身地別で

も検索できる、たいへん便利なインデックスがある。
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論
』
を
あ
ら
た
め
て
読
み
直
す
際
に
は
、
こ
の
側
面
に
対
す
る
岩
井
先
生
の
着
眼
を
明
確
に
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
岩
井
先
生
は
『
経
済
学
の
宇
宙
』（
第
八
章
）
の
な
か
で
こ
う
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
こ
の
『
経
済
学
史
』
の
講
義
は
、
講
義

ノ
ー
ト
を
も
と
に
し
て
、
い
つ
か
一
冊
の
本
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。
講
義
ノ
ー
ト
が
単
著
化
さ
れ
れ
ば
、
岩

井
先
生
に
よ
る
主
流
派
経
済
学
へ
の
理
論
的
批
判
が
「
経
済
学
史
＝
経
済
学
の
歴
史
」
と
し
て
ど
の
よ
う
に
体
系
的
に
総
括
さ
れ

う
る
の
か
、
そ
の
全
体
像
を
わ
れ
わ
れ
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
岩
井
「
経
済
学
史
」
講

義
の
全
体
像
は
、
主
流
派
経
済
学
の
理
論
体
系
が
そ
の
根
源
に
抱
え
込
む
「
貨
幣
の
忘
却
」
か
ら
脱
却
し
、「
貨
幣
」
と
貨
幣
に

基
礎
を
置
く
「
資
本
主
義
」
を
め
ぐ
る
岩
井
先
生
の
理
論
的
思
考
の
意
義
を
語
り
直
す
こ
と
が
中
核
を
な
す
は
ず
で
す
。
そ
の
こ

と
は
同
時
に
、
学
問
と
し
て
の
「
経
済
学
」
は
、「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
を
考
え
抜
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
最
も
基
本
的
な

認
識
に
立
ち
戻
る
必
要
性
を
も
説
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
な
の
で
す
。
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
は
、
現
時
点
で
こ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
も
っ
と
も
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
平
明
に
論
じ
直
し
た
最
良
の
一
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
（
な
お
本
稿
で
は
、
岩
井
理

論
と
岩
井
「
経
済
学
史
」
の
独
自
の
特
徴
と
意
義
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、『
欲
望
の
貨
幣
論
』
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
以
外
の
岩
井
先
生
の
著
書
や
論
考
も
積
極
的
に
参
照
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
）。
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二
．
経
済
学
史
に
お
け
る
「
思
考
」
の
基
本
的
対
立
構
造

―
「
経
済
学
的
思
考
」
と
「
不
均
衡
動
学
的
思
考
」

　
岩
井
先
生
に
よ
る
「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
に
つ
い
て
の
理
論
的
思
考
を
語
り
直
す
前
に
、
経
済
学
史
に
お
け
る
「
思
考
」

を
め
ぐ
る
基
本
的
対
立
構
造
―
「
経
済
学
的
思
考
」
と
「
不
均
衡
動
学
的
思
考
」
―
に
つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
て
お
く
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
に
お
い
て
「
二
つ
の
資
本
主
義
観
」
と
し
て
概
説
さ
れ
て

い
る
、
「
新
古
典
派
的
な
資
本
主
義
論
」
と
「
不
均
衡
動
学
派
的
な
資
本
主
義
論
」
に
み
ご
と
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
岩
井
先
生
が
「
経
済
学
史
」
を
主
題
に
最
初
に
書
か
れ
た
の
は
、『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
の
資
本
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
）

に
所
収
さ
れ
て
い
る
「『
経
済
学
的
思
考
』
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
論
考
で
し
た
。
岩
井
先
生
が
こ
こ
で
呼
称
さ
れ
て
い
る
「
経

済
学
的
思
考
」
と
は
、「『
見
え
ざ
る
手
』
が
純
粋
に
働
い
た
時
に
達
成
さ
れ
る
状
態
を
経
済
の
『
真
実
』
の
姿
と
し
て
規
定
し
、

わ
れ
わ
れ
が
日
々
経
験
し
て
い
る
現
実
の
経
済
の
動
き
を
そ
れ
の
『
不
完
全
』
な
る
現
れ
と
み
な
す
も
の

）
4
（

」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
「
経
済
学
的
思
考
」
の
論
理
的
帰
結
は
、「
見
え
ざ
る
手
」
の
働
き
を
阻
害
す
る
「
経
済
外
的
」
要
因
こ
そ
が

現
実
の
経
済
状
態
に
「
不
完
全
」
な
る
現
れ
を
生
み
出
し
、「
真
実
」
の
姿
で
あ
る
均
衡
状
態
か
ら
乖
離
さ
せ
う
る
、ま
さ
に
「
負
」

の
作
用
素
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
る
「
不
純
物
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
始
祖
と
し
て
、現
代
の
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
が
信
奉
す
る
「
新
古
典
派
的
な
資
本
主
義
論
」
は
、「
見
え
ざ
る
手
」

の
働
き
に
全
面
的
な
信
頼
を
寄
せ
な
が
ら
、「
不
純
物
」
を
除
外
し
資
本
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
純
粋
化
」
を
究
極
的
に
推
進

さ
せ
る
こ
と
で
、効
率
性
と
安
定
性
の
同
時
実
現
と
い
う「
理
想
状
態
」が
達
成
さ
れ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
い
う「
理

想
状
態
」
は
上
記
の
「
真
実
」
と
い
う
言
葉
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
新
古
典
派
経
済
学
の
基
本
思
想

の
「
壮
大
な
実
験
」
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
「
壮
大
な
失
敗
」
に
終
わ
っ
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た
と
岩
井
先
生
は
結
論
づ
け
ま
す

）
5
（

。

　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
「
新
古
典
派
的
な
資
本
主
義
論
」
を
そ
の
背
後
で
基
礎
づ
け
て
い
る
「
経
済
学
的
思
考
」
と
は
ま
っ
た
く

対
峙
し
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
の
不
均
衡
累
積
過
程
理
論
と
ケ
イ
ン
ズ
の
有
効
需
要
の
理
論
を
「
有
機
的
に
統
合
」
し
た
岩
井
先
生
の
『
不

均
衡
動
学
』
に
お
け
る
い
わ
ば
「
不
均
衡
動
学
的
思
考
」
か
ら
得
ら
れ
る
最
も
重
要
な
理
論
的
主
張
の
ひ
と
つ
は
、
資
本
主
義
経

済
に
お
い
て
は
、
効
率
性
と
安
定
性
は
「
二
律
背
反
」
す
る
と
い
う
ま
さ
に
「
資
本
主
義
の
不
都
合
な
真
実
」
に
直
面
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
の
別
の
表
現
で
い
え
ば
、「
自
由
と
安
定
と
の
二
律
背
反
」
で
す

）
6
（

。
資
本

主
義
を
基
礎
づ
け
存
立
さ
せ
て
い
る
「
貨
幣
」
こ
そ
は
人
間
そ
の
も
の
に
「
自
由
」
を
与
え
ま
す
が
、
岩
井
先
生
は
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
進
み
、
貨
幣
こ
そ
が
「
も
っ
と
も
純
粋
な
投
機
」
で
あ
る
と
い
う
独
自
の
認
識
を
提
示
さ
れ
ま
す
。
貨
幣
自
体
が
純
粋
な
投

機
対
象
で
あ
る
資
本
主
義
社
会
は
、
必
然
的
か
つ
本
質
的
に
「
不
安
定
性
」
を
内
包
し
て
お
り
、
そ
の
現
実
的
帰
結
が
貨
幣
の
バ

ブ
ル
（
恐
慌
）
や
貨
幣
の
パ
ニ
ッ
ク
（
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
で
そ
の
最
大
の
先
駆
者
と
み
な
さ
れ
る
重
商
主
義
者
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
か
ら
現
代
の
ヴ
ィ

ク
セ
ル
と
ケ
イ
ン
ズ
に
引
き
継
が
れ
る
「
不
均
衡
動
学
的
思
考
」
に
も
と
づ
く
「
不
均
衡
動
学
派
的
な
資
本
主
義
論
」
は
、
資
本

主
義
に
は
「
理
想
状
態
」
な
ど
存
在
し
え
ず
、
「
効
率
性
の
増
大
」
は
「
安
定
性
の
減
少
」
に
帰
結
す
る
こ
と
を
説
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
逆
説
的
な
が
ら
、
資
本
主
義
が
あ
る
程
度
の
安
定
性
を
備
え
た
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
存
立
し
て
い
る
の
は
、
市
場
の

「
見
え
ざ
る
手
」
の
働
き
を
阻
害
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
市
場
の
不
完
全
性
」
と
し
て
の
「
不
純
物
」
―
貨
幣
賃
金
の
硬
直
性
や
政
府
・

中
央
銀
行
に
よ
る
規
制
や
諸
政
策
な
ど
―
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
導
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す

）
7
（

。
自
己
利
益

追
求
に
よ
ら
な
い
「
公
共
の
利
益
」
を
意
識
的
に
堅
持
す
る
政
府
な
り
中
央
銀
行
の
存
在
こ
そ
が
資
本
主
義
が
機
能
す
る
に
は
絶

対
的
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、当
初
は
民
間
銀
行
だ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
資
本
主
義
経
済
全
体
の
安
定
性
を
確
保
す
べ
く
、

時
代
の
な
か
で
自
生
的
に
「
進
化
」
し
な
が
ら
第
二
次
大
戦
後
に
「
中
央
銀
行
」
へ
と
転
換
し
た
と
い
う
事
実
を
、
岩
井
先
生
は
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と
り
わ
け
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
ケ
イ
ン
ズ
革
命
に
対
す
る
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
新
古
典
派
の
反
革
命
は
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
・
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
「
不
均
衡
動
学
的

思
考
」
を
排
斥
し
、「
経
済
学
的
思
考
」
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
「
自
由
放
任
主
義
（
的
資
本
主
義
）」
を
強
化
・
拡
大
す
る
も
の
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
が
、そ
う
し
た
主
流
派
の
支
配
的
思
考
か
ら
の
「
脱
却
」
が
現
代
に
お
い
て
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
「
実
証
」

す
る
ひ
と
つ
の
試
み
こ
そ
が
、
み
ず
か
ら
の
「
経
済
学
史
」
で
あ
る
と
岩
井
先
生
は
い
わ
れ
ま
す
。「
自
由
放
任
主
義
」
思
想
は
、

わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
こ
え
た
強
靭
な
生
命
力
と
し
ぶ
と
さ
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
三
浦
雅
士
さ
ん
と
の
対
談
「
現
代
思
想
と

し
て
の
経
済
学
」（
二
〇
〇
七
年
）
の
な
か
で
、
岩
井
先
生
が
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
本
節
の
最
後
で
指
摘
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
い
ま
、
経
済
学
に
お
い
て
は
市
場
経
済
を
神
聖
視
す
る
新
古
典
派
経
済
学
…
…
が
強
い
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
主
流
派
的
な
思
考
と
は
違
う
別
の
思
考
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
別
の
流
れ
こ
そ
が
、
経
済
や
政
治
、
さ
ら
に
は
社
会

一
般
に
関
す
る
ほ
ん
と
う
の
思
考
だ
と
ぼ
く
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が
ケ
イ
ン
ズ
で
す

）
8
（

」。

三
．「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
を
め
ぐ
る
理
論
的
思
考

―
純
粋
に
「
形
式
的
な
論
理
」
で
動
く
貨
幣
と
資
本
主
義

　
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
岩
井
先
生
に
よ
る
「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
を
め
ぐ
る
理
論
的
思
考
か
ら
得
ら
れ
る
ひ
と
き
わ
重
要

な
結
論
の
ひ
と
つ
と
し
て
銘
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
貨
幣
」
で
あ
れ
「
資
本
主
義
」
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
が
純

粋
に
「
形
式
的
な
論
理
」
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
と
い
う
理
論
的
認
識
で
す
（
岩
井
克
人
・
三
浦
雅
士
『
資
本
主
義
か
ら
市
民
主

義
へ
』
新
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）。
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
を
も
つ
「
理
論
的
認
識
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』（
第
一
章
）
で
、
岩
井
先
生
は
「
商
品
の
価
値
」
も
「
貨
幣
の
価
値
」
も
「
社
会
が
与
え
る
」
が
、
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七
〇

そ
れ
の
み
で
は
「
商
品
」
と
「
貨
幣
」
そ
の
も
の
を
根
源
的
に
区
分
し
え
な
い
と
し
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め
ま
す
。「
貨
幣
の
価

値
は
社
会
が
与
え
る
」
と
い
う
命
題
は
、
マ
ル
ク
ス
「
価
値
形
態
論
」
や
メ
ン
ガ
ー
貨
幣
理
論
の
「
到
達
点
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
限
界
点
で
も
あ
る

）
9
（

」
の
で
す
。

　
商
品
の
価
値
は
、そ
れ
を
モ
ノ
と
し
て
消
費
す
る
人
間
の
「
欲
望
」（
経
済
学
上
の
概
念
で
は
「（
限
界
）
効
用
」）
と
い
う
「
実

体
的
な
根
拠
」
が
そ
の
価
値
を
究
極
的
に
決
定
す
る
の
に
対
し
、
貨
幣
（
お
カ
ネ
）
の
価
値
は
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
人
が
「
貨

幣
を
貨
幣
と
し
て
受
け
取
っ
て
く
れ
る
」、す
な
わ
ち
「
貨
幣
と
は
貨
幣
で
あ
る
か
ら
貨
幣
で
あ
る
」
と
い
う
岩
井
先
生
の
い
う
「
自

己
循
環
論
法
」
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す

）
10
（

。
し
た
が
っ
て
「
貨
幣
の
価
値
」
は
、「
商
品
の
価
値
」
と
違
っ
て
、

人
間
の
欲
望
と
い
う
実
体
的
な
根
拠
は
存
在
し
な
い
の
で
す
（
上
記
『
資
本
主
義
か
ら
市
民
主
義
へ
』
で
明
確
に
言
及
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
貨
幣
の
価
値
」
は
「
他
者
の
欲
望
」
で
は
な
く
、
無
限
に
続
く
「
欲
望
の
他
者
性
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
）。
そ
し
て
岩
井
先
生
は
こ
う
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
の
『
自
己
循
環
論
法
』
こ
そ
、貨
幣
に
関
す
る
も
っ

と
も
基
本
的
な
真
理
で
す

）
11
（

」。

　
岩
井
先
生
が
『
貨
幣
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
）
を
つ
う
じ
て
独
自
に
展
開
さ
れ
た
、
貨
幣
の
貨
幣
と
し
て
の
価
値
を

支
え
て
い
る
「
自
己
循
環
論
法
」
理
論
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
「
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
理
論
と
ま
さ
に
同
型
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に

「
予
想
の
無
限
の
連
鎖
」
と
し
て
新
た
に
解
釈
さ
れ
直
さ
れ
て
も
い
ま
す
（
ケ
イ
ン
ズ
「
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
理
論
に
お
け
る
「
美

人
」
と
は
、
ま
さ
に
「
予
想
の
無
限
の
連
鎖
」
を
つ
う
じ
て
、
究
極
的
に
は
「
美
人
と
は
美
人
で
あ
る
か
ら
美
人
で
あ
る
」
と
い

う
「
自
己
循
環
論
法
」
の
産
物
と
し
て
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
従
来
の
支
配
的
な
貨
幣
学

説
で
あ
る
「
貨
幣
商
品
説
」
と
「
貨
幣
法
制
説
」（
お
よ
び
後
者
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
Ｍ
Ｍ
Ｔ
＝
現
代
貨
幣
理
論
）
を
と

も
に
退
け
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、そ
う
し
た
貨
幣
の
「
自
己
循
環
論
法
」
の
理
論
的
な
先
駆
者
こ
そ
が
重
商
主
義
者
で
あ
り
「
お

尋
ね
者
」
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
で
あ
っ
た
の
で
す
。
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次
は
、
「
資
本
主
義
」
に
つ
い
て
の
岩
井
先
生
の
理
論
的
思
考
で
す
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
と
同
じ
く
重
商
主
義
者
の
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
が
、
す
で
に
商
業
資
本
主
義
の
な
か
に
見
い
だ
し
て
い
た
、
地
理
的
・
空
間
的
に
異
な
る
二
つ
の
価
値
体
系
の
あ
い
だ
の
差

異
を
媒
介
す
る
こ
と
で
利
潤
を
生
み
出
す
と
い
う
「
差
異
か
ら
利
潤
を
生
み
出
す
」
と
い
う
原
理
は
、
商
業
資
本
主
義
の
み
に
限

定
し
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
資
本
主
義
の
諸
形
態
に
妥
当
し
共
通
す
る
「
資
本
主
義
の
基
本
原
理
（
利
潤
の
差
異
原
理
）」
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
（
こ
の
点
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
は
、『
資
本
主
義
を
語
る
』
講
談
社
、一
九
九
四
年
、第
一
章
、『
経

済
学
の
宇
宙
』
第
四
章
な
ど
）。「
利
潤
」
と
い
う
も
の
が
永
続
的
に
創
出
さ
れ
て
い
く
資
本
主
義
的
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
ま
さ

に
「
資
本
主
義
の
純
粋
理
論
」
と
し
て
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
が
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
で
し
た
。

　
岩
井
先
生
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）」
理
論
こ
そ
、「
差
異
」
そ
の
も
の
を
意
識
的
に
生

み
出
し
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、「
産
業
資
本
主
義
」
後
の
「
ポ
ス
ト
産
業
資
本
主
義
」
の
理
論
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
産
業
資

本
主
義
と
は
「
資
本
主
義
の
基
本
原
理
」
が
最
も
純
粋
に
貫
徹
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
「
最
も
純
粋
な
資
本
主
義
の
形
態
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
す
。
人
間
労
働
（
剰
余
労
働
）
や
限
界
効
用
・
限
界
生
産
力
と
い
っ
た
経
済
の
実
体
的
な
根
拠
か
ら
「
利
潤
」
の

創
出
を
説
明
し
て
き
た
新
古
典
派
経
済
学
や
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
根
源
的
に
対
峙
し
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
理
論
と
そ
れ
を
理
論
的

に
精
緻
化
し
た
岩
井
先
生
の
「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
経
済
動
学
」
は
そ
う
し
た
実
体
還
元
主
義
を
棄
却
し
、「
利
潤
」
と
は
「
差
異
」

性
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
利
潤
を
生
み
出
す
「
差
異
」
と
は
な
ん
ら
実
体
的
な
根
拠
を
も
た
ず
、

絶
え
ず
模
倣
さ
れ
な
が
ら
さ
ら
に
絶
え
ず
新
た
な
差
異
が
生
み
出
し
続
け
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ば
無
限
に
続
く
と
こ
ろ
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
永
久
運
動
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
資
本
主
義
論
の
核
心
を
み
る
の
で
す
。

　
貨
幣
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
経
済
的
価
値
は
一
元
化
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、い
う
ま
で
も
な
く
「
利
潤
」
は
「
収
入

－

費
用
」

で
あ
り
、
収
入
と
費
用
は
「
足
し
算
」
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
、
前
者
か
ら
後
者
を
「
引
き
算
」
す
れ
ば
「
利
潤
」
が
算
出
で
き
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
、「
資
本
主
義
と
は
、
ま
さ
に
『
足
し
算
』
と
『
引
き
算
』
だ
け
で
動
い
て
い
る
シ
ス
テ
ム

）
12
（

」
な
の
で
あ
り
、
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こ
の
最
も
単
純
な
算
術
の
み
を
行
動
原
理
と
し
て
動
く
資
本
主
義
は
、
だ
か
ら
こ
そ
「
普
遍
的
な
」
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
は

必
然
的
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
か
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
概
観
か
ら
す
で
に
あ
き
ら
か
で
し
ょ
う
。
資
本
主
義
を
基
礎
づ
け
て
い
る
貨
幣
と
い
う
も
の
の
価
値
は
貨
幣
の
「
自
己

循
環
論
法
」
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
他
方
で
、
資
本
主
義
に
お
け
る
利
潤
の
源
泉
は
「
差
異
性
」
で
あ
り
、「
差
異
が
利
潤

を
生
み
出
す
」
わ
け
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
岩
井
先
生
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
「
貨
幣
に
関
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な

真
理
」
で
あ
り
、
後
者
も
ま
た
「
資
本
主
義
の
基
本
原
理
」
に
し
て
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
支
え
規
定
し
て
い
る
「
普
遍
的
な

原
理
」
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
が
、
人
間
の
欲
望
の
よ
う
な
実
体
的
な
根
拠
（
実
体
還
元
主
義
）
に
け
っ
し
て
依
拠

せ
ず
、
そ
れ
と
は
い
わ
ば
独
立
に
、
貨
幣
も
資
本
主
義
も
純
粋
に
「
形
式
的
な
論
理
」
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
岩
井
先
生
の
貨
幣
論
と
資
本
主
義
論
の
独
自
性
は
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
と
射
程
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
で
は
、
こ

れ
と
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
と
い
う
本
書
の
表
題
と
は
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
本
書
を
『
欲
望
の
貨
幣
論
と
人

間
論
』
と
し
て
拡
充
的
に
捉
え
直
し
て
み
た
い
と
冒
頭
で
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
だ
け
記
し
て
お
き
ま
す
。
そ

れ
自
体
は
人
間
の
欲
望
の
よ
う
な
実
体
的
な
根
拠
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
純
粋
に
「
形
式
的
な
論
理
」
で
動
い
て
い
る
貨
幣
と

資
本
主
義
そ
の
も
の
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
貨
幣
と
そ
れ
に
基
礎
を
置
く
資
本
主
義
と
い
う
も
の
に
対
す
る
人
間
の
「
実
体
的
な

欲
望
」
の
根
源
的
構
造
の
転
換
―
人
間
の
貨
幣
へ
の
「
無
限
の
欲
望
」
と
そ
れ
に
突
き
動
か
さ
れ
た
「
貨
幣
の
無
限
の
増
殖
」
と

し
て
の
資
本
主
義
―
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、さ
ら
に
、貨
幣
と
資
本
主
義
の
「
形
式
的
な
論
理
」
の
普
遍
化
と
現
代
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
な
か
で
人
間
の
「
実
体
的
な
欲
望
」
は
い
っ
そ
う
増
殖
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
う

し
た
世
界
で
は
、
古
典
派
・
新
古
典
派
が
中
核
に
据
え
た
「
古
典
派
の
二
分
法
」
と
「
セ
イ
法
則
」
は
完
全
に
破
綻
し
て
お
り
、

ま
さ
に
「
自
由
と
安
定
と
の
二
律
背
反
」
が
色
濃
く
厳
然
と
支
配
し
て
い
ま
す
。
二
〇
世
紀
の
ケ
イ
ン
ズ
は
、
こ
う
し
た
問
題
群

に
真
正
面
か
ら
挑
ん
だ
経
済
学
者
で
し
た
。
岩
井
先
生
が
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
に
お
い
て
、「
こ
の
四
〇
年
間
、
貨
幣
に
関
し
て
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考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、そ
の
偉
大
さ
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

）
13
（

」
と
い
う
人
物
こ
そ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
の
で
す
。

四
．
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
欲
望
の
貨
幣
論
と
人
間
論
」
を
語
る

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
「
科
学
」
と
し
て
の
経
済
学
の
誕
生
以
降
、
現
代
の
主
流
派
経
済
学
が
い
ま
な
お
抱
え
続
け
て
い
る

大
き
な
理
論
的
難
問
は
「
貨
幣
の
忘
却
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
の
ず
と
「
人
間
の
忘
却
」
に
も
帰
結
し
う
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
い

え
ば
、
「
科
学
」
と
し
て
の
経
済
学
は
、「
貨
幣
の
忘
却
」
と
「
人
間
の
忘
却
」
と
い
う
対
価
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
の
で
す
。
こ
の
「
貨
幣
」
と
「
人
間
」
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
こ
そ
が
「
欲
望
」
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
「
欲
望
の
貨
幣
論
と
人
間
論
」
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
「
欲
望
の
資
本
主
義
」
に
最
も
先
鋭
的
な
形
で
突

き
付
け
ら
れ
て
い
る
困
難
の
所
在
を
最
初
に
洞
察
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
古
代
人
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に

そ
う
し
た
「
思
考
」
が
可
能
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ー
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
学
者
に
よ
る
研
究
成
果
に
大
き
な
触
発
を
受
け
た
岩
井
先
生
は
、
古

代
人
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
に
つ
い
て
最
初
に
深
く
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
最

も
根
源
的
な
思
考
で
す
ら
あ
っ
た
の
は
、
紀
元
前
六
世
紀
以
降
の
ギ
リ
シ
ャ
社
会
が
ま
さ
に
全
面
的
に
「
貨
幣
化
」
さ
れ
た
「
近

代
社
会
」
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。『
欲
望
の
貨
幣
論
』
終
章
の
第
四
章
（
や
『
経
済
学
の
宇
宙
』
第
八
章
）

を
読
み
直
す
と
、
岩
井
「
経
済
学
史
」
の
出
発
点
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
を
め
ぐ
る
思
考
が
据
え
置

か
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
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（
一
）
「
ポ
リ
ス
」
の
思
想
家
か
ら
「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
の
思
想
家
へ

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、「
他
者
と
と
も
に
善
く
生
き
る
」
と
い
う
目
的
を
最
高
度
に
実
現
し
う
る
「
最
高
の
共
同
体
」
で
あ
る

ポ
リ
ス
に
つ
い
て
思
考
し
た
「
ポ
リ
ス
の
思
想
家
」
で
し
た
。
そ
の
思
考
の
帰
結
は
、
自
然
（
本
性
）
に
よ
っ
て
「
言
語
」
を
与

え
ら
れ
て
い
る
「
人
間
は
自
然
（
本
性
）
に
よ
っ
て
ポ
リ
ス
的
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
、
人
文
社
会
科
学
の
な
か
で
最
も
有
名
な

言
葉
の
ひ
と
つ
と
し
て
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ポ
リ
ス
の
思
想
家
」
で
あ
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
最
も
深
く
ポ
リ
ス
に
つ
い

て
考
え
抜
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、彼
が
「
ポ
リ
ス
の
思
想
家
」
を
超
え
て
「
貨
幣
の
思
想
家
」
さ
ら
に
は
「
資
本
主
義
の
思
想
家
」

に
も
な
っ
た
こ
と
、こ
の
こ
と
に
こ
そ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
〈
真
の
偉
大
さ
〉
が
あ
る
の
だ
と
岩
井
先
生
は
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
「
真
の
偉
大
さ
」
は
、
二
一
世
紀
と
い
う
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
資
本
主
義
の
な
か
で
よ
り
い
っ
そ
う
大
き

な
輝
き
を
放
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、「
最
高
の
共
同
体
」
で
あ
る
ポ
リ
ス
で
は
、「
必
然
的
に
〈
貨
幣
〉
の
使
用
が
工
夫
さ
れ
る
に
至
っ

た
」
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
現
代
経
済
学
の
表
現
で
い
う
な
ら
ば
、
物
々
交
換
に
と
も
な
う
「
欲
求
の
二
重
の
一
致
」
を
解
消
す

る
「
一
般
的
交
換
手
段
」
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
通
約
可
能
と
す
る
「
価
値
尺
度
機
能
」
を
も
つ
「
貨
幣
」

が
必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
だ
単
に
交
換
手
段
や
価
値
尺
度
と
い
う
観
点
か
ら
の
貨

幣
把
握
の
み
で
あ
れ
ば
、
現
代
の
主
流
派
経
済
学
の
テ
キ
ス
ト
内
容
と
な
ん
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
他
者
と
と
も
に
善
く
生
き
る
」

ポ
リ
ス
の
存
立
と
維
持
の
た
め
に
い
ま
や
必
要
不
可
欠
な
「
手
段
（
媒
介
物
）」
と
な
っ
た
貨
幣
に
よ
る
交
換
が
拡
大
化
し
て
い

く
と
、
そ
の
「
手
段
」
は
次
第
に
「
貨
幣
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
」
事
態
（
貨
幣
そ
れ
自
体
の
蓄
積
）
へ
と
逆
転
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
は
「
商
人
術
」
と
い
う
「
貨
幣
が
交
換
の
出
発
点
で
あ
り
、
終
極
目
的
で
も
あ
る
」
経
済
活
動
に
必
然
的
か
つ
不
可

逆
的
に
帰
結
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
説
く
の
で
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
商
人
術
」
と

は
ま
さ
に
「
資
本
主
義
」
で
あ
り
、
そ
の
「
資
本
主
義
」
と
は
「
貨
幣
の
無
限
の
増
殖
」
を
求
め
る
経
済
活
動
に
ほ
か
な
り
ま
せ
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五

ん
。
彼
の
「
貨
幣
」
へ
の
思
考
が
「
資
本
主
義
」
へ
の
思
考
と
も
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
思
考
」
に
お
い
て
、
ひ
と
き
わ
興
味
深
く
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
点
は
、「
手
段
」

と
し
て
の
貨
幣
が
「
目
的
」
と
し
て
の
貨
幣
へ
と
転
換
す
る
そ
の
契
機
を
め
ぐ
る
、
い
わ
ば
「
欲
望
の
人
間
論
」
で
す
。
そ
の
契

機
に
関
わ
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
考
を
ふ
ま
え
て
岩
井
先
生
は
こ
う
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
人
間
と
は
『
可
能
性
』
そ

れ
自
体
を
『
欲
望
す
る
』
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
る
か
ら
で
す

）
14
（

」。
す
な
わ
ち
貨
幣
こ
そ
は
こ
の
世
に
存
在
す
る
（
そ
し
て
ま

た
こ
れ
か
ら
将
来
に
お
い
て
こ
の
世
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
）
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
入
手
で
き
る
「
可
能
性
」
を
人
間

に
与
え
て
く
れ
る
存
在
な
の
で
あ
り
、
上
記
を
敷
衍
し
て
い
え
ば
、
そ
の
「
可
能
性
」
と
い
う
も
の
を
、「
あ
た
か
も
そ
れ
自
体

が
一
つ
の
モ
ノ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
欲
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
」
こ
そ
が
人
間
で
あ
り
、「
そ
れ
は
人
間
だ
け
に
可
能
な
『
欲

望
』
な
の
で
す

）
15
（

」。
そ
し
て
さ
ら
に
人
間
は
、貨
幣
に
対
し
て
ま
さ
に「
無
限
の
欲
望
」を
も
っ
て
し
ま
う
存
在
で
す
ら
あ
る
の
で
す
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
貨
幣
」
を
め
ぐ
る
思
考
と
と
も
に
、「
欲
望
の
人
間
論
」
を
め
ぐ
る
最
も
本
質
的
で
根
源
的
な
特
質
と
構

造
を
す
で
に
は
っ
き
り
と
見
抜
い
て
い
た
の
で
す
。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
こ
う
し
た
透
徹
し
た
洞
察
が
、
モ
ノ
へ
の
欲
望
の
否
定
と
し
て
の
貨
幣
へ
の
積
極
的
欲
望
を
強
調
し

た
二
〇
世
紀
の
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
「
流
動
性
選
好
」
と
い
う
概
念
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
貨
幣

と
実
体
の
二
分
法
と
い
う
伝
統
的
思
考
様
式（
古
典
派
の
二
分
法
）を
棄
却
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す（
岩
井
先
生
は
別
の
論
考
で
、

「
流
動
性
」
と
し
て
の
貨
幣
に
対
し
て
新
古
典
派
的
な
「
選
好
」
と
い
う
表
現
を
与
え
た
ケ
イ
ン
ズ
の
「
流
動
性
選
好
」
と
い
う

概
念
に
は
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
大
き
な
「
悪
意
」
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

）
16
（

）。
モ
ノ
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
な
ん
の
価
値

も
な
い
い
わ
ば
「
無
」
と
し
て
の
貨
幣
が
、
逆
説
的
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
入
手
で
き
る
「
可
能
性
」
を
人
間

に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
単
な
る
交
換
の
た
め
の
手
段
・
媒
介
で
あ
り
、
他
の
モ
ノ
の
価
値
表
示
を
す
る
に
す
ぎ
な
い

貨
幣
に
対
し
て
「
無
限
の
欲
望
」
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
貨
幣
の
無
限
の
増
殖
」
を
求
め
る
資
本
主
義
を
生
み
出
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し
て
い
る
の
で
す
。
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、「
貨
幣
（
お
カ
ネ
）
と
そ
れ
以
外
の
モ
ノ
」
と
の
あ
い
だ
の
関
係
と
と
も
に
、「
ヒ

ト
と
モ
ノ
」
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
と
岩
井
先
生
は
い
わ
れ
ま
す

）
17
（

。
貨
幣
論
や
そ
の
後
の
会
社
・
法
人
論
で
の
研
究
を
ふ
ま
え

て
の
認
識
で
す
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
現
代
の
ケ
イ
ン
ズ
は
、「
貨
幣
（
お
カ
ネ
）
と
ヒ
ト
（
人
間
）」
（
そ

し
て
両
者
を
媒
介
す
る
「
欲
望
」）
と
の
関
係
に
鋭
く
着
眼
し
な
が
ら
深
い
思
考
を
重
ね
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
二
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
貨
幣
の
逆
説
」
と
ケ
イ
ン
ズ
「
合
理
性
の
逆
説
」

　
岩
井
先
生
が
「
人
類
史
上
最
大
の
発
見
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

）
18
（

」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
見
い

だ
し
た
「
貨
幣
の
逆
説
」
で
す
。

　
ポ
リ
ス
の
存
立
と
維
持
の
可
能
性
の
た
め
に
「
貨
幣
」
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
説
き
ま
し
た
が
、
そ
の

「
貨
幣
」
そ
れ
自
体
が
ポ
リ
ス
そ
れ
自
体
を
崩
壊
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。「
貨
幣
」
の
存
在
こ
そ
が
「
貨
幣
の
無

限
の
増
殖
」
を
求
め
る
「
資
本
主
義
」
を
ポ
リ
ス
の
内
部
に
必
然
的
に
生
み
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
こ
と
は
、
ポ
リ
ス
と
資
本
主
義

と
い
う
全
面
的
に
対
立
し
あ
う
は
ず
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
あ
い
だ
に
「
不
可
逆
的
」
か
つ
「
逆
説
的
」
な
相
互
依
存
関
係
を
も

生
み
出
す
こ
と
に
帰
結
し
う
る
か
ら
で
す
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
こ
う
し
た
「
貨
幣
の
逆
説
」
は
、
実
際

の
と
こ
ろ
、
現
代
の
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
と
そ
れ
を
新
た
に
再
構
築
し
た
岩
井
先
生
の
「
不
均
衡
動
学
」
か
ら
得
ら
れ
る
最
も
重

要
な
理
論
的
テ
ー
ゼ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、「
効
率
性
と
安
定
性
の
二
律
背
反
」
な
い
し
は
「
自
由
と
安
定
と
の
二
律
背
反
」
の
先

駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
だ
が
、
そ
の
人
類
史
的
意
義
・
射
程
は
け
っ
し
て
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
る
際
に
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
欲
望
の
貨
幣
論
』
第
二
章
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
合
理
性
の
逆
説
」

と
い
う
テ
ー
ゼ
と
の
比
較
で
す
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
主
張
し
た
よ
う
な
個
々
の
投
機
家
ら
の
非
合
理
性
に
よ
っ
て
市
場
が
不
安
定

に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
全
く
反
対
に
、
ケ
イ
ン
ズ
が
提
起
し
た
「
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
投
機
理
論
が
的
確
に
把
握
し
た
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よ
う
に
、
「
個
人
の
合
理
性
の
追
求
が
社
会
全
体
の
非
合
理
性
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
」
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
さ
に
「
市

場
に
は
本
来
的
に
不
安
定
性
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
を
主
張
す
る
理
論
」
が
こ
こ
で
い
う
「
合
理
性
の
逆
説
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の

で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
そ
の
始
祖
で
あ
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
「
見
え
ざ
る
手
」
の
思
想
と

「
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
理
論
」
で
も
あ
り
ま
す
。「
見
え
ざ
る
手
」
の
理
論
が
想
定
す
る
予
定
調
和
的
な
世
界
で
も
「
ヴ
ィ
ク
セ

ル
的
な
不
均
衡
累
積
過
程
」
の
理
論
が
支
配
す
る
全
面
的
に
不
安
定
的
な
世
界
で
も
な
く
、「
絶
望
す
る
理
由
も
満
足
す
る
理
由

も
な
い
よ
う
な
中
途
半
端
な
状
態
」
こ
そ
が
、
資
本
主
義
経
済
と
い
う
「
わ
れ
わ
れ
の
経
済
に
割
り
当
て
ら
れ
た
通
常
の
運
命
な

の
だ
」
と
ケ
イ
ン
ズ
は
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
（
引
用
は
『
経
済
学
の
宇
宙
』
第
三
章
）、
こ
う
し
た
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
主

張
を
支
え
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
効
率
性
と
安
定
性
の
二
律
背
反
」
な
い
し
は
「
自
由
と
安
定
と
の
二
律
背
反
」
と
い
う
理
論
的
認

識
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
貨
幣
の
逆
説
」
は
よ
り
い
っ
そ
う
鋭
く
か
つ
深
く
推
し
進
め
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
あ
え
て
簡
潔
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
の
「
合
理
性
の
逆
説
」
は
、
あ
く
ま
で
人
間
の
「
合
理
性
の
追
求
」
が
「
市
場
の

不
安
定
性
」
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
説
く
テ
ー
ゼ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
う
「
貨
幣
の
逆
説
」
は
、
人
間

に
よ
る
「
貨
幣
の
無
限
の
追
求
」
が
そ
の
貨
幣
に
よ
っ
て
存
立
す
る
可
能
性
を
も
つ
「
ポ
リ
ス
の
崩
壊
」
と
い
う
可
能
性
、
そ
し

て
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
史
的
な
文
脈
で
い
え
ば
、
貨
幣
に
よ
っ
て
存
立
す
る
可
能
性
を
も
つ
「
資
本
主
義
そ
れ
自
体

の
崩
壊
」
と
い
う
可
能
性
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
を
説
く
テ
ー
ゼ
だ
か
ら
で
す
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
そ
れ
以
降
の
古
典

派
・
新
古
典
派
経
済
学
が
、
貨
幣
に
つ
い
て
の
思
考
を
「
忘
却
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
て
お
き
ま
し
た
。

ケ
イ
ン
ズ
は
「
貨
幣
の
忘
却
」
か
ら
脱
却
す
る
経
済
理
論
を
構
築
し
、
そ
の
経
済
理
論
は
明
確
に
「
貨
幣
の
思
考
」
を
復
活
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
人
類
が
あ
ら
た
め
て
再
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
貨
幣
の
逆
説
」
で
あ
り
、岩
井
先
生
が
そ
れ
を
「
人

類
史
上
最
大
の
発
見
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
宣
言
さ
れ
る
の
は
、「
貨
幣
の
逆
説
」
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
人
類
史
上
「
一

度
も
解
決
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
」
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
を
め
ぐ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
も
っ
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と
も
根
源
的
な
思
考
と
は
、
も
っ
と
も
解
決
困
難
な
思
考
を
発
見
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
そ
の
「
解
決
」
の
た
め
に
は
、
経
済
学

と
い
う
範
疇
は
ゆ
う
に
超
え
て
い
る
の
で
す
。

（
三
）
人
類
は
「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
に
ど
う
対
峙
す
べ
き
か

　
私
は
す
で
に
発
表
さ
れ
た
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
へ
の
「
書
評
」
に
、「
貨
幣
を
め
ぐ
る
経
済
思
想
史
を
凝
縮
」
と
い
う
メ

イ
ン
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
お
き
ま
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
本
書
か
ら
は
、「
貨
幣
」
と
い
う
も
の
、
そ
し
て
「
貨
幣
」
に
基
礎
を

置
く
「
資
本
主
義
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
多
く
の
理
論
的
思
考
と
そ
れ
に
対
す
る
岩
井
先
生
の
批
判
的
思
考
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
貨
幣
」
に
つ
い
て
の
思
考
は
、
大
き
く
四
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
（
な
お
す
で
に
概
説
さ
れ

た
よ
う
に
、
「
資
本
主
義
」
に
つ
い
て
は
、「
新
古
典
派
的
な
資
本
主
義
論
」
と
「
不
均
衡
動
学
派
的
な
資
本
主
義
論
」
と
い
う
二

つ
の
対
立
概
念
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
）。

（
一
）
貨
幣
の
忘
却
…
…
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
重
商
主
義
者
が
見
い
だ
し
て
い
た
貨
幣
に
つ
い
て
の
思
考
、
そ
し
て
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー

が
先
駆
的
に
見
い
だ
し
て
い
た
「
貨
幣
の
自
己
循
環
論
法
」
を
抑
圧
し
た
。
こ
う
し
た
「
貨
幣
の
忘
却
・
抑
圧
」
に
も
と
づ
く
ス

ミ
ス
の
「
見
え
ざ
る
手
」
の
理
論
は
自
然
法
思
想
を
信
奉
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
を
中
核
に
据
え
置
く
ス
ミ
ス
以
降
の
古
典
派
・

新
古
典
派
経
済
学
は
、
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
自
由
放
任
主
義
的
な
経
済
理
論
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
の
自
由
放
任
主
義
思
想
は
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
や
ハ
イ
エ
ク
ら
に
よ
っ
て
現
代
的
に
復
活
さ
れ
た
が
、
自
由
放
任
主

義
は
理
論
的
な
誤
謬
で
あ
る
。

（
二
）
貨
幣
の
廃
絶
…
…
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は
、「
貨
幣
は
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
（
平
等
派
）」
で
あ
る
と
い
う
正
鵠
を
射
る
貨
幣
の
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見
方
を
提
示
し
た
。
貨
幣
に
つ
い
て
の
こ
の
見
方
は
、
貨
幣
が
人
間
に
「
匿
名
性
」
を
与
え
る
と
と
も
に
、
近
代
以
前
の
共
同
体

的
束
縛
か
ら
人
間
を
切
り
離
し
、
そ
の
意
味
で
ま
さ
に
近
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
「
自
由
」
に
基
礎
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
も

明
確
に
指
示
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
究
極
的
に
は
「
貨
幣
の
廃
絶
」
を
め
ざ
す
社
会
主
義
社
会
を
標
榜
し
て
い
た
が
、
価
値
形

態
論
の
展
開
を
つ
う
じ
て
、
そ
の
意
図
に
反
し
て
「
貨
幣
の
必
然
性
」
を
証
明
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス

に
関
す
る
最
大
の
逆
説
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
貨
幣
の
競
争
…
…
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
は
、『
貨
幣
発
行
自
由
化
論
』
に
お
い
て
、
国
家
や
中
央
銀
行
に
よ
る
貨

幣
発
行
の
独
占
化
を
批
判
し
、
民
間
企
業
に
よ
る
貨
幣
発
行
の
自
由
競
争
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
を
提
起
し
た
。「
分
散
化
」
さ
れ

た
仮
想
通
貨
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
こ
う
し
た
ハ
イ
エ
ク
理
論
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
だ
が
自
由
放
任
主
義
的
な
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
資
本

主
義
で
は
、
貨
幣
こ
そ
が
純
粋
投
機
の
究
極
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
必
然
的
に
生
じ
う
る
貨
幣
の
バ
ブ
ル
や
パ
ニ
ッ
ク
を
回
避
し
、

私
的
な
利
潤
動
機
で
は
な
く
公
共
的
な
観
点
か
ら
資
本
主
義
社
会
全
体
の
安
定
性
の
た
め
に
機
能
す
る
経
済
主
体
が
ま
っ
た
く
存

在
し
な
い
の
で
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。

（
四
）
貨
幣
の
逆
説
…
…
す
で
に
詳
述
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ポ
リ
ス
の
存
立
を
可
能
に
す

る
貨
幣
そ
れ
自
体
が
、
ポ
リ
ス
そ
れ
自
体
を
崩
壊
さ
せ
る
可
能
性
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
貨
幣
に
つ
い
て
の
根
源
的
で
不

可
逆
的
な
「
貨
幣
の
逆
説
」
を
発
見
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
貨
幣
の
逆
説
」
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
再
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る

の
は
、
資
本
主
義
の
存
立
を
可
能
に
す
る
貨
幣
そ
れ
自
体
が
資
本
主
義
そ
れ
自
体
を
崩
壊
さ
せ
る
可
能
性
を
生
み
出
し
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
貨
幣
の
逆
説
」
は
、市
場
の
不
安
定
性
を
説
く
ケ
イ
ン
ズ
の
「
合
理
性
の
逆
説
」
以
上
に
、

よ
り
深
く
大
き
な
人
類
史
的
意
義
を
も
つ
。
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岩
井
先
生
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
マ
ル
ク
ス
、
ハ
イ
エ
ク
ら
に
よ
る
経
済
学
の
歴
史
に
お
け
る
理
論
的
貢
献
や
み
ず
か
ら
へ
の

知
的
影
響
力
を
は
っ
き
り
と
認
め
な
が
ら
も
、
と
り
わ
け
「
貨
幣
の
忘
却
」、「
貨
幣
の
廃
絶
」
そ
し
て
「
貨
幣
の
競
争
」
に
つ
い

て
の
彼
ら
の
主
張
を
す
べ
て
棄
却
し
、「
貨
幣
の
逆
説
」
と
「
合
理
性
の
逆
説
」
を
見
い
だ
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ケ
イ
ン
ズ

両
者
の
「
思
考
」
を
こ
そ
高
く
評
価
し
、
そ
し
て
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
点
だ
け
は
あ
ら

た
め
て
確
認
し
て
お
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
次
の
二
つ
の
文
章
は
上
記
の
内
容
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
の
で
す
。「
自
由
放

任
主
義
者
も
社
会
主
義
者
も
、
と
も
に
貨
幣
に
関
し
て
十
分
に
思
考
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、「
自
由
と
安
定
と
が
二
律
背
反

の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
の
認
識
は
、
現
在
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す

）
19
（

」。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
発
見
し
た
「
貨
幣
の
逆
説
」
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
は
た
し
て
人
類
は
「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
に
ど
う

対
峙
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
岩
井
先
生
の
理
論
的
思
考
か
ら
最
初
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
貨
幣
」
と
「
資

本
主
義
」
と
い
う
も
の
が
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
を
「
正
し
く
理
解
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
「
貨
幣
の
自
己
循
環
論
法
」と「
利
潤
の
差
異
原
理
」に
対
し
て
、岩
井
先
生
は
そ
れ
ら
各
々
が
貨
幣
に
関
す
る「
も
っ

と
も
基
本
的
な
真
理
」
で
あ
り
、
資
本
主
義
に
関
す
る
「
基
本
原
理
」
と
呼
称
し
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

想
起
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
貨
幣
に
せ
よ
資
本
主
義
に
せ
よ
、そ
れ
ら
は
純
粋
に
「
形
式
的
な
論
理
」
で
動
い
て
お
り
、

そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
普
遍
化
」
が
い
っ
そ
う
深
化
し
て
き
て
い
る
以
上
、そ
れ
ら
に
対
抗
す
る
原
理
も
ま
た
「
普
遍
性
」
を
も
っ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
岩
井
先
生
は
、
純
粋
に
「
形
式
的
な
論
理
」
に
対
抗
で
き
る
の
は
、
唯
一
、
純
粋
に
「
形

式
的
な
倫
理
」
と
し
て
の
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
道
徳
律
の
み
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
井
先
生
の
貨
幣
論
・
資
本

主
義
論
と
の
理
論
的
整
合
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
倫
理
論
と
人
間
論
は
そ
の
理
論
的
水
準
の
い
わ
ば
同
格
的

な
も
の
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。三
浦
雅
士
さ
ん
と
の
対
談
集『
資
本
主
義
か
ら
市
民
主
義
へ
』（
新

書
館
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、「
貨
幣
論
」
か
ら
は
じ
ま
り
「
人
間
論
」
で
お
わ
っ
て
い
る
の
も
何
か
示
唆
的
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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以
上
で
み
て
き
た
よ
う
な
重
要
論
点
に
つ
い
て
、
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
に
お
い
て
は
最
後
に
簡
潔
に
言
及
さ
れ
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
「
会
社
・
法
人
論
」
研
究
か
ら
さ
ら
に
「
信
任
関
係
」
論
の
研
究
へ
と
到
達
す
る

な
か
で
、
岩
井
先
生
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
他
者
と
の
関
係
に
お
け
る
善
」
を
よ
り
よ
く
実
現
し
う
る
信
任
関
係
論
に
基
礎
を

置
く
「
倫
理
的
な
資
本
主
義
」
の
再
構
築
を
め
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
経
済
学
の
領
域
を
ゆ
う
に
超
え
て
、
経
済
学
と
法
学
と

倫
理
学
と
の
有
機
的
接
合
を
深
く
思
考
す
る
岩
井
先
生
の
学
問
は
、「
貨
幣
の
逆
説
」
に
普
遍
的
に
対
抗
す
べ
く
、
ま
さ
に
人
類

史
的
な
挑
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

五
．「
経
済
学
史
」
は
何
を
語
り
直
す
べ
き
か

―
『
経
済
学
の
宇
宙
』
再
読
か
ら
の
豊
か
な
拡
が
り

　
経
済
学
史
は
、
経
済
学
の
「
歴
史
的
な
発
展
」
や
競
合
す
る
経
済
諸
学
派
の
「
多
様
な
関
係
」
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
け

を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』、
そ
し
て
『
経
済
学
の
宇
宙
』
の
再
読
か
ら
あ
ら
た
め

て
何
が
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。「
経
済
学
史
」
は
何
を
語
り
直
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
一
つ
は
、
何
度
も
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
学
問
と
し
て
の
経
済
学
と
経
済
学
史
に
お
い
て
、「
貨
幣
」
と
「
資
本
主
義
」
が
最

も
重
要
な
論
点
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
理
論
的
思
考
こ
そ
が
、
む
し
ろ
経
済
学
や
経
済
学
史
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
規
定

す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
の
「
理
論
的
思
考
」
と
い
う
も
の
は
、既
存
の
経
済
学
（
史
）
の
全
体
に
お
い
て
、「
貨

幣
」
と
「
資
本
主
義
」
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
か
を
め
ぐ
る
い
わ
ば
「
経
済
学
の
宇
宙
」
へ
の
批

判
的
思
考
を
も
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
岩
井
理
論
に
も
と
づ
く
岩
井
「
経
済
学
史
」
こ
そ
は
、
そ
う
し
た
「
批
判

的
思
考
」
の
ひ
と
き
わ
重
要
な
試
み
の
一
環
を
な
し
て
い
る
の
で
す
。
理
論
家
に
よ
る
「
経
済
学
史
」
の
特
筆
す
べ
き
独
自
性
と
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い
え
ま
す
。
す
で
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
近
代
経
済
学
に
せ
よ
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
せ
よ
、
既
存
の
経
済
学
史
の
方
法
が
共

通
し
て
抱
え
る
「
二
つ
の
前
提
」
を
踏
襲
し
続
け
る
限
り
に
お
い
て
、
経
済
学
史
と
い
う
専
門
分
野
の
衰
退
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ

る
「
経
済
学
史
否
定
論
」
に
は
立
ち
向
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
岩
井
先
生
は
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
井
「
経
済
学
史
」
こ
そ

は
そ
う
し
た
「
前
提
」
か
ら
脱
却
し
、
既
存
の
経
済
学
史
の
方
法
を
「
相
対
化
」
さ
せ
、「
経
済
学
史
否
定
論
」
を
「
経
済
学
史

積
極
論
」
へ
と
転
換
さ
せ
う
る
、
経
済
学
史
の
新
た
な
あ
り
方
を
提
示
す
る
も
の
な
の
で
す
。

　
二
つ
め
は
、
上
記
に
あ
る
「
批
判
的
思
考
」
と
い
う
論
点
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
が
、
経
済
学
（
史
）
に
お
け
る
「
思
考
」

の
基
本
的
な
対
立
構
造
を
析
出
・
抽
出
す
る
こ
と
で
、
批
判
さ
れ
る
側
の
「
思
考
」
の
特
質
と
そ
の
誤
謬
性
を
よ
り
厳
密
に
明
確

化
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
岩
井
先
生
の
場
合
、「
経
済
学
的
思
考
」
に
対
し
て
「
不
均
衡
動
学
的
思
考
」
が
対

峙
さ
れ
、
「
貨
幣
の
忘
却
」
に
対
し
て
「
貨
幣
の
逆
説
」
が
対
峙
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
実
体
還
元
主
義
に
も
と
づ
く
「
貨

幣
商
品
説
」
と
「
貨
幣
法
制
説
」、「
新
古
典
派
的
な
資
本
主
義
論
」
と
「
マ
ル
ク
ス
派
資
本
主
義
論
」
お
よ
び
そ
の
「
利
潤
論
」

に
対
し
て
、
純
粋
に
「
形
式
的
な
論
理
」
で
動
く
貨
幣
と
資
本
主
義
に
つ
い
て
の
「
も
っ
と
も
基
本
的
な
真
理
・
原
理
」
で
あ
る

「
貨
幣
の
自
己
循
環
論
法
」
と
「
利
潤
の
差
異
原
理
」、
そ
し
て
「
不
均
衡
動
学
派
的
な
資
本
主
義
論
」
を
対
置
さ
せ
る
、
と
い
う

よ
う
に
で
す
。
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
と
岩
井
先
生
の
「
不
均
衡
動
学
」
が
導
き
だ
し
た
理
論
的
テ
ー
ゼ
「
自
由
と
安
定
と
の
二
律

背
反
」
と
「
効
率
性
と
安
定
性
の
二
律
背
反
」
の
重
要
性
を
理
解
し
損
ね
た
、
自
由
放
任
主
義
と
社
会
主
義
と
い
う
両
極
端
に
位

置
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
二
一
世
紀
に
お
い
て
棄
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
問
題
は
同
根
な

の
で
す
。

　
岩
井
先
生
の
『
経
済
学
の
宇
宙
』
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
重
商
主
義
学
説
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
文
章
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
貨
幣
と
資
本
主
義
に
つ
い
て
の
最
初
の
思
想
家
と
な
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
つ
い
て
、「
あ
え
て『
最
初
』

と
い
う
形
容
詞
を
使
っ
た
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
貨
幣
に
関
し
て
最
終
的
な
解
答
を
与
え
た
の
で
も
、
資
本
主
義
に
つ
い
て
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の
究
極
の
理
論
を
打
ち
出
し
た
の
で
も
な
い
こ
と
を
、
強
調
し
て
お
く
た
め
で
し
た

）
20
（

」。
そ
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
未
解
決
の

ま
ま
残
し
て
い
た
、
資
本
主
義
に
お
け
る
「
貨
幣
の
価
値
」
と
「
利
潤
の
創
出
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

「
一
七
七
六
年
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
を
出
版
す
る
は
る
か
以
前
に
、理
論
的
な
解
決
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
」
を
、

岩
井
先
生
は
あ
ら
た
め
て
「
発
見
」
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
先
立
っ
て
「
理
論
的
な
解
決
」
を
与

え
て
い
た
の
が
「
重
商
主
義
者
」
で
す
。「
貨
幣
の
価
値
」
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
が
、「
利
潤
の
創
出
」
に
つ
い
て
は
ト
ー

マ
ス
・
マ
ン
と
い
う
重
商
主
義
学
説
の
な
か
に
そ
の
「
理
論
的
な
解
決
」
が
見
い
だ
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
貨
幣
の
自

己
循
環
論
法
」
と
「
利
潤
の
差
異
原
理
」
と
し
て
岩
井
先
生
自
身
の
研
究
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
理
論
的
に
精
緻
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
岩
井
先
生
の
ケ
イ
ン
ズ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
研
究
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
理
論
問
題
に
対
す
る
「
新
た
な
精
緻
化
・

定
式
化
」
の
た
め
に
「
読
み
直
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
ま
た
、
岩
井
先
生
に
よ
る
「
批
判
的
思
考
」
と
そ
れ
を
ふ
ま
え

た
新
た
な
「
理
論
的
解
決
」
に
も
と
づ
く
経
済
学
史
と
い
う
顕
著
な
独
自
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
の
三
つ
め
は
、
標
準
的
な
経
済
学
史
の
領
域
を
こ
え
う
る
内
容
で
あ
り
、
岩
井
先
生
に
よ
る
「
経
済
学
史
」
講
義
プ
ロ
ッ

ト
の
「
終
章
」
が
、「
貨
幣
・
法
・
言
語
と
人
間
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
主
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。「
言
語
・
法
・
貨
幣
論
」
は

岩
井
先
生
が
新
た
に
再
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
第
三
の
科
学
」
と
し
て
の
「
人
間
科
学
」
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
り
、「
言

語
・
法
・
貨
幣
」
こ
そ
は
、
ま
さ
に
自
己
循
環
論
法
の
産
物
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
「
社
会
的
な
媒
介
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
岩
井
先
生
は
『
経
済
学
の
宇
宙
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。「
言
語
と
法
と
貨
幣
と
は
、
…
…
人
間
社
会
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
同
時
に
人
間
社
会
を
支
え
る
実
在
と
い
う
二
重
の
意
味
で
、
社
会
的
な
実
在
で
あ
る
の
で
す

）
21
（

」。
で
は
、
な
ぜ

最
後
の
「
終
章
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
講
義
内
容
と
は
や
や
異
な
る
印
象
を
与
え
る
「
貨
幣
・
法
・
言
語
と
人
間
」
と
い
う

テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
上
記
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
経
済
学
に
お
け
る
「
思
考
」
の
基
本
的
な
対
立
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
む
し
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ろ
必
然
的
で
す
ら
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
貨
幣
・
法
・
言
語
と
人
間
」
は
、
よ
り
簡
潔
に
い
え
ば
「
媒
介

と
人
間
」
で
す
。
た
と
え
ば
貨
幣
は
、ま
さ
に
人
間
と
人
間
の
あ
い
だ
の
交
換
関
係
を
形
成
し
う
る
社
会
的
な
「
媒
介
」
で
あ
り
、

そ
の
「
貨
幣
」
と
い
う
「
媒
介
の
忘
却
」
と
い
う
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
降
の
主
流
派
経
済
学
に
お
け
る
理
論
的
思
考
の
欠
陥
は
、

お
の
ず
と
「
人
間
の
忘
却
」
に
帰
結
し
う
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
貨
幣
と
い
う
媒
介
が
、
貨
幣
の
パ
ニ
ッ
ク
と
い
う
ハ
イ
パ
ー
イ

ン
フ
レ
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
人
間
社
会
の
崩
壊
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
『
貨

幣
論
』
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
…
…
貨
幣
の
存
立
構
造
を
危
機
に

お
と
し
い
れ
、
そ
の
貨
幣
の
媒
介
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
商
品
世
界
そ
の
も
の
を
解
体
さ
せ
て
し
ま
う
事
態
な
の
で
あ
る

）
22
（

」
。

　
一
つ
め
の
指
摘
に
立
ち
戻
っ
て
い
え
ば
、学
問
と
し
て
の
経
済
学
は
、「
貨
幣
」と
そ
れ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た「
資
本
主
義
」に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
う
る
存
在
で
す
。
貨
幣
と
い
う
社
会
的
な
実
在
で
あ
る
「
媒
介
」
を
思
考
す
る
こ
と
こ
そ
、
経
済
学
の
最
も
重
要
な

目
的
と
使
命
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
経
済
学
史
は
、
既
存
の
経
済
学
に
お
け
る
「
思
考
」
の
あ
り
方
を
総
合

的
か
つ
内
在
的
に
解
剖
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
、「
終
章
」
を
な
す
「
貨
幣
・
法
・
言
語
と
人
間
」
と
い
う

テ
ー
マ
こ
そ
は
、
じ
つ
は
「
終
章
」
と
い
う
よ
り
は
岩
井
「
経
済
学
史
」
講
義
の
全
体
を
つ
ら
ぬ
き
、
そ
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を

規
定
す
る
「
起
点
」
な
の
で
す
。『
資
本
主
義
か
ら
市
民
主
義
へ
』
に
お
け
る
岩
井
先
生
の
主
張
が
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。「
ぼ

く
が
昔
か
ら
ず
っ
と
貨
幣
や
法
や
資
本
主
義
に
つ
い
て
考
え
た
り
論
じ
た
り
し
て
い
る
こ
と
の
い
ち
ば
ん
究
極
の
動
機
と
い
う
の

は
、
社
会
科
学
、
も
っ
と
広
く
い
え
ば
人
間
科
学
と
い
う
と
き
、
な
ぜ
そ
こ
に
科
学
と
い
う
名
称
が
つ
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
人
間
科
学
は
科
学
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す

）
23
（

」。

　
最
後
に
、
次
の
よ
う
な
岩
井
先
生
に
よ
る
理
論
的
思
考
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
再
論
し
て
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
貨
幣
」
と
は
、
有
限
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
配
分
問
題
を
扱
う
伝
統
的
な
経
済
学
に
お
け
る
有
限
世
界
の
論
理
を
超
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八
五

越
し
た
、
ま
さ
に
「
無
限
世
界
の
論
理
」
に
従
う
存
在
で
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
モ
フ
の
著
書
に
な
ら
っ
て
い
え
ば
、「
無
限
世

界
の
お
客
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
貨
幣
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
基
本
認
識
は
、岩
井
先
生
に
よ
る
貨
幣
の
「
自
己
循
環
論
法
」
を
、

「
予
想
の
無
限
の
連
鎖
」と
し
て
新
た
に
再
解
釈
し
た
と
き
の
思
考
の
源
泉
で
す
。「
お
カ
ネ
の
お
カ
ネ
と
し
て
の
価
値
」は
必
ず「
お

カ
ネ
の
モ
ノ
と
し
て
の
価
値
」
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
（
岩
井
先
生
は
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
第
一
章
で
、
こ
れ
を
お
カ
ネ

に
つ
い
て
の
「
基
本
定
理
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
）、い
わ
ば
「
無
」
か
ら
「
有
」
を
生
み
出
す
魔
訶
不
思
議
な
存
在
と
し
て
、「
貨

幣
」
は
語
り
直
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
「
貨
幣
」そ
の
も
の
が
ま
さ
に「
純
粋
投
機
」の
究
極
形
態
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、資
本
主
義
は
根
源
的
で
必
然
的
な「
不

安
定
性
」
を
内
包
す
る
社
会
機
構
な
の
で
す

）
24
（

。
ま
た
資
本
主
義
は
、「
差
異
性
」
か
ら
し
か
利
潤
を
生
み
出
し
え
な
い
の
で
あ
り
、

最
も
単
純
な
算
術
と
い
う
行
動
原
理
に
の
み
し
た
が
う
資
本
主
義
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
普
遍
性
（
多
元
的
普
遍
性
）」
を
も
つ

社
会
機
構
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、資
本
主
義
に
お
け
る
「
法
人
（
会
社
）」
が
、ヒ
ト
と
モ
ノ
と
の
両
面
を
も
つ
「
二

階
建
て
構
造
」
論
を
な
し
て
い
る
理
論
的
帰
結
と
し
て
、
資
本
主
義
は
、
ま
さ
に
本
質
的
な
「
多
様
性
」
を
も
も
つ
社
会
機
構
に

ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
貨
幣
と
い
う
も
の
を
中
核
に
据
え
置
く
こ
と
で
存
立
し
う
る
資
本
主
義
は
、
こ
う
し
た
「
不
安
定
性
」
と
「
差
異
性
」
と
「
普

遍
性
（
多
元
的
普
遍
性
）」
と
「
多
様
性
」
と
い
う
各
々
の
特
質
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
絡
み
合
い
の
な
か
で
存
立
し
て
お
り
、
岩

井
先
生
が
つ
ね
に
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
世
に
お
け
る
魔
訶
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
「
貨
幣
」
と
「
法
人
（
会
社
）
」

同
様
に
、
「
資
本
主
義
」
も
ま
た
、
逆
説
的
で
き
わ
め
て
不
思
議
な
魅
力
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
書
『
欲

望
の
貨
幣
論
』
や
『
経
済
学
の
宇
宙
』
を
じ
っ
く
り
読
み
直
し
て
み
た
と
き
、
語
り
直
さ
れ
た
岩
井
先
生
の
長
年
の
理
論
的
思
考

か
ら
、
そ
う
私
は
強
く
感
じ
ま
す
。
経
済
学
と
い
う
学
問
の
面
白
さ
と
難
し
さ
と
深
さ
と
、
そ
し
て
凄
さ
と
い
っ
し
ょ
に
、
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
岩
井
先
生
の
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
は
、
私
の
担
当
科
目
の
〈
テ
キ
ス
ト
〉
と
し
て
活
用
し
続
け
て
い
き
た
い
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と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
が
本
書
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
学
生
諸
君
に
何
ら
か
の
指
針
を
与
え
う
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

注
（
1
）　
当
該
文
章
は
、
東
京
大
学
経
済
学
部
創
立
百
周
年
記
念
式
典
講
演
か
ら
の
も
の
で
す
。

（
2
）　
書
評
の
初
出
掲
載
は
「
週
刊
読
書
人
」
二
〇
二
〇
年
五
月
二
二
日
号
、
第
三
三
四
〇
号
三
面
で
す
。
二
〇
二
三
年
九
月
五
日
刊
行
の
拙
著
『
経

済
学
の
冒
険

―
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
＆
ガ
イ
ド
１
０
０
』（
読
書
人
）
の
第
一
章
に
お
い
て
も
当
該
書
評
を
所
収
し
て
い
ま
す
。

（
3
）　
岩
井
先
生
が
「
貨
幣
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
数
学
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
初
め
て
明
確
な
定
式
化
を
与
え
た
の
が
、「
貨
幣
の
進

化

―
貨
幣
経
済
学
の
サ
ー
チ
理
論
的
基
礎
」
と
い
う
論
文
で
し
た
（
そ
の
後
、一
九
八
八
年
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
に
な
っ
た
も
の
で
す
）。
こ
う
し
た
一
連
の
貨
幣
に
つ
い
て
の
研
究
動
向
は
、
岩
井
先
生
の
『
経
済
学
の
宇
宙
』
（
第
五
章
）
を
ぜ
ひ
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。「
貨
幣
」
に
つ
い
て
の
岩
井
先
生
の
数
学
モ
デ
ル
は
「
貨
幣
交
換
の
サ
ー
チ
・
モ
デ
ル
（sea

rch
 m

o
d
el

）
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

「
貨
幣
と
は
何
か
」（
岩
井
［
一
九
九
〇
］）
で
岩
井
先
生
は
、
み
ず
か
ら
は
貨
幣
の
最
も
重
要
な
機
能
は
そ
れ
が
交
換
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
の
本
稿
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
見
い
だ
し
た
「
手
段
」
と
し
て
の
貨
幣
が
「
目
的
」
と
し
て
の
貨
幣

へ
転
化
す
る
と
い
う
論
拠
の
解
説
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
貨
幣
が
「
一
般
的
な
交
換
手
段
」
な
い
し
は
「
交
換
の
一
般
的
媒
介
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

貨
幣
そ
の
も
の
を
目
的
化
す
る
動
因
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
い
わ
ば
貨
幣
の
機
能
を
め
ぐ
る
不
可
逆
的
な
因
果
関
係
が
伏
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
、
岩
井
先
生
が
「
交
換
手
段
」
を
こ
そ
貨
幣
の
最
も
重
要
な
機
能
と
み
な
す
理
由
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
貨
幣
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
六
〇
頁
）
で
ケ
イ
ン
ズ
の
「
流
動
性
選
好
」
の
特
質
に
論
及
し
な
が
ら
、
岩

井
先
生
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
ま
し
ょ
う
。「
貨
幣
が
ま
さ
に
一
般
的
な
交
換
の
媒
介
で
し
か
な
い
こ
と
が
（
そ
し
て
一

般
的
な
交
換
の
媒
介
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
）、
貨
幣
に
そ
の
実
体
性
と
は
ま
っ
た
く
独
立
な
流
動
性
と
い
う
名
の
有
用
性
の
ご
と
き
も
の
を
あ

た
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」。
な
お
「
貨
幣
交
換
の
サ
ー
チ
・
モ
デ
ル
」
の
簡
潔
な
説
明
と
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
う
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
諸
考
察
は
、
岩
井
［
一
九
九
〇
］
が
大
変
有
益
な
参
照
文
献
で
す
。

（
4
）　
岩
井
克
人
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
の
資
本
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
、
一
五
二
頁
。

（
5
）　
岩
井
克
人
他
『
岩
井
克
人
「
欲
望
の
貨
幣
論
」
を
語
る
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
二
〇
年
、
八
八
頁
。

（
6
）　
同
書
、
二
五
頁
。

（
7
）　
た
と
え
ば
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岩
井
先
生
の
か
つ
て
の
論
文
「
マ
ク
ロ
経
済
学
と
は
何
か

―
市
場
不
均
衡
と
マ
ク
ロ
経
済
現
象
―
」（
鬼
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七

塚
雄
丞
・
岩
井
克
人
編
『
現
代
経
済
学
研
究
―
新
し
い
地
平
を
求
め
て
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
に
所
収
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。「
ケ

イ
ン
ズ
派
」
の
経
済
学
と
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
経
済
学
の
違
い
は
、
「
ヴ
ィ
ク
セ
ル
」
的
分
析
を
経
由
し
て
の
こ
う
し
た
逆

説
的
認
識
を
堅
持
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
8
）　
岩
井
克
人
・
三
浦
雅
士
「
大
航
海
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

現
代
思
想
と
し
て
の
経
済
学
（
特
集
ケ
イ
ン
ズ
／
ハ
イ
エ
ク
）
」
、『
大
航
海

：

歴
史
・
文
学
・

思
想
』
新
書
館
編
、
二
〇
〇
七
年
、
八
六
頁
。

（
9
）　
岩
井
克
人
他
『
岩
井
克
人
「
欲
望
の
貨
幣
論
」
を
語
る
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
二
〇
年
、
四
三
頁
。

（
10
）　
岩
井
先
生
の
「
貨
幣
の
自
己
循
環
論
法
理
論
」
か
ら
す
れ
ば
、
鋳
貨
で
あ
ろ
う
と
紙
幣
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
現
代
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・

マ
ネ
ー
で
あ
れ
、「
貨
幣
と
し
て
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
さ
え
す
れ
ば
貨
幣
と
し
て
の
機
能
を
は
た
す
こ
と
に
な
る
」
の
で
す
。
そ
れ
に
続
け
て

岩
井
先
生
は
同
じ
く
『
貨
幣
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
六
五
頁
）
に
お
い
て
、
「
貨
幣
と
い
う
存
在
は
そ
の
商
品
と
し
て
の
価
値
が
希
薄

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
貨
幣
と
し
て
の
純
粋
性
を
増
し
て
い
く
」
と
も
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
『
欲
望
の
貨
幣
論
』
の
冒
頭
で
は
、「
貨
幣
」
の

研
究
を
開
始
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
初
め
頃
で
、
そ
れ
か
ら
四
〇
年
近
く
経
て
い
ま
す
が
、「
そ
の
間
、
私
の
貨
幣
論
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
の
は
ま
さ
に
「
資
本
主
義
社
会
」
の
ほ
う
で
あ
り
、
岩
井
先
生
は
「
資
本
主
義
社
会
」
が
み
ず
か

ら
の
『
貨
幣
論
』
で
描
い
た
理
論
的
な
世
界
に
ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
き
た
と
主
張
さ
れ
て
も
い
る
の
で
す
。
冒
頭
に
あ
る
、
「
現
実
が
理
論
に
追
い

つ
い
た
」
と
い
う
事
態
そ
の
も
の
に
わ
れ
わ
れ
は
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
11
）　
岩
井
克
人
他
『
岩
井
克
人
「
欲
望
の
貨
幣
論
」
を
語
る
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
二
〇
年
、
四
七
頁
。

（
12
）　
同
書
、
一
五
七
頁
。

（
13
）　
同
書
、
六
六
頁
。

（
14
）　
同
書
、
一
三
四
頁
。

（
15
）　
同
書
、
一
三
四
頁
。

（
16
）　
ケ
イ
ン
ズ
学
会
編
、
平
井
俊
顕
監
修
『
危
機
の
中
で
〈
ケ
イ
ン
ズ
〉
か
ら
学
ぶ
　
　
資
本
主
義
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
再
生
を
目
指
し
て
　
　
』

作
品
社
、
二
〇
一
一
年
、
九
六
頁
。

（
17
）　
岩
井
克
人
「
経
済
学
を
学
ぶ
こ
と
の
幸
運
、
日
本
で
経
済
学
を
学
ぶ
こ
と
の
使
命
」、
東
京
大
学
経
友
会
『
経
友
』N

o
.206

、
二
〇
二
二
年
二

月
号
、
五
二
頁
。 

（
18
）　
岩
井
克
人
他
『
岩
井
克
人
「
欲
望
の
貨
幣
論
」
を
語
る
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
二
〇
年
、
一
四
二
頁
。

（
19
）　
同
書
、
二
四

－

五
頁
。

（
20
）　
岩
井
克
人
（
聞
き
手
＝
前
田
裕
之
）『
経
済
学
の
宇
宙
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
二
四
頁
。

（
21
）　
同
書
、
四
七
〇
頁
。

（
22
）　
岩
井
克
人
『
貨
幣
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
一
四
頁
。
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八
八

（
23
）　
岩
井
克
人
＋
三
浦
雅
士
『
資
本
主
義
か
ら
市
民
主
義
へ
』
新
書
館
、
二
〇
〇
六
年
、
一
六
四
頁
。

（
24
）　
じ
つ
は
、
貨
幣
が
貨
幣
と
し
て
の
価
値
を
支
え
続
け
て
い
る
存
立
構
造
そ
の
も
の
が
、
岩
井
先
生
が
『
貨
幣
論
』
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
き
わ

め
て
不
安
定
な
「
危
う
い
円
環
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。「
貨
幣
が
今
ま
で
貨
幣
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
貨
幣
が
無
限

の
未
来
ま
で
使
わ
れ
つ
づ
け
る
と
い
う
ひ
と
び
と
の
期
待
の
と
り
あ
え
ず
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
」（
一
九
〇
頁
）
か
ら
で
す
。
貨
幣
の
自
己
循
環
論
法

に
も
と
づ
く
岩
井
先
生
の
こ
う
し
た
貨
幣
観
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
理
論
と
大
き
な
親
近
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

【
主
要
参
照
文
献
】

岩
井
克
人
［
一
九
八
五
］『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
の
資
本
論
』
筑
摩
書
房
。

岩
井
克
人
［
一
九
八
七
］『
不
均
衡
動
学
の
理
論
』
岩
波
書
店
。

岩
井
克
人
［
一
九
九
〇
］「
貨
幣
と
は
何
か
」『
経
済
集
志
』（
日
本
大
学
経
済
研
究
会
）
、
五
九
巻
第
四
号
、
一

－

一
三
（
三
五
三

－

三
六
五
）
頁
。

岩
井
克
人
［
一
九
九
三
］『
貨
幣
論
』
筑
摩
書
房
。

岩
井
克
人
［
一
九
九
四
］『
資
本
主
義
を
語
る
』
講
談
社
。

岩
井
克
人
［
二
〇
〇
〇
］『
二
十
一
世
紀
の
資
本
主
義
論
』
筑
摩
書
房
。

岩
井
克
人
［
二
〇
〇
三
］『
会
社
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
』
平
凡
社
。

岩
井
克
人
＋
三
浦
雅
士
［
二
〇
〇
六
］『
資
本
主
義
か
ら
市
民
主
義
へ
』
新
書
館
。

岩
井
克
人
［
二
〇
〇
九
］『
会
社
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

岩
井
克
人
（
聞
き
手
＝
前
田
裕
之
）[

二
〇
一
五
］『
経
済
学
の
宇
宙
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
。

岩
井
克
人
＋
丸
山
俊
一
＋
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
欲
望
の
資
本
主
義
」
制
作
班
［
二
〇
二
〇
］『
岩
井
克
人
「
欲
望
の
貨
幣
論
」
を
語
る
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

岩
井
克
人
（
聞
き
手
＝
前
田
裕
之
）[

二
〇
二
一
］『
経
済
学
の
宇
宙
』（
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文
庫
）
日
経
Ｂ
Ｐ
・
日
本
経
済
新
聞
出
版
本
部
。

塚
本
恭
章
［
二
〇
二
三
］『
経
済
学
の
冒
険

―
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
＆
ガ
イ
ド
一
〇
〇
』
読
書
人
。

付
記

：

本
稿
の
括
弧
に
て
扱
わ
れ
て
い
る
文
章
は
、『
欲
望
の
貨
幣
論
』
ほ
か
、
特
段
の
断
り
が
な
い
限
り
、
岩
井
先
生
の
著
書

か
ら
の
「
引
用
」
と
な
り
ま
す
。
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三
一

【
塚
本
】　
私
が
偶
然
に
も
た
ま
た
ま
、吉
川
先
生
の
『
い
ま
こ
そ
、ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

二
〇
〇
九
年
）
と
い
う
本
の
表
紙
と
帯
を
コ
ピ
ー
し
て
履
修
学
生
に
配
布
し
た
こ
と
が
、
吉
川
先
生
と
の
「
対
談
」
を
思
い
つ
く

き
っ
か
け
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
春
学
期
は
五
〇
〇
人
を
こ
え
る
受
講
者
が
「
経
済
学
史
」
の
講
義
で
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ

の
イ
ラ
ス
ト
の
「
ど
っ
ち
が
ケ
イ
ン
ズ
で
ど
っ
ち
が
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
か
」
と
い
う
話
か
ら
始
め
て
、
帯
に
あ
っ
た
文
章
に
つ
い

て
も
説
明
し
て
い
た
ん
で
す
。

【
吉
川
】　
そ
ん
な
に
で
す
か
。
履
修
学
生
が
五
〇
〇
人
と
い
う
の
は
驚
き
で
す
ね
。

【
塚
本
】　
今
回
は
た
ま
た
ま
学
生
が
集
中
し
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
出
席
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
四
六
〇
人

と
か
四
七
〇
人
と
か
は
教
室
に
い
る
状
態
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
の
「
経
済
学
史
」
の
春
学
期
授
業
の
内
容
は
「
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
」
と
い
う
二
人
の
経
済
学
者
を
軸
に
し
な
が
ら
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
じ
つ
は
今
ま
で
さ
ほ
ど
深
く
自
覚
す
る
こ

〔
対

　
談
〕

「
経
済
学
学
」
に
陥
っ
た
現
代
経
済
学
の
隘
路
、
経
済
学
は
再
生
で
き
る
か

吉
　
川
　
　
　
洋

塚
　
本
　
恭
　
章
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三
二

と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
考
え
直
し
て
み
る
と
、
私
の
授
業
骨
子
は
吉
川
先
生
の
先
の
二
〇
〇
九
年
の
本
か
ら
き

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
本
を
読
み
直
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
再
認
識
し
た
ん
で
す
。
授
業
で
話
を
し
な
が
ら
、「
対
談
の
相
手

を
ぜ
ひ
吉
川
先
生
に
お
願
い
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
ひ
ら
め
い
た
、
そ
れ
で
お
願
い
し
て
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
わ
け

で
、
大
変
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
冒
頭
で
い
く
つ
か
の
「
対
談
テ
ー
マ
」
に
つ
い
て
私
か
ら
最
初
に
お
話
し
て
お
く
と
、
な
ん
と
も
い
っ
て
も
ま
ず
「
本
」
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
本
と
い
う
も
の
を
ど
う
読
む
か
。
学
生
の
本
離
れ
が
加
速
し
て
い
る
と
い
う
な
か
で
、
も
う
一
回
、
本
を
読
む

と
い
う
こ
と
の
意
義
や
重
要
性
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
り
き
た
り
の
テ
ー
マ
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
じ
つ
は
こ
こ
が
現
在
の
多
く
の
大
学
生
に
と
っ
て
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
対
談
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
の
「
帯
推
薦
」
に
書

い
て
い
た
だ
い
た
「
書
評
は
文
化
だ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
本
を
読
む
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
書
評
そ
の
も

の
が
活
字
文
化
と
い
う
も
の
を
守
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
も
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
の
ち
ほ

ど
吉
川
先
生
か
ら
も
「
書
評
は
文
化
だ
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
お
話
を
伺
え
れ
ば
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ま
ず
一
つ
め
で
す
ね
。

　
二
つ
め
は
、
現
代
の
経
済
学
、
あ
る
い
は
経
済
学
史
の
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
吉
川
先
生
は
日
本
を
代
表
す
る

経
済
学
者
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
マ
ク
ロ
経
済
学
が
ご
専
門
だ
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま

ら
な
い
。「
経
済
学
史
」に
つ
い
て
の
造
詣
も
き
わ
め
て
深
い
と
い
う
こ
と
で
、と
く
に
こ
の『
い
ま
こ
そ
、ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
に
学
べ
』
を
読
ん
で
み
て
で
す
ね
、
あ
ら
た
め
て
経
済
学
史
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
深
い
見
識
を
お
持
ち
だ
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
分
か
る
。『
経
済
学
の
冒
険
』
は
、
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
を
つ
う
じ
て
一
本
の
「
経
済
学
史
」
の
本
に
す
る
と
い
う
こ
と

が
主
要
な
目
的
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
お
話
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
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「経済学学」に陥った現代経済学の隘路、経済学は再生できるか

三
三

れ
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
私
の
本
で
も
何
冊
か
扱
っ
て
い
る
吉
川
先
生
の
師
匠
に
あ
た
る
宇
沢
弘
文
先
生
で
す
か
ね
。
そ
れ
か
ら

先
輩
筋
に
あ
た
る
と
思
う
の
で
す
が
、
岩
井
克
人
先
生
の
本
も
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
宇
沢
先

生
や
岩
井
先
生
の
経
済
学
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
お
話
で
き
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
二
つ

め
に
な
り
ま
す
。

　
三
つ
め
は
、
私
の
本
の
タ
イ
ト
ル
が
『
経
済
学
の
冒
険
』
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
が
、「
冒
険
」
と
い

う
こ
と
で
す
か
ら
、こ
の
本
を
出
し
て
も
冒
険
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
お
そ
ら
く
な
い
。
ま
ち
が
い
な
く
「
経
済
学
の
冒
険
」

は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
だ
ろ
う
し
、
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
理
解
か
ら
私
の
な
か
で
い

ま
想
起
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
学
を
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
に
、「
正
し
い
冒
険
」
と
「
誤
っ
た
冒
険
」
と
い
う
も
の

が
両
方
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
者
の
「
誤
っ
た
冒
険
」
と
い
う
の
が
、お
そ
ら
く
吉
川
先
生
が
強
調
さ
れ
て
い
る
「
経

済
学
学
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
経
済
学
」
が
「
経
済
学
学
」
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、ケ
イ
ン
ズ
の
研
究
も
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
の
研
究
も
、
彼
ら
の
精
神
か
ら
か
な
り
外
れ
た
と
こ
ろ
に
ま
で
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
問
題
こ
そ
が
経

済
学
の
閉
塞
感
と
い
う
も
の
を
生
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。「
経
済
学
の
冒
険
」を
あ
る
意
味
で
正
し
く
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
う
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
心
が
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
で
す
か
ら
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
、
あ
る
い
は
全
体
像
を
ふ

ま
え
た
形
で
の
お
話
と
い
う
か
対
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
追
加
で
い
え
ば
、「
本
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
「
本
」
と
い
う
も
の
が
吉
川
先
生
の
ご
家
族
の
な
か

で
の
共
通
項
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
印
象
が
私
自
身
の
な
か
に
は
あ
る
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
「
中
公
新
書
」
を
夫

婦
そ
ろ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
ネ
ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
こ
の
本
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
注
意
深
く
み
て
み
る
と
娘
さ
ん
に
捧
げ
て
い
る
と
い
う
言
葉
が
よ
く
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
吉
川

先
生
の
ご
家
族
が
「
本
」
と
い
う
も
の
を
共
通
項
に
本
と
い
う
も
の
が
ご
自
宅
や
部
屋
に
溢
れ
て
い
て
、
そ
の
話
題
で
と
て
も
活
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性
化
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ま
お
話
し
た
三
つ
の
テ
ー
マ
は
す
べ
て
「
本
」
と
い
う
も
の
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論

に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
順
不
同
あ
る
い
は
こ
の
テ
ー
マ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
自
由
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
吉
川
】　
ど
う
に
も
こ
う
に
も
、
と
に
か
く
こ
う
い
う
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
幸
い
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
す
べ
て
順
番
通
り
に
お
話
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
ま
ず
「
本
」
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
も

ち
ろ
ん
「
本
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
は
読
ん
で
「
書
評
を
書
く
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
わ
れ
わ
れ
は
「
本
を
書
く
」

と
い
う
の
も
仕
事
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　
塚
本
さ
ん
が
今
回
こ
う
い
う
本
を
出
版
さ
れ
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
自
分
で
最
初
に
書
い
た
の
が
自
分
の
博
士
論
文
を
も
と
に

し
た
ん
で
す
け
ど
、
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
『
マ
ク
ロ
経
済
学
研
究
』
と
い
う
本
を
一
九
八
四
年
に
出
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
ア

メ
リ
カ
に
い
た
終
わ
り
頃
く
ら
い
か
ら
、
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
語
で
本
を
出
し
た
い
し
、
書
こ
う
と
思
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ね
。
ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
い
た
終
わ
り
頃
、
日
本
に
ち
ょ
っ
と
帰
国
し
た
お
り
と
か
、
そ
ん
な
と
き
だ
と
思

う
ん
で
す
が
、
宇
沢
先
生
に
そ
の
こ
と
を
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
最
初
は
反
対
さ
れ
た
ん
で
す
。「
本
な
ん
て
や
め
ろ
」
っ
て
感
じ

で
す
か
ね
。
そ
れ
で
、
も
っ
ぱ
ら
英
語
の
論
文
を
し
っ
か
り
書
く
べ
き
だ
。「
英
語
の
論
文
で
勝
負
す
べ
き
だ
」、
こ
う
い
う
お
話

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
、
宇
沢
先
生
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
し
て
も
、
ま
た
岩
井
先
生
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
岩

井
さ
ん
は
私
と
五
学
年
違
い
で
す
が
、
要
す
る
に
、
宇
沢
先
生
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
っ
て
い
う
の
は
、
や
は
り
経
済
学
の
中
心

地
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
国
際
的
な
言
語
で
あ
る
英
語
で
論
文
を
書
く
こ
と
。
論
文
を
書
く
っ
て
こ
と
は
、
当
然
、
経

済
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
勝
負
す
る
こ
と
だ
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
表
現
を
宇
沢
先
生
は
使
わ

れ
な
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
な
っ
て
、
と
に
か
く
論
文
に
専
念
す
る
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ

れ
た
の
で
す
。

― 397 ―



「経済学学」に陥った現代経済学の隘路、経済学は再生できるか

三
五

　
た
だ
同
じ
会
話
を
し
て
い
る
終
わ
り
の
方
だ
っ
た
か
、
後
日
の
こ
と
だ
っ
た
か
、
も
う
か
れ
こ
れ
四
〇
年
以
上
も
前
な
の
で
記

憶
が
定
か
で
な
い
で
す
が
、
本
を
書
く
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
か
も
ね
と
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
宇
沢
先
生
ご
自
身
の
体
験
か
ら
な
の
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
シ
カ
ゴ
の
教
授
を
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
宇

沢
先
生
は
シ
ュ
ル
ツ
と
い
う
農
業
経
済
の
専
門
家
で
、
宇
沢
先
生
か
ら
み
て
も
相
当
年
長
の
方
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し

た
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
そ
の
シ
ュ
ル
ツ
と
親
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
っ
て
い
う
概
念
を
最
初

に
使
い
出
し
た
人
で
す
。
宇
沢
先
生
は
、
そ
の
シ
ュ
ル
ツ
に
本
を
書
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
た
。
本
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て

経
済
学
者
は
成
長
す
る
。
英
語
の
論
文
だ
け
を
一
生
懸
命
に
書
い
て
、
一
流
と
呼
ば
れ
て
も
、
そ
れ
で
は
限
界
が
あ
る
。
や
っ
ぱ

り
本
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
学
者
は
成
長
す
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
っ
て
、
シ
ュ
ル
ツ

に
で
す
よ
。
だ
か
ら
「
本
を
書
く
っ
て
い
う
な
ら
そ
れ
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
、
宇
沢
先
生
に
そ
う
い
う
言
い
方
で
言
わ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
本
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
す
の
は
、
ま
ず
書
く
ほ
う
の
話
で
す
が
、
他
方
で
読
む
と
い
う
こ
と
も
そ
れ
と
対
応
し
ま
す
。

大
部
分
の
、
と
く
に
研
究
に
熱
心
な
経
済
学
者
は
、「
論
文
を
読
む
」
っ
て
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
や
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

し
か
し
、
論
文
っ
て
い
う
の
は
、
限
界
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
特
に
今
は
問
題
あ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
げ
さ
な
表
現
で
す
け
ど
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
か
ら
約
二
五
〇
年
、
私
自
身
の
経
済
学
の
キ
ャ
リ
ア
は
五
〇
年

プ
ラ
ス
な
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
二
五
〇
分
の
五
〇
、
五
分
の
一
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
私
は
こ
の
目
で
見
て
き
た
。
マ
ー
ジ
ナ
ル
と

は
い
え
参
加
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
、
経
済
学
は
、
今
回
の
塚
本
さ
ん
の
本
の
帯
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
よ

う
に
、
こ
の
五
〇
年
で
「
経
済
学
学
」
に
な
っ
た
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
る
、い
ま
や
学
界
全
体
が
、

ケ
イ
ン
ズ
の
い
う
『
一
般
理
論
』
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
（
美
人
投
票
）
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
私
の
認
識
で
す
。

つ
ま
り
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
、
学
問
と
し
て
こ
う
い
う
こ
と
が
大
事
と
い
う
よ
り
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
と
学
界
で
受
け
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る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
周
り
の
人
の
顔
を
一
生
懸
命
み
ん
な
で
見
合
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
当
然
な
が
ら
、
学
界
の
ボ
ス
み
た

い
な
人
が
出
て
き
て
、
ボ
ス
が
や
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
っ
て
い
う
感
じ
で
す
ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
土

俵
に
な
る
。
そ
の
土
俵
が
ま
と
も
な
土
俵
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
議
論
し
な
い
。
考
え
も
し
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
は
二
五
〇
年
の
経
済
学
の
歴
史
の
中
で
、初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
古
典
派
の
経
済
学
者
た
ち
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら
始
ま
っ
て
マ
ル
サ
ス
、
リ
カ
ー
ド
、
皆
き
わ
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
当
時

の
イ
ギ
リ
ス
経
済
と
向
き
合
っ
て
い
た
。
書
評
集
を
ま
と
め
た
塚
本
さ
ん
は
、「
書
評
」
と
い
う
の
を
ど
う
考
え
る
か
。
私
は
「
書

評
は
文
化
だ
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
マ
ル
サ
ス
の
有
名
な『
人
口
論
』（
初
版
一
七
九
八
年
）。
こ
の
本
の
名
前
は
、経
済
学
を
か
じ
っ

た
人
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
の
だ
け
ど
、
マ
ル
サ
ス
は
最
初
、
あ
れ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
書
い
て
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
分
厚
い

学
術
書
み
た
い
な
本
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
は
辛
辣
に
、
マ
ル
サ
ス
の
伝
記
の
中
で
、
マ
ル
サ
ス
が
『
人
口
論
』
を
学
術

書
み
た
い
な
立
派
な
も
の
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ポ
イ
ル
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
ね
。
一
番
い
い
の
は
最
初
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

だ
と
。
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
何
か
と
い
う
と
、
政
府
の
「
救
貧
法
（th

e p
o
o
r la

w

）」
改
革
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
す
。
書

評
と
は
も
ち
ろ
ん
言
わ
な
い
け
ど
、
あ
る
意
味
で
書
評
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。
政
府
の
「
救
貧
法
（th

e p
o
o
r la

w

）
」
改

革
案
は
ち
ゃ
ん
と
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、そ
れ
を
読
ん
で
マ
ル
サ
ス
が
大
反
対
、自
分
は
反
対
で
す
と
述
べ
た
の
が
『
人

口
論
』
な
の
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
普
通
の
意
味
で
書
評
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
言
い
過
ぎ
で
は
あ
る
の
だ
け
ど
、
書
評
と
い
う
の

は
当
然
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
本
を
読
ん
で
コ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ル
サ
ス
の
『
人
口

論
』
も
や
や
極
端
な
言
い
方
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
書
評
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
い
ま
何
を

話
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
派
経
済
学
者
と
い
う
の
は
非
常
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
で
あ
っ
た
。
リ
カ
ー
ド
だ
っ
て

ス
ミ
ス
だ
っ
て
。

　
先
ほ
ど
か
ら
言
っ
て
い
る
「
経
済
学
学
」
は
一
部
の
新
古
典
派
経
済
学
者
が
「
経
済
学
学
」
に
な
っ
た
あ
た
り
か
ら
始
ま
っ
た
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と
思
う
。
た
と
え
ば
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
な
ん
か
は
経
済
学
学
の
オ
タ
ク
的
な
人
だ
っ
た
ろ
う
と
い
う
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。

　
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
を
ど
う
考
え
る
か
。
ワ
ル
ラ
ス
の
一
般
均
衡
理
論
は
た
し
か
に
抽
象
的
で
す
が
、
し
か
し
ワ
ル
ラ
ス
は
、

現
実
の
経
済
と
向
き
合
っ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
う
だ
ろ
う
と
思
う
。
ケ
イ
ン
ズ
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
で
す
け
ど
、
私

が
知
る
限
り
、
一
九
六
〇
年
代
く
ら
い
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
は
み
な
自
国
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
考
え
て
い
た
。
ケ
イ
ン

ズ
だ
っ
て
あ
る
意
味
、
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
だ
け
考
え
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
と
か
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
ピ
グ
ー

も
、
み
な
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
向
か
い
合
っ
て
経
済
学
を
や
っ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
大
学
の
中
で
研
究
を
続
け
て
い
た
ジ
ョ

ン
・
ヒ
ッ
ク
ス
で
す
ら
現
実
の
経
済
を
見
て
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
す
。
ま
と
め

る
と
、
二
五
〇
年
の
歴
史
の
中
で
二
〇
〇
年
は
経
済
学
と
い
う
の
は
基
本
的
に
現
実
と
向
か
い
合
っ
て
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
ア

メ
リ
カ
に
経
済
学
の
中
心
が
移
っ
て
、
そ
こ
で
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
数
理
経
済
学
が
コ
ア
に
な
っ
て
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
経
済
学
学
化
が
加
速
度
的
に
進
ん
で
き
た
。

　
も
う
少
し
私
の
方
か
ら
い
え
ば
、
本
を
読
む
こ
と
の
意
義
、
そ
れ
か
ら
塚
本
さ
ん
ご
自
身
が
す
ご
い
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
実

際
に
教
え
て
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
が
、
経
済
学
史
の
意
味
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
私
自
身
も
非
常
に
意
味
が
あ
る
と

い
う
立
場
で
す
ね
。
私
は
七
二
歳
に
な
り
ま
し
た
け
ど
、
今
も
「I’m

 still g
ro

w
in

g

」
っ
て
感
じ
が
あ
る
。
最
近
ち
ょ
っ
と
必

要
が
あ
っ
て
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
派
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
に
な
っ
て
、
な
る
ほ
ど
な
っ
て
い
う
こ

と
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
私
が
最
近
、
経
験
し
た
こ
と
は
こ
れ
か
ら
お
話
し
ま
す
け
ど
、
だ
い
ぶ
前
か
ら
感
じ
て
は
い
た
の
で
す

が
、
一
般
論
と
し
て
ド
イ
ツ
の
経
済
学
、
主
と
し
て
戦
前
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
一
九
世
紀
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

ま
で
の
ド
イ
ツ
の
経
済
学
と
い
う
の
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
で
忘
れ
ら
れ
て
る
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
二

回
戦
争
で
負
け
た
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
実
は
戦
前
の
日
本
で
は
全
然
状
況
が
違
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
雑
談
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
け
ど
、
私
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三
八

も
ア
メ
リ
カ
に
若
い
頃
に
何
年
も
い
た
の
で
す
が
、
日
本
か
ら
み
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
っ
て
言
っ
た
と
き
、
い
ろ
ん
な
国
が
あ
り
ま

す
が
、
明
治
以
降
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
っ
て
感
じ
で
、
順
番
は
と
も
か
く
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
ペ
ク
ト
に
値
す
る
国
で
、

文
化
も
進
ん
で
い
て
と
そ
う
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
問
題
の
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
ゲ
ー
テ
も
あ
り
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
も
と
い
う
こ
と
で
、
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
対
象
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
は
違
う
ん
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
本

家
と
い
う
感
じ
。
ま
さ
に
英
語
の
元
親
の
国
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
好
き
嫌
い
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
は

や
は
り
一
目
を
置
く
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
か
、
パ
リ
は
観
光
の
中
心
と
か
ね
。

　
だ
け
ど
ド
イ
ツ
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
の
は
、
英
仏
に
比
べ
る
と
格
段
に
落
ち
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
ド
イ

ツ
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
の
は
大
き
い
の
で
、
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
人
た
ち
の
様
々
な
著
作
は
、
戦
前
に
主
た
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。た
と
え
ば
ゾ
ン
バ
ル
ト
と
か
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
か
、文
庫
本
の
レ
ベ
ル
で
も
岩
波
文
庫
に
か
な
り
入
っ

て
い
る
。
ビ
ッ
ク
リ
な
の
が
、
ロ
ッ
シ
ャ
ー
と
か
も
ね
。
ゾ
ン
バ
ル
ト
に
な
る
と
、
日
本
人
と
の
同
時
代
的
な
人
的
交
流
と
い
う

の
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
福
田
徳
三
。
一
橋
大
学
の
経
済
学
の
大
先
生
で
す
け
ど
、
彼
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
、
そ
れ

で
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
全
部
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
た
ち
の
先
生
筋
に
あ
た
る
人
で
、
も
う
一
つ
上
の
世
代
の
人
で
、
ド
イ
ツ
歴
史
学

派
の
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
一
緒
で
す
が
、ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
い
ま
す
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
一
九
一
〇
年
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
英
語
の
論
文
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
マ
ル
サ
ス
の
理
論
と
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
口
動
態
」
と
い
う
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
で
す
。
基
本
的
に
実
証
研
究
で
す
。
何
を
や
っ
て
る
か
と
い
う
と
、
き
わ
め
て
重
要

な
研
究
で
、
だ
か
ら
エ
デ
ィ
タ
ー
（
編
集
者
）
で
あ
っ
た
ケ
イ
ン
ズ
も
、
そ
れ
を
英
訳
し
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に

載
せ
た
わ
け
で
す
。
マ
ル
サ
ス
の
『
人
口
論
』
の
基
本
テ
ー
ゼ
は
、
一
人
一
人
が
豊
か
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
多
く
の
子
ど
も
を
持

つ
、
つ
ま
り
子
ど
も
の
数
は
経
済
的
な
条
件
で
抑
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
、
あ
る
い
は
貧
困
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
い
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九

う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
所
得
水
準
が
上
が
れ
ば
、
必
ず
子
ど
も
が
増
え
る
。
こ
れ
が
マ
ル
サ
ス
の
テ
ー
ゼ
だ
っ
た
。
そ
れ
は

リ
カ
ー
ド
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
賃
金
は
彼
ら
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
ミ
ニ
マ
ム
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・

レ
ベ
ル
（
最
低
賃
金
水
準
）」
に
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
理
屈
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
見
つ
け
た
こ
と
は
、
一
九
世
紀
の
主
要
国
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
で
も
、「
豊
か
に
な

る
と
逆
に
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
、今
の
言
葉
で
い
う
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

マ
ル
サ
ス
の
『
人
口
論
』
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
も
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
す
ね
。
今
で
も
、
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
世
界
で
は
、
食
料
が

増
え
れ
ば
、
生
物
の
種
は
繁
殖
す
る
、
数
が
増
え
て
い
く
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
生
物
の
世
界
で
は
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

マ
ル
サ
ス
は
、
そ
れ
を
生
物
学
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
先
立
っ
て
、
人
間
の
世
界
で
の
公
理
の
よ
う
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
が
見
つ
け
た
の
は
、そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
で
は
成
り
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
最
初
に
「
少
子
化
」

と
い
う
問
題
を
見
つ
け
た
。
そ
う
い
う
論
文
な
ん
で
す
よ
。
一
九
一
〇
年
の
論
文
を
わ
た
し
は
だ
い
ぶ
前
に
読
ん
で
、ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
っ
て
す
ご
い
な
と
感
心
し
た
わ
け
な
ん
で
す
ね
。

　
こ
こ
か
ら
が
本
題
な
ん
で
す
け
ど
ね
、
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
と
い
う
の
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
は
一
八
三
〇
年
と
か
ず
っ

と
早
い
で
す
が
、
一
九
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
、
最
初
は
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
か
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
い
う
世
代
が
出
て
き
て
、
そ
の
次

に
ゾ
ン
バ
ル
ト
と
か
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
出
た
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
も
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
も
、
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
と
も
の
す
ご

い
論
争
を
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
方
法
論
争
」
で
す
。
ち
な
み
に
、
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
の
そ
の
本
も
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
ね
、
岩

波
文
庫
で
。
そ
れ
は
私
も
以
前
に
読
ん
で
い
た
。
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
と
い
う
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
、「
限
界
革
命
」

を
や
っ
た
ひ
と
り
で
す
。
少
し
古
い
表
現
な
ん
だ
け
ど
、
彼
は
い
わ
ゆ
る
「
近
代
経
済
学
」
の
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派

の
祖
で
す
。
そ
れ
で
抽
象
的
な
議
論
を
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
数
理
経
済
学
を
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
派

の
人
た
ち
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
か
は
リ
ジ
ェ
ク
ト
す
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
大
論
争
に
な
る
。
そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。
私
も
少
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四
〇

し
前
ま
で
は
、
今
こ
こ
で
お
話
し
し
て
い
る
こ
と
を
知
識
と
し
て
は
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
先
が
最
近
に
な
っ
て
学
ん
だ
こ
と

で
す
け
ど
、
こ
の
ひ
と
つ
き
の
間
に
勉
強
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
か
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
と
い
っ
た
人
た
ち
は
、
資
本
主
義
の
ま
さ
に
歴
史
の
段
階
論
、
経
済
に
つ
い
て
具
体
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
い

う
段
階
論
と
い
う
歴
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
絶
対
必
要
だ
と
主
張
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
次
は
、
私
自
身
が
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
こ
と
で
す
け
ど
、
彼
ら
が
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
マ
ル
ク
ス
の
『
哲

学
の
貧
困
』
だ
っ
た
。
あ
れ
は
ご
存
知
の
通
り
、
プ
ル
ー
ド
ン
の
批
判
で
す
ね
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

一
八
八
五
年
く
ら
い
に
ド
イ
ツ
語
訳
が
出
た
。
私
も
昔
読
ん
で
、
今
は
詳
し
く
覚
え
て
な
い
の
で
す
け
ど
、
そ
の
な
か
で
マ
ル
ク

ス
が
段
階
論
み
た
い
な
、
要
は
唯
物
史
観
の
原
型
み
た
い
な
も
の
を
書
い
て
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
か
、
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
は
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
。
も
う
ひ
と
つ
影
響
を
受
け
た
の
が
、
こ
れ
も
ま
た
私
に
と
っ
て

は
驚
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
の
影
響
で
す
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
し
て
も
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
に
し
て
も
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
は
反
対
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ

ル
ス
を
き
わ
め
て
尊
敬
し
て
い
た
。
彼
ら
歴
史
学
派
は
、
経
済
と
い
う
も
の
は
機
械
的
な
理
論
、
数
学
的
な
モ
デ
ル
み
た
い
な
形

で
表
現
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
。
歴
史
学
派
の
人
た
ち
か
ら
す
る
と
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
で
す
ら
機
械
的
に
す

ぎ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ミ
ス
は
あ
る
種
の
モ
デ
ル
で
す
ね
。
モ
デ
ル
は
普
遍
性
を
も
つ
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
間
違
っ
て
い
る
。

リ
カ
ー
ド
も
そ
う
で
す
。
リ
カ
ー
ド
の
「
自
由
貿
易
」
っ
て
い
う
の
が
本
当
に
普
遍
的
な
原
理
な
の
か
、
後
進
国
に
そ
れ
は
ダ
メ

だ
と
。
む
し
ろ
保
護
主
義
の
方
が
い
い
。
現
実
に
は
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
保
護
主
義
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
、
最
先
進
国

の
イ
ギ
リ
ス
に
し
か
自
由
貿
易
の
原
理
と
い
う
の
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
た
。
そ
う
い
う
リ
ス
ト
の
考
え
は
、
一
九
世
紀
末
の

歴
史
学
派
に
も
受
け
継
が
れ
た
。

　
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
さ
っ
き
言
っ
た
と
お
り
、
少
子
化
を
発
見
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
「
家
族
」
と
い
う
も
の
に
、
歴
史
学
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派
の
経
済
学
者
た
ち
が
非
常
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ
の
ひ
と
つ
の
知
的
源
泉
が
じ
つ
は

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
起
源
』
だ
っ
た
、
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
の
で
す
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
起
源
』
は
ご
存
知
の
と
お
り
、
モ
ル
ガ

ン
の
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
関
す
る
研
究
に
依
拠
し
て
お
り
、
今
の
歴
史
学
・
人
類
学
か
ら
す
る
と
否
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
け
ど
、
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
っ
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
そ
れ
が
歴
史
学
派
に
あ
き
ら
か
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
さ
き
ほ
ど
の
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
と
の
法
論
論
争
で
す
が
、
歴
史
学
派
の
学
者
た
ち
は
、
メ
ン
ガ
ー
流
の
抽
象
的
ア
プ
ロ
ー
チ

と
い
う
の
は
一
面
的
だ
し
、
経
済
を
理
解
す
る
に
は
あ
る
意
味
で
弱
す
ぎ
る
っ
て
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
後
の
流
れ
を
見

る
と
、
私
は
一
〇
〇
％
メ
ン
ガ
ー
的
な
の
は
ダ
メ
だ
と
は
、
さ
す
が
に
言
わ
な
い
の
だ
け
ど
、
こ
れ
は
偶
然
も
あ
る
の
だ
け
ど
、

カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
の
息
子
は
数
学
者
な
の
で
す
。
親
父
は
Ｃ
・
メ
ン
ガ
ー
、
息
子
は
Ｋ
・
メ
ン
ガ
ー
な
の
だ
け
ど
、
同
じ
ウ
ィ
ー

ン
大
学
で
、
数
学
者
な
の
だ
け
ど
、
数
理
経
済
学
の
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
参
加
し
た
の
が
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
で

す
。
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
が
、
あ
る
意
味
で
は
、
世
界
で
初
め
て
一
般
均
衡
の
存
在
証
明
を
や
っ
た
。
有
名
な
論
文
な
の
で
す
け

ど
ね
。
英
訳
も
さ
れ
て
ま
す
け
ど
、
親
父
の
カ
ー
ル
（
Ｃ
）・
メ
ン
ガ
ー
に
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
、
そ
の
後
の
歴
史
を
遡
っ
て

責
任
を
ぜ
ん
ぶ
追
い
か
ぶ
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
的
な
流
れ

と
い
う
の
は
、
数
理
経
済
学
み
た
い
な
も
の
に
流
れ
て
い
っ
て
、
そ
れ
が
や
が
て
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
て
、
ア
ロ
ー
と
か
ド
ブ
リ
ュ
ー

み
た
い
な
世
界
に
な
っ
た
。
宇
沢
先
生
は
一
九
五
〇
年
代
の
終
わ
り
に
そ
の
一
番
ホ
ッ
ト
な
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
ア
ロ
ー
の
教
室

に
入
っ
て
、
一
躍
大
ス
タ
ー
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
と
シ
ュ
モ
ラ
ー
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
方
法
論
争

を
や
っ
た
。
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
は
抽
象
的
な
、
今
の
言
葉
で
い
う
モ
デ
ル
、
極
端
に
い
え
ば
数
学
的
な
モ
デ
ル
、
そ
う
い
う
方

法
、
あ
る
い
は
理
論
の
意
義
を
説
い
た
わ
け
だ
け
ど
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
数
理
経
済
学
に
流
れ
て
い
っ
て
、
私
の
言
葉
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
経
済
学
学
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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他
方
で
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
が
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
で
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一

忘
れ
ら
れ
て
な
い
の
は
、
名
前
と
し
て
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
ぐ
ら
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
た
だ
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
は
、
今
で
も
経
済
学
の
世
界
と
い
う
よ
り
は
、
社
会
学
の
世
界
で
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
例
外
と
し
て
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
や
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
い
う
の
は
、
専
門
家
を
別

に
す
れ
ば
名
前
も
忘
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
や
は
り
相
当
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
す
。
今
の
学
問
分
野
で
い
う
と
経

済
史
的
な
、
わ
れ
わ
れ
も
教
科
書
で
習
っ
た
わ
け
だ
け
ど
、家
内
工
業
か
ら
問
屋
制
家
内
工
業
、そ
れ
か
ら
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
、

さ
ら
に
工
場
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
大
工
業
み
た
い
な
そ
う
い
う
歴
史
的
流
れ
は
基
本
的
に
は
、
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
人
た
ち
で
あ
る

シ
ュ
モ
ラ
ー
と
か
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
た
ち
が
作
り
上
げ
た
。
そ
れ
か
ら
人
口
の
問
題
も
、
今
は
非
常
に
少
子
化
で
す

が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
が
先
駆
的
な
分
析
を
行
っ
た
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
何
を
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、「
本
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
く
る
の
で
す
け
ど
、
い
ま
経
済
学

を
や
っ
て
い
る
人
、
経
済
学
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
あ
る
種
の
ち
ゃ
ん
と
し
た
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
話
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
飛
び
ま
す
け
ど
、
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
き
中
国
経
済
が
話
題
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
は
中

国
の
専
門
家
が
い
て
、
当
然
な
が
ら
中
国
と
い
う
国
は
ア
メ
リ
カ
と
違
う
、
中
国
は
も
ち
ろ
ん
香
港
の
騒
ぎ
な
ん
か
あ
っ
た
の
で
、

や
っ
ぱ
り
自
由
は
な
い
と
か
、
今
の
習
近
平
っ
て
い
う
の
は
か
な
り
独
裁
だ
と
か
。
問
題
は
そ
の
こ
と
と
経
済
の
関
係
と
い
う
の

は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
専
門
家
の
人
た
ち
は
、
そ
こ
は
独
裁
だ
か
ら
ダ
メ
と
か
、
す
ぐ
に
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん

自
由
と
か
言
論
の
自
由
と
か
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
違
う
の
だ
け
ど
、
経
済
は
そ
れ
と

は
別
の
問
題
だ
と
専
門
家
が
言
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
方
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、
経
済
と
い
う
よ
り
は
中
国
政
治
の
専
門
で
、

ま
あ
中
国
学
の
専
門
家
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
あ
る
若
い
有
能
な
経
済
学
者
が
そ
こ
に
い
て
、
そ
の
人
は
色
を
な
し
て
反
論
し
た
。
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「
独
裁
制
み
た
い
な
も
の
が
経
済
成
長
を
阻
害
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
セ
モ
グ
ル
が
証
明
し
た
」
と
強
い
口
調
で
言
っ
た
ん
で

す
よ
。
私
は
目
が
飛
び
出
る
ほ
ど
び
っ
く
り
し
た
。
ま
ず
「
証
明
し
た
」
と
い
う
言
い
方
。
そ
れ
は
ど
こ
か
で
聞
い
た
な
と
い
う

気
が
し
て
、
つ
ま
り
五
〇
年
前
に
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
世
界
で
は
資
本
主
義
が
崩
壊
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
証
明
し

た
、
こ
う
い
う
言
い
方
が
よ
く
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
私
は
一
〇
代
後
半
く
ら
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
強
い
違
和
感
が

あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
証
明
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
世
代
だ
と
、
や
っ
ぱ
り
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾

何
な
ん
で
す
ね
。
中
学
三
年
間
叩
き
込
ま
れ
た
。
公
理
か
ら
始
ま
っ
て
、証
明
す
る
、Ｑ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

確
か
に
間
違
い
な
い
と
。
そ
れ
に
対
し
て
我
々
の
住
ん
で
い
る
「
資
本
主
義
が
崩
壊
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
「
証
明
し
た
」
と
い

う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
の
は
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
と
い
う

の
が
宇
野
弘
蔵
で
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
そ
れ
と
も
か
く
と
し
て
。

　
話
を
戻
す
と
、ア
セ
モ
グ
ル
た
ち
が
や
っ
た
の
は
「
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（reg

ressio
n

＝
回
帰
）」
で
し
ょ

う
。
一
〇
〇
か
国
く
ら
い
の
デ
ー
タ
を
集
め
て
、
説
明
さ
れ
る
べ
き
変
数
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
成
長
率
。
い
ろ
い
ろ
な
説
明
変
数

を
入
れ
る
の
だ
け
ど
、
た
ぶ
ん
独
裁
ダ
ミ
ー
と
か
い
う
の
を
作
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
政
治
的
な
状
況
で
独
裁
だ
っ
た
ら

一
、
民
主
的
だ
っ
た
ら
〇
。
そ
う
い
う
ダ
ミ
ー
変
数
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
拡
張
し
た
指
数
を
作
っ
て
入
れ
て
、「
そ
れ
が
有
意

に
な
っ
た
」
み
た
い
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
私
は
一
言
で
い
え
ば
、

ま
ゆ
唾
だ
と
思
う
。
結
果
は
ど
う
と
で
も
な
る
だ
ろ
う
と
。
私
が
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、な
ぜ
有
能
な
人
が
、そ
う
ナ
イ
ー

ブ
に
、
「
独
裁
制
だ
と
そ
の
国
の
経
済
は
成
長
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
「
証
明
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
え
る
の
か
と
。

そ
の
こ
と
自
体
、
歴
史
に
何
も
学
ん
で
な
い
と
思
う
わ
け
で
す
。

　
ケ
イ
ン
ズ
の
時
代
、
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
全
体
に
関
わ
る
の
だ
け
ど
、
一
九
三
〇
年
代
の
メ
ジ
ャ
ー
な
国
。
お
お
む
ね
英
米
を

中
心
に
し
て
、
日
本
も
含
め
て
、
経
済
は
み
な
悪
か
っ
た
わ
け
で
す
。
英
米
が
一
番
悪
く
て
、
フ
ラ
ン
ス
も
悪
い
。
良
い
国
と
い
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う
の
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
で
、
も
う
一
つ
が
ナ
チ
ズ
ム
の
ド
イ
ツ
だ
っ
た
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
政
権
に
つ

い
た
の
は
一
九
三
三
年
で
す
。
ド
イ
ツ
は
第
一
次
大
戦
に
負
け
た
直
後
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
も
な
っ

た
。
い
ま
お
話
し
て
い
る
の
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
政
権
に
つ
い
た
一
九
三
三
年
以
降
の
三
〇
年
代
、
世
界
で
経
済
の
状
況
が
良
い
、

た
と
え
ば
成
長
率
が
高
い
と
か
そ
う
い
う
国
は
ど
こ
か
と
い
う
と
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
ど
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
と
ナ
チ

の
ド
イ
ツ
だ
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
イ
ギ
リ
ス
も
そ
う
し
よ
う
と
言
う
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
代
替
す
る
も
の
と
し
て
ミ
ク
ロ

の
統
制
は
や
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
マ
ク
ロ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
や
る
と
い
う
の
が
ケ
イ
ン
ズ
の
一
般
理
論
で
の
基
本
的
な
構
想

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
歴
史
的
な
事
実
も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
個
別
の
ケ
ー
ス
で
い
え
ば
、
い
く
ら
で
も
あ

る
わ
け
で
す
。
私
が
、
ま
さ
に
同
時
代
で
生
き
て
た
一
九
八
〇
年
前
後
、
当
時
の
イ
ラ
ン
、
パ
ー
レ
ビ
二
世
が
国
王
だ
っ
た
わ
け

だ
け
ど
、
か
な
り
独
裁
的
だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
を
弾
圧
し
て
最
後
は
ホ
メ
ニ
イ
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
指
導
者
が
出
て
き
て
ひ
っ
く
り

返
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
パ
ー
レ
ビ
二
世
治
下
の
イ
ラ
ン
と
い
う
の
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
優
等
生
だ
っ
た
。
成
長
率
も
高
か
っ
た
。

　
要
す
る
に
、
独
裁
制
と
経
済
成
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
歴
史
を
少
し
で
も
学
ん
で
い
れ
ば
、
独
裁
政
権
と
い
う
の
は
経
済
成

長
に
悪
い
と
い
う
こ
と
を
、
ア
セ
モ
グ
ル
が
「
証
明
し
た
」
と
か
、
そ
ん
な
ナ
イ
ー
ブ
な
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
ア
セ
モ
グ
ル
が
ど
こ
か
の
メ
ジ
ャ
ー
な
雑
誌
に
論
文
を
載
せ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
け
ど
、
若
い
世
代
の
経
済

学
者
が
本
を
読
ま
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
（
落
と
し
穴
）
で
し
ょ
う
ね
。

【
塚
本
】　
順
序
ど
お
り
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
吉
川
先
生
の
今
の
お
話
は
、
本
を
め
ぐ
る
個
人
的
体
験
か
ら
経
済
学
の
歴
史
、

そ
し
て
そ
の
経
済
学
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
現
状
認
識
と
そ
れ
へ
の
問
題
提
起
な
ど
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
す
ね
。

　
経
済
学
が
そ
う
い
う
問
題
あ
り
の
傾
向
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の
は
、
論
文
が
本
よ
り
も
あ
き
ら
か
に
重
視
さ
れ
る
と
い
う

学
界
の
傾
向
が
顕
著
に
で
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
さ
き
ほ
ど
吉
川
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、た
と
え
ば
学
界
の
重
鎮
・

ボ
ス
が
出
て
き
て
、
そ
の
ボ
ス
の
考
え
を
無
条
件
に
浸
透
さ
せ
る
よ
う
な
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
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で
論
文
が
加
点
さ
れ
て
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
何
点
と
か
っ
て
い
う
と
、
そ
れ
が
学
者
の
評
価
に
直
結
す
る
。
だ
か
ら
、
教
科
書

な
ん
か
を
書
く
な
ん
て
い
う
の
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
よ
ね
、
あ
る
意
味
で
は
。
お
金
稼
ぎ
に
時
間
を
使
っ
て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
。
そ
う
す
る
と
、
今
の
状
況
を
考
え
て
、
た
と
え
ば
歴
史
を
学
ん
で
い
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
は
言
え
な

い
わ
け
だ
け
ど
、
軽
々
し
く
「
証
明
し
た
」
っ
て
い
う
発
言
が
出
て
く
る
っ
て
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
っ
ぱ
り
本
を
読
む
と

い
う
こ
と
と
、
た
と
え
ば
論
文
を
書
く
、
論
文
を
書
く
た
め
に
論
文
を
読
む
っ
て
い
う
こ
と
の
あ
い
だ
に
あ
き
ら
か
に
大
き
な
差

が
出
て
き
て
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。
も
し
か
し
た
ら
本
は
む
し
ろ
有
害
だ
っ
て
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
極
端
に
言
う
と

ね
。
論
文
の
ほ
う
が
は
る
か
に
学
者
の
中
心
的
な
仕
事
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
な
が
ら
時
間
制
約
も
あ
っ
て
、
本
を
読
む

よ
り
は
、
論
文
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
た
く
さ
ん
書
き
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。

【
吉
川
】　
問
題
は
、
論
文
で
書
か
れ
て
る
内
容
に
つ
い
て
、
自
分
で
考
え
て
み
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
実
証
研

究
の
分
野
だ
と
、
い
わ
ゆ
る
理
論
と
実
証
と
関
連
し
て
ま
す
け
ど
、
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
デ
ー
タ
が
も
の
す
ご
く
豊
富
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
計
算
速
度
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
実

証
研
究
が
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
ひ
と
つ
の「
落
と
し
穴
」に
な
っ
て
い
る
。
今
で
も
覚
え
て
る
の
で
す
け
ど
、

労
働
経
済
学
の
分
野
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
。
私
も
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
出
て
、
若
く
て
有
名
で
、
仕
事
を
よ
く
や
っ

て
る
よ
う
な
人
た
ち
が
い
ろ
ん
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
実
証
研
究
を
や
っ
て
い
た
。
こ
の
場
合
の
デ
ー
タ
っ
て
、
お
お
む
ね
マ
イ
ク

ロ
デ
ー
タ
な
ん
で
す
ね
。
非
常
に
数
が
多
い
。
そ
れ
で
論
文
で
何
を
言
っ
て
る
か
と
い
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
、
日
本
の

雇
用
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
く
ら
い
に
か
け
て
非
常
に
好
転
し
た
と
い
う
の
が
結
論
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
べ
て
、
雇
用
率
が
高
く
、
失
業
率
が
低
い
。
そ
れ
で
私
が
、「
日
本
の
労
働
市
場
で
雇
用
の
状
況

が
良
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
た
ぶ
ん
、
世
の
中
の
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
る
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
と
全
く
逆
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
」
と
質
問
し
た
。「
皆
さ
ん
の
論
文
を
読
む
限
り
で
は
、
雇
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
け
ど
、
正
規
か
非
正
規
か
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と
い
う
こ
と
は
、
デ
ー
タ
の
中
に
な
い
よ
う
な
感
じ
で
読
ん
だ
け
ど
、
そ
の
点
は
ど
う
な
ん
で
す
か
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
正
規
・

非
正
規
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
な
い
デ
ー
タ
で
し
た
か
ら
」
っ
て
、
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
も
私
に
い
わ

せ
れ
ば
、「
経
済
学
学
」の
一
つ
で
す
。
日
本
経
済
と
向
き
合
っ
て
実
証
研
究
や
っ
て
い
れ
ば
、日
本
中
で
非
正
規
の
比
率
が
高
ま
っ

て
大
変
だ
と
か
、
こ
れ
が
弊
害
を
も
た
ら
し
て
る
と
か
毎
日
の
よ
う
に
言
っ
て
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
ま
っ
た
く
見

な
い
で
、
日
本
で
雇
用
が
良
く
な
っ
た
な
ん
て
言
わ
れ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
あ
り
得
な
い
と
い
う
か
、
何
を
考
え
て
る
ん
だ
っ
て
い

う
感
じ
で
す
よ
ね
。

　
あ
る
い
は
デ
ー
タ
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
現
在
、
イ
ン
フ
レ
が
大
き
な
問
題
で
す
ね
。
多
く
の
研
究
者
が
い
ろ
ん
な
実
証
研
究

を
や
っ
て
る
わ
け
で
す
。
彼
（
ら
）
の
売
り
は
何
か
と
い
う
と
、
毎
日
と
い
う
デ
イ
リ
ー
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
実
証
研
究
を
や
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
い
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
イ
ン
フ
レ
が
な
ぜ
起
き
て
い
る
の
か
と

い
う
基
本
的
な
問
題
に
答
え
ら
れ
て
い
な
い
。
イ
ン
フ
レ
は
マ
ク
ロ
の
現
象
で
す
。「
な
ん
に
も
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
な
い

よ
」
と
言
い
た
い
わ
け
で
す
、
彼
ら
と
話
す
と
、
本
は
な
ん
に
も
読
ん
で
い
な
い
。
一
九
八
〇
年
く
ら
い
ま
で
の
過
去
の
経
済
学

者
が
や
っ
て
き
た
、
イ
ン
フ
レ
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
実
証
研
究
が
あ
る
わ
け
で
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
ス
な
ん
か
で
も
い
ろ
い
ろ
あ

る
わ
け
で
す
け
ど
、
何
に
も
知
ら
な
い
で
す
よ
。
知
っ
て
い
る
の
は
何
か
っ
て
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
で
影
響
力
の
あ
る
論
文
で
何

と
書
か
れ
て
い
る
か
と
か
、
こ
う
い
う
感
じ
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
う
。
ど
う
言
っ
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う

ね
。
変
な
例
に
な
る
け
ど
、
演
習
率3.1415

と
い
う
ん
だ
っ
た
ら
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
で
書
か
れ
て
る
論
文
っ
て
よ
く
い
っ
て
、

3.14

の4

の
あ
た
り
の4

な
の
か5

な
の
か
、そ
う
い
う
感
じ
な
の
で
す
。
そ
れ
で
じ
つ
は
、3.14

の
は
ず
な
の
が4.14

と
か5.14

に
な
っ
て
る
よ
う
な
論
文
。
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
る
と
い
う
感
じ
が
私
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
思
う
。
少
し
昔
の
論
文
で
も
い
い
し
、
か
な
り
昔
の
も
の
は
本
に
も
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
踏
ま
え

な
い
と
、
学
問
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
感
じ
で
す
ね
。
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【
塚
本
】　
吉
川
先
生
が
過
去
の
マ
ク
ロ
経
済
学
、
と
く
に
フ
リ
ー
ド
マ
ン
や
ル
ー
カ
ス
ら
の
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
「
新
古
典
派

経
済
学
の
反
革
命
」
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
過
去
三
〇
年
間
に
大
き
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
ソ
ー
ス
（
人
的
資
源
）
が

消
失
し
た
と
い
わ
れ
て
ま
す
よ
ね
。
マ
ク
ロ
経
済
学
に
お
い
て
も
、
過
去
三
〇
年
間
の
試
み
か
ら
取
る
べ
き
も
の
は
何
も
な
い
っ

て
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
ま
さ
に
対
応
す
る
話
で
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
ど
う
言
っ
た
ら
い
い
ん
で
す
か
ね
。
現
実
の
ポ
リ
シ
ー
、
あ
る
い
は
ポ
リ
シ
ー
・
メ
イ
キ
ン
グ
、
そ
う
い
う
も
の
と
学

界
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
今
ほ
ど
大
き
い
こ
と
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
と
か
、
ル
ー
カ
ス
も
そ
う
で
す
け

ど
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
。
今
で
も
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
は
名
誉
で
し
ょ
う
が
、
昔
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
先
生
た
ち
は
、

経
済
学
と
い
う
学
問
、
畑
を
こ
れ
だ
け
耕
し
た
人
と
い
う
の
は
、
尊
敬
に
値
す
る
な
っ
て
い
う
人
た
ち
が
多
か
っ
た
と
思
う
の
で

す
よ
。

【
塚
本
】　
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
や
ソ
ロ
ー
と
か
で
す
か
ね
。

【
吉
川
】　
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
や
ソ
ロ
ー
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
私
自
身
の
個
人
的
な
意
見
で
い
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
ス
と
か
、

あ
る
い
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
と
か
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
と
か
、
あ
あ
い
う
人
た
ち
も
、
す
ご
く
立
派
だ
っ
た
と
思
う
。

　
話
を
戻
し
ま
す
け
ど
、
ル
ー
カ
ス
や
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
、
あ
あ
い
う
人
た
ち
が
何
を
言
っ
て
た
か
、
塚
本
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り

で
す
が
、
景
気
の
良
い
悪
い
と
い
う
の
は
、
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
に
い
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
全
部
「
パ
レ
ー
ト
最
適
」
と
い
う
「
効
率

的
な
状
況
」
そ
の
も
の
の
変
動
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。「
不
況
だ
」
と
か
い
っ
て
騒
い
で
る
け
ど
、何
も
制
御
で
き
な
い
し
、

政
府
は
何
も
や
る
べ
き
で
な
い
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
。
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
は
「
リ
ア
ル
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
」
と
い
っ
て
、

金
融
の
問
題
は
二
義
的
だ
、つ
ま
り
金
融
危
機
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
と
。
ル
ー
カ
ス
は
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
の
会
長
講
演
で
、

「
景
気
循
環
と
い
う
の
は
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
途
端
に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
来
た
わ
け
で
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ

プ
で
す
ね
。
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【
塚
本
】　
そ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
さ
に
吉
川
先
生
が
『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
で
ば
っ
さ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
文
章
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。「
ル
ー
カ
ス
批
判
を
批
判
す
る
」っ
て
書
か
れ
て
ま
す
け
ど
。ま
さ
に
経
済
学
を「
知
的
遊
戯
」に
ル
ー
カ
ス
が
変
え
て
し
ま
っ

た
と
。

【
吉
川
】　
え
え
、
ル
ー
カ
ス
が
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
去
年
で
し
た
か
、
バ
ー
ナ
ン
キ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
の
も
。
金

融
危
機
の
火
消
が
上
手
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
る
わ
け
で
す
ね
。
し
か
し
そ
も
そ
も
火
事
を
起
こ
し
た
の
が
彼
ら
で
す
。

【
塚
本
】　
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
の
後
継
者
で
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
グ
レ
ー
ト
・
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
。「
大
い
な
る
安
定
期
」
だ
と
。
今
は
悪
か
っ
た
の
は
す
べ
て

グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、
今
か
ら
思
う
と
、
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
も
確
か
に
悪
か
っ
た
と
は
思
う
ん
だ
け
ど
、

グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
よ
り
、
バ
ー
ナ
ン
キ
た
ち
の
方
が
傲
慢
だ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
の
方
が
実
務
家
と
し
て
の
知
恵
は
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
よ
。

【
塚
本
】　
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
っ
て
何
の
意
味
も
な
い
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
か
ね
。

【
吉
川
】　
今
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
色
あ
せ
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
で
す
ね
。
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ラ
ー
の
受
賞
し

た
時
だ
っ
て
、
シ
ラ
ー
は
い
い
け
ど
、「
効
率
的
な
市
場
仮
説
」
の
フ
ァ
ー
マ
と
二
人
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
の
は
、
支
離

滅
裂
で
す
ね
。
ま
っ
た
く
逆
の
学
説
を
も
つ
二
人
が
同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
な
ん
て
、
あ
り
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
基
準
は
、

学
界
で
引
用
数
が
多
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。

【
塚
本
】　
今
の
お
話
を
総
括
す
る
と
、「
経
済
学
学
」
っ
て
い
う
事
態
は
非
常
に
加
速
し
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
が
ど
ん

ど
ん
日
本
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
学
者
も
ア
メ
リ
カ
的
な
評
価
を
受
け
る
と
い
う
の
が
、
世
間
や
学
界
で
の
ス
テ
ー
タ

ス
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
と
当
然
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、「
経
済
学
学
」
っ
て
い
う
状

況
を
あ
る
種
変
え
て
い
く
と
か
、
打
開
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
は
も
う
不
可
能
な
の
か
。
で
き
る
の
な
ら
ば
、
ど
う
い
う
形

― 383 ―



「経済学学」に陥った現代経済学の隘路、経済学は再生できるか

四
九

に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

【
吉
川
】　
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
。
第
一
に
、
我
々
の
住
ん
で
い
る
「
経
済
」
と
い
う
の
は
消
し
よ
う
が
な
い
。
な
ん
だ
か
ん
だ
言

い
な
が
ら
、
「
経
済
」
と
い
う
の
は
、
世
の
中
、
人
間
社
会
で
人
々
の
関
心
が
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
新

聞
と
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
い
ろ
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
政
府
に
期
待
す
る
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
景
気
対
策
と
か
、
経
済
を
良
く
し
ろ

と
か
、
あ
る
い
は
社
会
保
障
を
な
ん
と
か
し
て
く
れ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
ど
ん
な
世
論
調
査
で
も
ト
ッ
プ
に
く
る
わ
け
で
す
。

昔
か
ら
そ
う
で
、
今
も
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。
そ
し
て
こ
の
状
況
は
お
そ
ら
く
今
後
も
変
わ
ら
な
い
。
と
な
れ
ば
、
私
は
政
府
や

中
央
銀
行
も
含
め
て
で
す
け
ど
、
実
務
家
が
経
済
に
対
し
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
役
割
、
そ
れ
は
昔
と
変
わ
ら
ず
、
今

も
あ
る
い
は
今
後
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
よ
。
問
題
は
、
実
務
家
が
最
後
は
や
る
ん
で
す
け
ど
、
大
臣
と
か
役
人
と
か
、
中
央
銀

行
も
含
め
て
、
や
は
り
徒
手
空
拳
で
、
何
も
わ
か
ら
な
い
で
や
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
、
や
は
り
そ
こ
に
理
屈
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
基
き
情
報
も
集
め
、
政
策
を
立
案
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
経
済
学
の
役
割
が
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
学
の
世
界
は
、
私
か
ら
み
れ
ば
、
か
な
り
混
迷
し
て
い
る
。
経
済
学
の
世
界
で
、
今
あ
る
種
、
い
ち

ば
ん
元
気
が
あ
る
の
は
、
私
の
専
門
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
世
界
で
す
。
あ
る
い
は
行
動
経
済
学
と
か
マ
ー
ケ
ッ
ト

デ
ザ
イ
ン
と
か
、
で
す
ね
。
私
は
そ
う
い
う
分
野
を
否
定
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
問
題
に
し
て
い
る
問
題
が

ど
れ
ほ
ど
の
問
題
か
と
い
う
こ
と
も
、
言
葉
が
重
な
り
ま
す
が
、
問
題
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
ね
。
ミ
ク
ロ
の

問
題
が
大
事
で
な
い
と
は
思
わ
な
い
け
ど
、
ミ
ク
ロ
の
問
題
は
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
ミ
ク
ロ
で
す
。
私
は
あ
る
と
き
若
い
人
が

書
い
た
『
役
に
立
つ
経
済
学
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
か
、
ど
ん
な
も
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
読
ん
で
み
た
。
そ
こ
に
は
、「
昔

は
大
言
造
語
し
て
、
経
済
学
と
い
う
と
、
上
か
ら
目
線
で
、
天
下
国
家
を
論
じ
た
も
の
だ
」
と
あ
っ
た
。
そ
こ
ら
辺
ま
で
読
ん
で
、

こ
の
人
は
や
は
り
マ
ク
ロ
経
済
学
に
相
当
な
悪
意
を
持
っ
て
い
る
な
と
い
う
感
覚
を
持
っ
た
。
つ
づ
い
て
「
今
の
経
済
学
は
違
い

ま
す
、
役
に
立
ち
ま
す
」
と
い
う
。
何
を
い
う
か
と
思
っ
た
ら
、
た
と
え
ば
自
動
販
売
機
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
並
べ
方
で
、
売
上
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が
二
〇
％
伸
び
た
と
か
書
い
て
あ
る
。
私
に
い
わ
せ
る
と
、
ま
あ
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
と
。「
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
言
う

な
」
と
ま
で
は
言
わ
な
い
け
ど
、
や
は
り
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売
り
上
げ
を
二
〇
％
売

上
伸
ば
す
と
い
う
の
は
、
売
っ
て
る
会
社
に
と
っ
て
は
大
問
題
で
、
会
社
の
人
が
頭
を
使
っ
て
考
え
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
経

済
学
者
が
な
に
か
助
言
で
き
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
で
す
よ
。
け
っ
し
て
無
意
味
と
は
思
わ
な
い
。
一
昔
前
な
ら

そ
れ
は
経
営
学
の
問
題
と
言
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
問
題
と
違
い
、
た
と
え
ば
為

替
レ
ー
ト
が
大
き
く
動
い
た
り
す
る
と
、
国
全
体
が
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
次
元
が
違
う
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と

が
わ
か
ら
な
い
の
か
な
と
い
う
あ
た
り
に
、
私
は
疑
問
符
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
の
話
で
い

え
ば
、
研
修
医
の
配
分
と
い
う
研
修
医
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
も
成
功
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
違
っ
た

評
価
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
っ
か
り
再
確
認
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
塚
本
】　
取
り
上
げ
ら
れ
る
ミ
ク
ロ
の
そ
う
い
っ
た
問
題
は
身
近
で
、
そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
は
ち
ょ
っ
と
面
白
い
か
な
っ
て
思

う
か
ら
、
買
っ
て
み
よ
う
か
な
っ
て
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。「
役
に
立
つ
」
っ
て
い
わ
れ
る
と
余
計
に
反
応
し
て
し
ま
う
。

【
吉
川
】　
い
ず
れ
に
せ
よ
私
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
射
程
は
限
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ト
マ
ス
・
シ
ェ
リ
ン
グ
と
い
う
人

が
昔
い
て
、
彼
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ゲ
ー
ム
理
論
を
使
っ
て
、
た
と
え
ば
二
核
大
国
の
分
析
と
い
う
の

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。最
初
か
ら
私
は
こ
う
し
た
分
析
に
は
批
判
的
な
立
場
で
し
た
。今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
ど
う
な
ん
だ
っ

て
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
。
ゲ
ー
ム
理
論
で
は
「
ペ
イ
オ
フ
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
の
を
、
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
け
な

い
わ
け
で
す
ね
。
た
と
え
ば
結
婚
な
ん
て
、
ペ
イ
オ
フ
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
結
婚
と
い

う
の
は
男
と
女
の
、恋
の
駆
け
引
き
で
す
。
そ
れ
こ
そ
ゲ
ー
ム
の
典
型
的
な
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
す
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
、

真
面
目
に
「
ペ
イ
オ
フ
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
す
か
？
」
と
言
っ
た
ら
、「
そ
こ
が
旧
世
代
で
す
よ
、
あ
な
た
」
っ
て
言
わ
れ
て
し
ま

う
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
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【
塚
本
】　
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
重
視
、
ゲ
ー
ム
理
論
と
か
行
動
経
済
学
っ
て
、
ま
あ
そ
う
い
う
身
近
な
経
済
学
の
方
が
非
常
に
力

を
持
っ
て
き
て
る
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

【
吉
川
】　
し
か
し
マ
ク
ロ
の
問
題
と
い
う
の
は
消
え
な
い
で
す
か
ら
。

【
塚
本
】　
消
え
な
い
で
す
よ
ね
。
今
で
は
標
準
的
な
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
ミ
ク
ロ
基
礎
づ
け
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
、
そ
れ
に
も
や
っ
ぱ
り
、
吉
川
先
生
は
批
判
的
で
す
よ
ね
。『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
で
も
、
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
理
論
を
精
緻
化
す
る
な
か
で
、
最
適
化
す
る
企
業
の
「
対
称
均
衡
」
を
仮
定
し
て
モ
デ
ル
構
築

す
る
。
吉
川
先
生
は
そ
う
し
た
試
み
を
一
刀
両
断
さ
れ
、「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
精
神
と
は
無
縁
の
も
の
だ
」と
喝
破
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
う
い
う
理
論
モ
デ
ル
こ
そ
が
、
所
詮
は
理
論
家
の
知
的
遊
戯
に
過
ぎ
な
い
と
大
変
手
厳
し
い
。

【
吉
川
】　
そ
れ
が
「
経
済
学
学
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
塚
本
】　
そ
う
す
る
と
、
マ
ク
ロ
経
済
学
で
固
有
の
問
題
と
い
う
の
は
、
マ
ク
ロ
固
有
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
っ
て
こ
と
な
ん

で
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
そ
う
で
す
。
結
局
は
「
ド
マ
ク
ロ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
塚
本
】　
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
立
ち
返
る
の
は
、
た
と
え
ば
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
の
有
効
需
要
の
原
理
、
こ

れ
は
も
う
重
要
だ
っ
て
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
え
え
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
ね
。
今
日
、
何
回
も
お
話
し
た
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
派
は
、
重
要
な
ツ
ー

ル
と
し
て
、
「
統
計
」
を
非
常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
ご
存
知
の
エ
ン
ゲ
ル
が
プ
ロ
シ
ア
の
統
計
局
長
で
、
あ
の
有
名
な
エ
ン
ゲ

ル
係
数
の
人
で
す
が
、
ど
う
い
う
統
計
を
作
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
と
き
、
そ
こ
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
と
い
け
な
い
。
ま
さ
に

そ
こ
な
ん
で
す
ね
。
身
近
な
こ
と
で
い
う
な
ら
ば
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
育
む
た
め
に
は
、
経
済
学
の
古
典
な
ど
基
本
文
献
を
丹
念
に
読

む
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
今
回
の
塚
本
さ
ん
の
『
経
済
学
の
冒
険
』
の
よ
う
な
書
評
集
は
、「
経
済
学
の
基
本
書
を
読
む
」
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と
い
う
原
点
の
重
要
性
を
問
い
か
け
る
も
の
と
し
て
貴
重
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

【
塚
本
】　
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
っ
て
い
う
の
は
、
か
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
理
論
を
構
築
す
る

前
に
個
々
の
経
済
学
者
が
も
つ
「
経
済
を
見
る
眼
」
で
す
よ
ね
。
ビ
ジ
ョ
ン
や
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
ど
う
や
っ

て
よ
り
力
強
く
培
っ
て
い
く
か
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
も
ち
ろ
ん
経
済
学
の
古
典
に
通
暁
し
、
歴
史
的
な
セ
ン
ス
を

い
っ
そ
う
磨
く
と
い
う
の
が
地
道
な
努
力
に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
。

【
吉
川
】　
そ
れ
は
「
経
済
学
学
」
の
反
対
な
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
「
現
実
を
見
る
」
と
い
う
こ
と
。「
歴
史
を
見
る
」
と
い
う
こ
と
。

ド
イ
ツ
と
い
う
国
を
、
歴
史
学
派
の
人
た
ち
は
一
生
懸
命
に
見
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、
ど
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
問
題

と
し
て
の
「
格
差
」
が
大
問
題
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
「
社
会
政
策
」
と
い
う
大
き
な
政
策
の
柱
を
考
え
た
。
先
ほ
ど

彼
ら
は
み
な
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
非
常
に
影
響
を
受
け
た
と
お
話
し
し
た
の
だ
け
ど
、「
社
会
主
義
」
と
い
う
言
葉
も

彼
ら
は
使
う
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
本
を
書
い
て
、
か
の
ビ
ス
マ
ル
ク
に
謹
呈
し
た
と
き
そ
こ
で
「
社
会
主

義
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
と
こ
ろ
ビ
ス
マ
ル
ク
が
、「
私
も
社
会
主
義
者
だ
、
プ
ロ
シ
ア
の
国
王
は
貧
者
の
国
王
だ
」
と
い
う

礼
状
を
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
書
い
て
き
た
。
事
実
、
世
界
で
最
初
に
公
的
な
医
療
保
険
を
導
入
し
た
の
は
ビ
ス
マ
ル

ク
で
す
。
そ
れ
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ビ
ス
マ
ル
ク
に
し
て
も
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
革

命
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
的
な
社
会
主
義
に
移
行
す
る
と
い
う
考
え
に
は
絶
対
反
対
な
ん
だ
け
ど
、「
格
差
の
問
題
」

に
は
非
常
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
是
正
す
る
の
が
社
会
主
義
な
ら
ば
、
ビ
ス
マ
ル
ク
曰
く
、
私
も
社
会
主
義
者
だ
と
。

今
回
の
本
に
も
随
分
書
か
れ
て
い
る
、
塚
本
さ
ん
の
関
心
の
あ
る
伊
藤
誠
先
生
晩
年
の
「
社
会
主
義
か
資
本
主
義
か
」
と
い
う
問

題
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
派
の
人
た
ち
の
最
大
の
関
心
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

　
最
近
、
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
と
か
斉
藤
幸
平
さ
ん
と
か
、
ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
か
、
誰
で
も
い
い
ん
で
す
け
ど
、
あ

あ
い
う
感
じ
の
こ
と
と
い
う
の
は
、
私
は
か
な
り
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
人
た
ち
の
問
題
意
識
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
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い
か
と
思
い
ま
す
。

【
塚
本
】　
だ
い
た
い
一
〇
〇
年
く
ら
い
前
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
そ
う
で
す
ね
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
く
ら
い
前
。
繰
り
返
し
に
な
る
け
ど
、
戦
前
の
日
本
に
は
か
な
り
輸
入
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。
翻
訳
を
通
し
て
ね
。
繰
り
返
し
言
っ
た
と
お
り
、
ド
イ
ツ
の
経
済
学
と
い
う
の
は
国
際
的
に
は
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
で
忘

れ
さ
ら
れ
た
と
い
う
か
、
そ
の
こ
と
は
残
念
だ
と
思
う
。

【
塚
本
】　
経
済
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
て
も
、
現
在
は
吉
川
先
生
が
い
ま
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
内
容
の
学
問
を
教
え
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
消
失
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
も
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
。
事
前
の
対
談
用
フ
ァ
イ
ル

に
記
載
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
「
経
済
原
論
」
や
「
経
済
学
史
」
と
い
っ
た
専
門
科
目
な
ど
は
、
お
そ
ら
く

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
姿
を
消
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
教
え
る
教
員
が
い
て
も
、そ
れ
は
そ
の
大
学
の
専
任
教
員
（
テ
ニ
ュ
ア
）

で
は
な
く
非
常
勤
に
な
っ
て
い
く
。
経
済
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
礎
が
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
経
済
学
、
計
量
経
済
学
に
な
る
と
い
う

の
は
か
り
に
い
い
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
っ
て
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
吉
川
先
生
が
さ
き
ほ
ど
か
ら
指
摘
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
歴
史
・
思
想
系
の
科
目
や
、
私
が
刊
行
し
た
今
回
の
『
経
済
学
の
冒
険
』
の
よ
う
な
本
を
読
む
こ
と
の
重
要
性
の
よ

う
な
も
の
も
忘
れ
ら
れ
て
い
き
、
そ
う
な
る
と
忘
れ
ら
れ
た
も
の
を
も
う
一
回
や
り
直
そ
う
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
機
運
そ
れ
自

体
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
作
り
直
し
て
い
こ
う
っ
て
い
う
こ
と
も
そ
も
そ
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
学
ぶ
機
会
が
そ
も
そ
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
危
機
的
な
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
話
題
を
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
岩
井
克
人
先
生
の
話
を
ち
ょ
っ
と
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
『
経

済
学
の
冒
険
』
で
は
、
岩
井
先
生
の
本
や
最
終
講
義
の
記
録
な
ど
多
く
を
扱
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
じ
つ
は
本
書
は
、
岩
井
先
生

の
『
経
済
学
の
宇
宙
』
へ
の
大
い
な
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
な
ん
で
す
。『
経
済
学
の
宇
宙
』
の
装
幀
を
担
当
さ
れ

た
水
戸
部
功
さ
ん
に
本
書
の
装
幀
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
話
を
も
と
に
戻
す
と
、
た
し
か
吉
川
先
生
が
エ
ー
ル
大
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学
大
学
院
に
留
学
に
行
か
れ
た
頃
に
は
、
す
で
に
岩
井
先
生
は
助
教
授
と
し
て
教
え
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
え
え
、
そ
う
で
す
。
私
は
、
岩
井
さ
ん
を
大
変
に
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
岩
井
さ
ん
は
彼
ら
と
は
次
元
が
違
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
五
年
上
で
す
け
ど
、
岩
井
先
生
の
名
前
と
の
出
会
い
は
、
大
学
の
四
年
生
の
時
だ
と
思
う
。
私
の
前
に
こ
う
い
う
人
が
い

る
ん
だ
っ
て
、
な
ん
て
い
う
か
屹
立
し
た
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね
。
岩
井
さ
ん
は
た
ぶ
ん
一
九
六
九
年
く
ら
い
の
卒
業
で
す
。

【
塚
本
】　
そ
う
で
す
ね
。
東
大
を
一
九
六
九
年
六
月
に
卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

【
吉
川
】　
い
わ
ゆ
る
東
大
紛
争
が
六
八
年
で
、
経
済
学
部
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
大
学
の
授
業
は
無
し
、

大
学
自
体
も
封
鎖
さ
れ
て
、
そ
の
頃
、
宇
沢
弘
文
先
生
が
シ
カ
ゴ
か
ら
戻
ら
れ
て
、
当
時
の
日
本
開
発
銀
行
、
い
ま
の
政
投
銀
の

設
備
投
資
研
究
所
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
や
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
岩
井
さ
ん
の
学
年
の
熱
心
で

よ
く
で
き
る
優
秀
な
学
生
を
集
め
て
、
宇
沢
ゼ
ミ
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
の
が
、
岩
井
克
人
さ
ん
、
奥
野
正

寛
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
が
石
川
経
夫
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
同
志
社
で
ず
っ
と
教
え
ら
れ
て
い
た
篠
原

総
一
さ
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
宇
沢
先
生
が
指
導
し
て
、
彼
ら
が
英
語
の
論
文
を
書
い
た
。
そ
の
英
語
の
論
文
を
、
当
時
で
す
か
ら

タ
イ
プ
で
打
っ
た
、
論
文
集
、
そ
れ
が
設
研
か
ら
出
た
。
そ
れ
で
学
部
の
四
年
の
と
き
に
宇
沢
先
生
か
ら
「
こ
う
い
う
の
が
あ
る

ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
、「
君
ら
の
五
年
先
輩
は
こ
う
い
う
調
子
だ
っ
た
ん
だ
」
っ
て
感
じ
で
渡
さ
れ
て
、
我
々
は
ガ
ー
ン
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　
大
学
四
年
で
卒
業
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
ま
で
の
、
つ
ま
り
三
月
末
の
学
部
大
学
最
後
の
三
ヶ
月
と
、
卒
業
し
た
最
初
の
三
ヶ

月
く
ら
い
の
せ
い
ぜ
い
半
年
く
ら
い
の
間
に
、
そ
う
し
た
英
語
の
論
文
を
書
い
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
岩
井
さ
ん
の
最
初
の
出

世
作
だ
っ
た
。
そ
れ
が
も
う
荒
方
タ
イ
プ
で
で
き
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
を
持
っ
て
М
Ｉ
Ｔ
に
留
学
し
て
、そ
の
英
語
論
文
を
ロ
バ
ー

ト
・
ソ
ロ
ー
に
見
せ
て
、
そ
れ
で
ソ
ロ
ー
も
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。
岩
井
さ
ん
の
『
経
済
学
の
宇
宙
』
に
あ
る
け
れ
ど
、
そ

れ
で
論
文
を
学
術
雑
誌
に
送
れ
と
い
う
こ
と
で
、
彼
の
最
初
の
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
大
学
院
の
一
年
生
の
時
、「
最
適
経
済
成
長
」
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五

に
つ
い
て
の
論
文
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
書
い
た
。
ま
ず
は
、
そ
れ
が
私
と
岩
井
さ
ん
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
あ
り
え

る
の
か
っ
て
ね
。
自
分
と
比
べ
て
大
学
を
卒
業
す
る
と
き
に
こ
れ
ほ
ど
の
水
準
だ
っ
た
の
か
と
い
う
感
じ
で
、
五
年
先
輩
の
人
た

ち
は
本
当
に
偉
大
だ
と
思
っ
た
。
私
も
宇
沢
先
生
に
卒
業
し
て
す
ぐ
ア
メ
リ
カ
に
行
け
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
だ
い
て
ア

メ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き
に
、
岩
井
さ
ん
は
エ
ー
ル
、
石
川
さ
ん
は
ハ
ー
バ
ー
ド
、
奥
野
さ
ん
が
イ
リ
ノ
イ
だ
っ
た
か
な
、
皆
さ
ん

そ
う
い
う
大
学
で
教
え
て
い
た
。
私
は
一
九
七
四
年
三
月
に
大
学
を
卒
業
し
て
、
六
月
く
ら
い
に
エ
ー
ル
に
行
っ
た
。
そ
れ
で
岩

井
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
が
七
月
か
八
月
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
た
し
か
一
九
七
四
年
七
月
く
ら
い
だ
っ
た
。
九
月
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
行
く
と
い
う
こ
と
で
、
英
語
の
勉
強
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
だ
け
で
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
た
の
で
す
が
、
エ
ー
ル

の
ド
ミ
ト
リ
ー
に
入
れ
て
、
あ
る
日
岩
井
さ
ん
の
研
究
室
に
訪
ね
て
行
っ
た
と
い
う
の
が
最
初
の
出
会
い
で
す
。

　
岩
井
さ
ん
が
私
に
「
最
初
に
こ
れ
を
読
ん
で
み
た
ら
」
と
言
っ
て
、
論
文
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
そ
れ
が
ロ
バ
ー
ト
・
ル
ー

カ
ス
の
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
一
生
懸
命
に
読
ん
だ
け
ど
、
ル
ー
カ
ス
理
論
の
真
意
、
お
と
し

ど
こ
ろ
と
い
う
の
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
岩
井
さ
ん
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
、
な
る
ほ
ど
と
。
日
本
で
は
ル
ー
カ
ス
な
ん
て

聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
一
九
七
二
年
の
ル
ー
カ
ス
の
い
ち
ば
ん
難
し
い
論
文
で
す
。
岩
井
さ
ん
は
そ
の
頃
す
で
に
「
不
均
衡

動
学
」
を
や
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
私
の
大
学
院
時
代
と
い
う
の
は
、
岩
井
さ
ん
の
悪
戦
苦
闘
の
時
代
と
重
な
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
私
に
と
っ
て
は
、
岩
井
さ
ん
は
先
生
で
す
。
実
際
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
博
士
論
文
の
指
導
教

官
の
ひ
と
り
で
し
た
。
チ
ェ
ア
マ
ン
（
主
査
）
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ビ
ン
で
す
が
、
セ
カ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
（
副
査
）
は
岩
井
さ

ん
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
フ
ォ
ー
マ
ル
に
先
生
で
す
。
岩
井
さ
ん
と
は
七
四
年
に
出
会
っ
た
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
以

来
、
も
う
五
〇
年
で
す
か
、
そ
ん
な
時
期
に
な
る
ん
で
す
ね
。
塚
本
さ
ん
の
今
回
の
本
に
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
て
、
塚
本
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
よ
く
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
ど
、
岩
井
さ
ん
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
九
九
％
の
経
済
学
者
と
次
元
が
違
う
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
ね
。
そ
の
意
味
で
、
本
当
に
尊
敬
に
値
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
が
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
も
ら
え
ば
私
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五
六

は
拍
手
を
送
り
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

【
塚
本
】　
岩
井
先
生
の
「
不
均
衡
動
学
」
は
ど
う
い
う
評
価
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
、
現
時
点
か
ら
見
て
。
岩
井
先
生
ご
自
身
、

最
近
は
不
均
衡
動
学
の
「
現
代
版
」
に
挑
ま
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
塚
本
さ
ん
が
今
回
の
対
談
用
の
文
書
フ
ァ
イ
ル

の
な
か
で
『
経
済
学
の
宇
宙
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
岩
井
さ
ん
ご
自
身
が
、「
自
分
の
仕
事
（
不
均
衡
動
学
）
は
経

済
学
の
宇
宙
に
は
何
ら
波
紋
を
起
こ
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
客
観
的
に
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
岩
井
さ
ん
の
仕
事
の
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
私
は
今
の
経
済
学
の
教
科
書
の
ほ
う
が

お
か
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
を
言
っ
た
と
こ
ろ
で
い
か
ん
と
も
し
難
い
。
経
済
学
が
な
ん
て
い
う
の
か
、
ひ
と
つ
の

マ
シ
ー
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
塚
本
】　
岩
井
先
生
と
は
今
で
も
お
付
き
合
い
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

【
吉
川
】　
は
い
。
岩
井
先
生
も
高
齢
に
な
ら
れ
て
、
年
に
一
回
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
お
会
い
し
て
い
ま
す
。
岩

井
さ
ん
が
ゲ
ー
ム
理
論
に
ど
ん
な
印
象
を
も
た
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
気
に
な
り
ま
す
。

【
塚
本
】　
宇
沢
先
生
の
「
社
会
的
共
通
資
本
」
の
理
論
に
対
す
る
岩
井
さ
ん
の
評
価
に
つ
い
て
、
吉
川
先
生
ご
自
身
は
ど
う
み
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

【
吉
川
】　
私
は
岩
井
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。
我
々
が
教
え
て
い
た
だ
い
た
頃
は
髭
が
な
か
っ

た
で
す
か
ら
ね
。
か
な
り
ス
リ
ム
で
ツ
ル
ッ
と
し
た
宇
沢
先
生
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
「
宇
沢
マ
ー
ク
１
」
と
、
髭
を
は
や
さ
れ
て

か
ら
の
「
宇
沢
マ
ー
ク
２
」。「
マ
ー
ク
２
」
で
社
会
的
共
通
資
本
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、ま
ず
は
『
自
動
車
の
社
会
的
費
用
』（
岩

波
新
書
、
一
九
七
四
年
）
は
、
こ
れ
は
本
当
に
歴
史
に
残
る
宇
沢
先
生
の
最
大
の
仕
事
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
な
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
宇
沢
先
生
は
ご
存
知
の
通
り
、
農
業
、
医
療
、
教
育
な
ど
と
い
ろ
ん
な
分
野
で
社
会
的
共
通
資
本
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
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す
が
、
私
が
ひ
と
つ
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
宇
沢
先
生
が
社
会
と
か
、
人
の
集
団
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
持
た
れ
て
い
た
の

は
、
一
高
時
代
の
思
い
出
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
旧
制
高
校
時
代
、
そ
こ
は
あ
る

意
味
、
特
殊
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
マ
ー
ク
２
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
宇
沢
先
生
は
い
ろ
ん
な

地
域
で
、
い
ろ
ん
な
関
係
の
人
た
ち
と
実
際
に
直
接
に
会
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
成
田
で
も
そ
れ
か
ら
水
俣
で
も
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
で
き
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
の
も
、
あ
る
種
一
様
で
、
そ
の
限
り
で
は
特
殊
と
い
え
ば
特
殊
で
す
ね
。

た
ぶ
ん
、
宇
沢
先
生
が
一
番
嫌
っ
た
で
あ
ろ
う
言
葉
が
「
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
」
と
か
、
そ
の
よ
う
な
文
言
で
す
。
何
を
言
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
宇
沢
先
生
は
「
人
間
の
善
意
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
、
全
幅
の
信
頼
を
持
た
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
善
意
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
ね
。
し
か
し
私
か
ら

す
る
と
、
私
が
こ
の
目
で
見
て
い
る
社
会
で
は
、
必
ず
し
も
現
実
に
そ
れ
は
成
り
立
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
も
う
少
し
は
っ
き
り
言
え
ば
、
医
療
、
農
業
、
教
育
、
も
ち
ろ
ん
ど
れ
も
大
事
で
す
。
宇
沢
先
生
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
う
あ
る
べ
き
だ
、
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
異
論
は
な
い
。
問
題
は
そ
の
次
で
す
。
で
は
、
医
師

会
、
農
協
、
日
教
組
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
と
き
に
、
率
直
に
言
っ
て
、
医
療
が
大
事
、
農
業
が
大
事
、
教
育
が
大
事
と
い
う

こ
と
と
、
既
存
の
団
体
と
し
て
の
医
師
会
、
農
協
、
日
教
組
の
評
価
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
私

の
認
識
で
す
。
実
際
、
今
あ
げ
た
よ
う
な
団
体
に
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
こ
に
つ
い
て
、
宇
沢
先
生
は

そ
う
い
う
認
識
を
持
た
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま
す
ね
。

【
塚
本
】　
そ
こ
は
逆
に
い
え
ば
、
人
間
の
善
意
を
信
用
し
す
ぎ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。

【
吉
川
】　
信
用
し
す
ぎ
た
と
宇
沢
先
生
を
批
判
し
た
い
と
は
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
。だ
け
ど
現
実
論
に
な
っ
た
と
き
の
問
題
で
す
。

「
日
本
の
半
分
は
農
業
で
い
い
」
と
言
っ
て
本
当
に
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
を
農
業
に
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
現
実
論
と
し

て
ど
う
な
の
か
と
思
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
も
医
療
、
農
業
、
あ
る
い
は
教
育
が
、
非
常
に
我
々
の
社
会
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
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五
八

で
、
そ
れ
は
宇
沢
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
、
あ
る
種
の
「
社
会
的
共
通
資
本
」
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
私
は
素

直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
「
コ
モ
ン
ズ
」
だ
と
い
う
の
も
。
た
だ
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
ど
、そ
の
次
の
段
階
に
い
っ

た
と
き
に
、
医
師
会
、
農
協
、
日
教
祖
が
、
宇
沢
先
生
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
意
味
で
の
「
社
会
的
共
通
資
本
」
と
し
て
の
医

療
、
農
業
、
教
育
を
本
当
に
守
っ
て
く
れ
る
団
体
な
の
か
と
い
う
と
そ
こ
は
違
う
。

【
塚
本
】　
岩
井
先
生
が
影
響
を
受
け
て
い
る
の
が
、
宇
沢
先
生
の
『
社
会
的
共
通
資
本
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
あ
っ

た
「
フ
ィ
デ
ィ
シ
ャ
リ
ー
」
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
は
市
場
で
も
な
い
し
、
国
家
（
官
僚
機
構
）
で
も
な
い
し
、
あ
る
種
の
「
信
託
」

と
い
う
か
、
「
社
会
的
共
通
資
本
」、「
コ
モ
ン
ズ
」
を
最
適
に
管
理
で
き
る
そ
う
い
う
「
信
託
」
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
話
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
問
題
な
ん
で
す
か
ね
。

【
吉
川
】　
岩
井
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
現
実
的
な
話
と
し
て
言
わ
れ
て
い
て
、そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業
は
と
も
か
く
、

医
療
・
教
育
な
ど
に
つ
い
て
は
、
も
う
半
分
死
語
に
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
か
つ
て
は
「
聖
職
」
、
先
生
、
あ
る
い
は
医
師
と
い

う
の
は
「
聖
職
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
聖
職
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、
岩
井
さ
ん
が
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
岩
井
さ
ん
流
に
言
え
ば
、
市
場
の
原
理
か
ら
ず
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
ず
れ

が
ど
う
に
か
し
て
資
本
主
義
社
会
を
破
滅
か
ら
救
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
本
来
は
強
欲
資
本
主
義
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
資
本
主
義
と
い
う
の
は
、
放
っ
て
お
け
ば
強
欲
で
、
そ
れ
で
い
っ
た
ら
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
け
ど
、
そ
の

原
理
か
ら
ず
れ
た
強
欲
の
反
対
の
よ
う
な
あ
る
種
の
「
倫
理
」
と
か
「
責
任
感
」、
そ
う
い
う
も
の
が
こ
の
社
会
の
安
定
を
保
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

【
塚
本
】　
吉
川
先
生
は
、
経
済
学
史
の
本
と
か
自
伝
は
書
か
れ
る
予
定
は
な
い
で
す
か
。

【
吉
川
】　
自
伝
は
な
い
で
す
よ
。
た
だ
経
済
学
に
つ
い
て
は
い
つ
か
語
っ
て
み
た
い
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ち
ょ
う
ど
お
話

し
し
た
よ
う
な
こ
と
を
で
す
。
率
直
な
感
慨
を
で
す
。
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五
九

【
塚
本
】　
ゲ
ー
ム
理
論
な
ん
か
も
、
東
大
は
わ
り
と
率
先
し
て
導
入
し
て
た
っ
て
印
象
で
す
。

【
吉
川
】　
そ
う
で
す
ね
。
マ
ク
ロ
も
そ
う
、
リ
ア
ル
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
と
か
。

【
塚
本
】

　
マ
ル
経
が
む
し
ろ
逆
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
て
、
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
っ
て
い
う
背
景
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

そ
れ
と
は
別
に
、
昔
の
セ
ミ
ナ
ー
で
岩
井
先
生
が
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
か
ら
逆
に
質
問
さ
れ
た
っ
て
と
い
う
話
も
、『
経
済
学
の
宇
宙
』

に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
お
前
の
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
パ
レ
ー
ト
最
適
を
満
た
し
て
い
る
の
か
」
っ
て
聞
か
れ
て
、「
い
や
、
そ

う
で
は
な
い
」
っ
て
岩
井
先
生
が
返
答
す
る
と
、
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
は
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
出
て
い
っ
た
っ
て
話
で
す
。
本
人
い
わ
く
、

岩
井
先
生
は
あ
ま
り
英
語
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
や
ル
ー
カ
ス
と
は
「
言
語
の
違
い
」
で
は
な
く
て
、「
理
論

の
世
界
の
違
い
」
の
対
立
だ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

【
吉
川
】　
そ
れ
以
外
の
岩
井
さ
ん
と
の
笑
い
話
は
、
一
回
、
イ
タ
リ
ア
の
シ
エ
ナ
の
学
会
で
の
で
き
ご
と
で
す
。

【
塚
本
】　
そ
の
こ
と
を
岩
井
さ
ん
は
『
経
済
学
の
宇
宙
』
に
書
か
れ
て
ま
す
ね
。
故
石
川
先
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
吉
川
先
生
が
尽
力
し
て
立
て
直
さ
れ
た
と
。

【
吉
川
】　
そ
の
流
れ
で
し
た
か
ね
。
そ
れ
と
は
別
に
、
シ
エ
ナ
大
学
で
三
日
く
ら
い
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
岩

井
さ
ん
と
二
人
で
行
っ
た
ん
で
す
。
実
は
そ
の
あ
い
だ
に
石
川
先
生
が
亡
く
な
っ
た
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
あ
あ
い
う

コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
は
、
始
ま
る
日
の
朝
に
レ
ジ
ス
タ
ー
す
る
わ
け
で
す
。
会
場
三
〇
人
く
ら
い
で
、
前
の
日
か
ら
シ
エ
ナ
大
学
に

泊
ま
り
込
ん
で
、翌
朝
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
朝
食
を
食
べ
て
い
た
。
岩
井
さ
ん
と
私
が
食
べ
て
い
た
ら
、プ
レ
ス
コ
ッ
ト
が
や
っ

て
き
て
「
座
っ
て
い
い
か
」
と
言
わ
れ
て
、
岩
井
さ
ん
も
私
も
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
の
顔
を
知
ら
な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
深
く
考
え
な

い
で
「
ど
う
ぞ
」
っ
て
感
じ
で
。
そ
う
し
た
ら
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
が
、
こ
の
二
〇
年
、
三
〇
年
の
マ
ク
ロ
経
済
学
が
い
か
に
発
展
し

た
か
と
か
、
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
レ
ス
が
あ
っ
て
、と
か
そ
う
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
。自
己
紹
介
と
か
何
も
な
く
、じ
ゃ

あ
後
で
み
た
い
な
。
あ
あ
、
あ
れ
が
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
だ
な
っ
て
、
岩
井
さ
ん
と
二
人
で
言
っ
て
た
ら
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
の
を
思
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六
〇

い
出
し
ま
す
け
ど
ね
。

【
塚
本
】　
マ
ク
ロ
経
済
学
に
対
す
る
吉
川
先
生
の
評
価
と
は
真
逆
で
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
そ
う
、
真
逆
で
す
ね
。
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
が
い
う
マ
ク
ロ
経
済
学
の
進
歩
が
あ
っ
た
と
い
う
そ
の
「
進
歩
」
に
つ
い
て
、

実
は
シ
エ
ナ
の
人
た
ち
み
ん
な
批
判
的
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
は
メ
ジ
ャ
ー
な
経
済
学
者
が
何
人
も
い
て
、
た
と
え
ば
フ
ラ

ン
ク
・
ハ
ー
ン
と
か
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ー
モ
ル
と
か
み
な
批
判
的
だ
っ
た
の
だ
け
ど
、
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
は
、
な
ん
と
い
え
ば
い

い
の
か
、
「
カ
エ
ル
の
面
に
小
便
」
と
で
も
言
う
ん
で
す
か
ね
、
し
れ
っ
と
し
て
、「
は
い
は
い
、
ま
た
こ
う
い
う
批
判
で
す
ね
」

み
た
い
な
ね
。
ま
あ
、そ
れ
は
ル
ー
カ
ス
も
同
じ
だ
っ
た
け
ど
。
そ
の
こ
と
は
ど
こ
か
で
自
分
の
本
に
書
い
た
と
思
う
け
ど
、ル
ー

カ
ス
が
エ
ー
ル
に
来
て
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
た
と
き
、
あ
る
人
が
「
あ
な
た
の
モ
デ
ル
の
中
に
は
非
自
発
的
な
失
業
が
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
、
「
失
業
っ
て
い
う
け
ど
、
全
部
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
で
、
イ
ン
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
非
自
発
的
な
失
業
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
ル
ー
カ
ス
が
せ
せ
ら
笑
っ
て
、「
い
い
で
す
か
、
あ
な
た
は
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
先
生
で
し
ょ
。
い
ま
ど
き

先
生
で
も
非
自
発
的
失
業
な
ん
て
馬
鹿
な
こ
と
を
言
う
人
が
エ
ー
ル
に
は
い
る
ん
で
す
か
」
と
。
シ
カ
ゴ
で
は
学
部
の
学
生
で
も

非
自
発
的
失
業
な
ん
て
馬
鹿
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
追
い
出
す
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
よ
。「
失
業
」
と
い
う
の
は
定
義
に
よ
っ
て
職

探
し
な
ん
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
失
業
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
経
済
行
為
だ
。「
非
自
発
的
失
業
」
と
い
う
の
は
意
味
不
明
の
言
葉
な

ん
だ
と
。
ル
ー
カ
ス
（
ボ
ブ
）
が
そ
ん
な
調
子
で
や
っ
て
た
ら
、
ト
ー
ビ
ン
が
し
び
れ
を
切
ら
し
て
言
っ
た
。“

B
o
b
, y

o
u

 a
re 

v
ery

 b
rillia

n
t. H

o
w

ev
er, y

o
u

 h
a
v
e a

 b
ig

 d
isa

d
v
a
n

ta
g

e. I sa
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o
u
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n
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【
塚
本
】　
見
て
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
、
ト
ー
ビ
ン
は
。
で
も
ル
ー
カ
ス
（
ボ
ブ
）、
あ
な
た
は
見
て
な
い
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

【
吉
川
】　
そ
う
で
す
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
、
ト
ー
ビ
ン
ソ
ロ
ー
は
み
な
「
グ
レ
ー
ト
・
デ
ィ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
世
界
大
恐
慌
）」

と
い
う
の
を
一
〇
代
で
経
験
し
て
、
そ
れ
で
み
な
経
済
学
者
に
な
っ
た
。
ル
ー
カ
ス
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
九
八
〇
年
頃
で
す
が
、

そ
れ
か
ら
四
〇
年
経
っ
て
、
現
状
は
も
っ
と
ひ
ど
く
な
っ
て
る
っ
て
い
う
の
が
私
の
気
持
ち
で
す
。
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六
一

【
塚
本
】　
さ
き
ほ
ど
の
話
に
戻
っ
て
い
え
ば
、
ル
ー
カ
ス
は
経
済
学
を
「
知
的
遊
戯
」
に
変
え
て
し
ま
っ
た
、
今
日
の
テ
ー
マ
で

い
う
ま
さ
に
「
経
済
学
学
」
で
す
。

【
吉
川
】　
経
済
学
の
中
心
地
は
ア
メ
リ
カ
で
す
ね
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
貌
と
い
う
の
が
あ
る
。
経
済
学
は
や
は
り
社
会

科
学
で
あ
り
、
自
然
科
学
、
数
学
と
は
違
う
。
社
会
の
影
響
を
ど
う
し
て
も
受
け
る
わ
け
で
す
。
会
社
の
あ
り
方
と
か
金
融
市
場

と
同
様
に
学
問
も
影
響
を
受
け
る
。
こ
の
五
〇
年
で
ア
メ
リ
カ
の
社
会
は
悪
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
そ
う
し
た
こ
と

が
い
ろ
ん
な
面
で
反
映
さ
れ
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
な

か
で
、
今
回
の
塚
本
さ
ん
の
本
に
あ
る
よ
う
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
格
差
な
ど
に
よ
り
風
向
き
が
変
わ
っ
て
き
た
。
皮
肉
な
こ

と
に
、
こ
こ
二
〇
年
く
ら
い
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
ア
メ
リ
カ
社
会
が
悪
く
な
っ
て
、
岩
井
さ
ん
は
元
気
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ア
メ
リ
カ
経
済
が
ず
っ
と
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ま
ま
だ
っ
た
ら
、
岩
井
さ
ん
に
は
出
番
が
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
格
差
の
問
題
か
ら
始
ま
っ
て
、
今
や
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
天
下
も
終
り
つ
つ
あ
る
。
会
社

で
も
「
強
欲
経
営
者
」
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
な
っ
た
。
岩
井
さ
ん
の
「
会
社
は
誰
の
も
の
か
」
の
先
見
性

は
明
ら
か
だ
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
て
み
れ
ば
、
や
は
り
自
由
放
任
主
義
と
い
う
の
は
本
質
的
な
不
安
定
性
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
が
起
き
る
と
、
さ
す
が
に
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
は
お
と
な
し
く
な
っ
た
。
た

だ
問
題
は
、
学
問
の
世
界
で
は
、
そ
れ
が
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
言
で
い
え
ば
、「
シ
カ
ゴ
経
済
学
」
が
ず
っ
と
生
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

【
塚
本
】　
岩
井
先
生
は
、「
現
実
が
自
分
の
理
論
に
追
い
つ
い
た
」
っ
て
い
わ
れ
ま
す
。
不
均
衡
動
学
も
そ
う
で
す
し
、
会
社
論

も
そ
う
で
す
し
、
よ
う
や
く
現
実
が
自
分
の
理
論
に
近
づ
い
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
控
え
め
な
言
い
方
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
。

【
吉
川
】　
岩
井
さ
ん
に
と
っ
て
は
「
グ
ッ
ド
・
フ
ォ
ー
・
ヒ
ム
」。

【
塚
本
】　
岩
井
先
生
は
、
経
済
学
は
倫
理
を
葬
り
去
る
こ
と
で
成
立
し
た
学
問
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
資
本
主
義
や
そ
れ
を
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六
二

基
礎
づ
け
る
貨
幣
、
そ
し
て
人
間
社
会
に
お
け

る
倫
理
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
が
あ
ら
た
め
て

切
実
に
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。
今
日
は
長
時
間
に
及
ん
で
、
経
済

学
が
直
面
し
て
い
る
現
状
や
今
後
の
ゆ
く
え
、

そ
し
て
私
が
『
経
済
学
の
冒
険
』
で
多
く
取
り

上
げ
て
い
る
岩
井
先
生
や
宇
沢
先
生
に
つ
い
て

も
、
吉
川
先
生
か
ら
大
変
に
興
味
深
く
貴
重
な

お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉川洋先生（左）と著者

財務省財務総合研究所・名誉所長室にて（2023 年 9 月 13 日）
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一

趣
旨
と
ね
ら
い

―
「
自
著
紹
介
」
と
「
対
談
」
と
し
て
の
論
説

　
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険

―
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
＆
ガ
イ
ド
１
０
０
』（
読
書
人
、
二
〇
二
三
年
九
月
五
日
、
同
年
一
二
月
八
日

第
二
刷
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
を
「
論
説
」
と
し
て
寄
稿
す
る
ね
ら
い
を
一
言
で
い
え
ば
、「
自
著
紹
介
」
で
す
。
よ
り

正
確
に
述
べ
れ
ば
、
本
書
を
め
ぐ
っ
て
吉
川
洋
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
と
「
対
談
」
さ
せ
て
い
た
だ
き
（
二
〇
二
三
年
九

月
一
三
日
、
場
所
は
財
務
省
財
務
総
合
研
究
所
・
名
誉
所
長
室
）、
そ
の
対
談
の
た
め
に
事
前
に
作
成
し
、
吉
川
先
生
に
も
お
送

り
し
て
あ
っ
た
自
著
紹
介
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、
吉
川
先
生
へ
の
質
問
事
項
を
多
く
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
吉
川
洋
先

生
と
岩
井
克
人
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
お
二
人
に
「
帯
推
薦
文
（
表
紙
）」
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
意
味

内
容
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
以
下
の
諸
論
点
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
語
り
直
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
拙
著
『
経

済
学
の
冒
険
』
の
刊
行
に
む
け
て
考
え
て
き
た
こ
と
を
吉
川
先
生
に
投
げ
か
け
、
拙
著
を
自
分
自
身
で
よ
り
内
在
的
に
把
握
し
俯

〔
論

　
説
〕

『
経
済
学
の
冒
険
』
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

　
 

な
に
を
語
り
、
ど
こ
を
目
指
す
か 

　

塚
　
本
　
恭
　
章
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二

瞰
視
す
る
た
め
の
機
会
と
も
捉
え
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
経
済
学
の
冒
険
」
を
続
け
る
た
め
の
作
業
で
す
。
実
際
の
対

談
内
容
は
、
本
稿
の
あ
と
に
別
途
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
稿
と
対
談
原
稿
の
両
方
を
通
読
し
て
い
た
だ
く
と
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

実
際
の
対
談
は
本
稿
の
順
序
に
沿
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
拙
著
の
内
容
そ
の
も
の
と
の
関
連
性
も
あ
ま
り
な
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
吉
川
先
生
が
対
談
を
つ
う
じ
て
発
せ
ら
れ
た
経
済
学
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
的
見
解
、
こ
れ
か

ら
の
経
済
学
の
あ
り
方
へ
の
提
言
、
先
輩
の
岩
井
さ
ん
や
師
の
故
宇
沢
弘
文
先
生
の
学
問
と
そ
の
個
人
史
的
回
顧
な
ど
は
と
て
も

興
味
深
い
豊
か
な
内
容
を
た
ぶ
ん
に
含
ん
で
い
ま
す
。
事
前
に
準
備
し
た
「
自
著
紹
介
」
と
実
際
の
「
対
談
内
容
」
を
あ
わ
せ

て
読
む
こ
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
た
い
で
す
。
対
談
内
容
の
縮
約
版
は
、「
週
刊
読
書
人
」
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
四
日
、
第

三
五
一
六
号
、
二
面
に
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
自
著
紹
介

―
目
次
構
成
〉

〇
）
は
じ
め
に
―
『
経
済
学
の
冒
険
』
刊
行
に
あ
た
っ
て

一
）
「
本
」
を
読
ん
で
、「
書
評
」
す
る

　
　
一

－

一
）
東
大
「
吉
川
研
究
室
」
は
小
さ
な
図
書
館
？

　
　
一

－

二
）
「
書
評
文
化
」
を
守
る

二
）
「
選
書
」
っ
て
や
っ
ぱ
り
難
し
い
？

　
　
二

－
一
）
選
書
の
基
準

　
　
二

－

二
）
「
大
き
な
問
題
」
に
は
「
古
典
」
が
不
可
欠
？

三
）
「
経
済
学
史
」
か
ら
多
様
な
経
済
学
を

　
　
三

－

一
）
「
経
済
学
史
」
の
存
在
意
義
を
問
う
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三

　
　
三

－

二
）
主
流
派
経
済
学
批
判
を
め
ぐ
る
岩
井
と
吉
川

　
　
　
　
　
　
　
　
―
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
い
ま

四
）
「
人
間
の
経
済
」
を
求
め
た
宇
沢
弘
文

　
　
四

－

一
）
「
学
問
の
師
」
と
「
書
物
の
師
」

　
　
四

－

二
）
「
宇
沢
問
題
」
は
解
決
で
き
る
か

五
）
お
わ
り
に
―
「
経
済
学
の
冒
険
」
を
続
け
る
た
め
に

〇
）
は
じ
め
に
―
『
経
済
学
の
冒
険
』
刊
行
に
あ
た
っ
て

　
吉
川
洋
先
生
と
「
対
談
」
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
今
年
五
月
末
の
春
学
期
「
経

済
学
史
」
の
講
義
で
、
吉
川
先
生
の
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
の
「
帯
」
を
ふ
く
む
表
紙
カ
バ
ー

を
配
布
し
、
本
書
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
受
講
学
生
に
む
け
て
話
を
し
て
い
る
と
き
に
、
話
し
な
が
ら
「
対
談
相
手
を
ぜ
ひ
吉

川
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
、
突
然
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
。
た
だ
お
願
い
す
べ
き
な
の
か
、
ま
た

お
願
い
し
て
も
よ
い
の
か
は
だ
い
ぶ
悩
み
ま
し
た
。
す
で
に
「
帯
推
薦
」
の
文
章
を
書
い
て
戴
い
て
い
る
う
え
に
、
さ
ら
に
「
対

談
」
に
応
じ
て
ほ
し
い
と
は
厚
か
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
て
お
願
い
す
べ
き
か
逡
巡
し
な
が
ら
も
二
日
後
に
は
考
え
を

ま
と
め
て
、
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
た
と
こ
ろ
快
諾
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
快
諾
メ
ー
ル
を
頂
戴
し
た
と
き
は
嬉
し

さ
と
と
も
に
驚
き
ま
し
た
。
春
学
期
「
経
済
学
史
」
講
義
の
最
も
大
き
な
収
穫
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
も
と
も
と

春
学
期
授
業
で
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
と
ケ
イ
ン
ズ
と
い
う
二
人
の
経
済
理
論
家
に
焦
点
を
あ
て
て
お
り
、
こ
の
講
義
構
成
案
を

二
〇
一
一
年
度
赴
任
か
ら
ず
っ
と
継
続
し
て
い
る
の
は
、
吉
川
先
生
の
当
該
著
書
か
ら
の
影
響
で
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
中
で
の

― 428 ―



四

ひ
ら
め
き
は
偶
然
で
な
く
、む
し
ろ
必
然
だ
っ
た
の
か
し
れ
ま
せ
ん
（
一
年
次
の
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
「
経
済
学
へ
の
招
待
」
で
も
、

私
の
テ
ー
マ
は
「
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
：
貨
幣
と
革
新
の
経
済
思
想
史
」
で
す
の
で
、
こ
こ
に
も
そ
の
影
響
が
あ
り
ま

す
）
。

　
さ
ら
に
こ
の
点
は
、『
経
済
学
の
冒
険
』
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
も
述
べ
た
こ
と
で
す
が
、
わ
た
し
が
一
般
紙
に
書
評
し
始
め
て
か

ら
間
も
な
い
頃
に
、
吉
川
先
生
の
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
九
年
）

を
書
評
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
書
店
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
本
で
し
た
が
、
一
読
し
終
え
て
ぜ
ひ
書
評
で
き
な
い

か
と
考
え
、
当
時
の
「
図
書
新
聞
」
編
集
長
に
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
快
く
承
諾
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
書
評

に
吉
川
先
生
が
高
い
評
価
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、「
書
評
」
と
い
う
も
の
を
続
け
る
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
い
や
、
吉
川
先
生
は
一
般
紙
に
書
い
た
私
の
書
評
を
、
ま
さ
に
「
最
初
に
」
評
価
し
て
く
だ
さ
っ
た
研
究
者

で
あ
っ
た
の
で
す
。
吉
川
先
生
と
東
大
研
究
室
で
お
会
い
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
一
六
日
、
あ
の
日
か
ら
一
五
年
以
上
の

月
日
を
経
て
い
ま
す
。
本
書
は
一
五
年
分
の
さ
さ
や
か
な
書
評
集
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
当
初
は
「
一
冊
一
〇
〇
〇
字
で
一
〇
〇
冊
レ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
プ
ラ
ン
で
し
た
（
一
〇
万
字
で
二
五
〇
枚
。
コ

ン
パ
ク
ト
な
書
評
集
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
）。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
書
評
し
て
き
た
も
の
を
一
〇
〇
〇
字
に
縮
小
す
る
こ
と

に
は
大
き
な
困
難
が
と
も
な
い
、
ま
た
、
足
り
な
い
冊
数
を
補
う
た
め
に
新
た
に
書
評
し
て
い
く
と
な
る
と
、
多
大
な
時
間
を
要

す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
永
久
に
終
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
書
評
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
活
用
し
、「
ブ
ッ

ク
レ
ビ
ュ
ー
＆
ガ
イ
ド
」
と
し
て
一
〇
〇
冊
を
カ
バ
ー
す
る
プ
ラ
ン
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
て
、
よ
う
や
く
本
書
の
作

業
が
具
体
的
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
二
〇
二
二
年
九
月
末
に
父
が
死
去
し
、恩
師
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
誠
先
生
も
昨
年
二
〇
二
三
年
の
二
月
に
他
界
さ
れ
ま
し
た（
伊

藤
誠
先
生
へ
の
「
追
悼
文
」
は
拙
著
に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
）。
経
済
学
以
外
の
書
物
と
し
て
扱
っ
て
い
る
男
子
テ
ニ
ス
の
レ
ジ
ェ
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五

ン
ド
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ェ
デ
ラ
ー
は
二
〇
二
二
年
九
月
に
四
一
歳
で
現
役
引
退
し
、
作
家
の
森
村
誠
一
さ
ん
も
昨
年
二
〇
二
三
年

七
月
末
に
九
〇
歳
に
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
本
書
が
そ
う
し
た
出
来
事
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
九
月
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は

私
な
り
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
伊
藤
誠
先
生
の
遺
著
『『
資
本
論
』
と
現
代
世
界

―
マ
ル
ク
ス
理
論
家
の
追
憶
か
ら
』

が
、
拙
著
と
同
じ
二
〇
二
三
年
九
月
五
日
刊
行
と
い
う
の
も
何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
。

一
）「
本
」
を
読
ん
で
、
「
書
評
」
す
る

一

－

一
）
東
大
「
吉
川
研
究
室
」
は
小
さ
な
図
書
館
？

一

－

二
）
「
書
評
文
化
」
を
守
る

　
二
〇
〇
九
年
六
月
一
六
日
に
ご
一
緒
に
ラ
ン
チ
を
す
る
約
束
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
東
大
の
吉
川
研
究
室
を
訪
問
し
た
と
き
の

こ
と
が
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
入
室
す
る
な
り
、
研
究
室
内
に
は
、
ま
さ
に
「
本
、
本
、
本
」、
「
本
の
山
！
」

で
す
。
吉
川
先
生
の
デ
ス
ク
に
辿
り
着
く
ま
で
、
そ
っ
ー
ー
と
本
を
背
中
越
し
に
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
か
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
こ
こ
は
ま
る
で
「
小
さ
な
図
書
館
だ
な
」、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
、
吉
川
先
生
の
ご
自
宅
は
博
物
館
並
み
の
蔵

書
が
あ
る
と
ど
こ
か
ら
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
研
究
室
を
み
て
瞬
時
に
納
得
で
き
ま
し
た
（
東
大
の
博
士
課

程
一
年
次
に
、
青
学
の
根
岸
隆
先
生
の
研
究
室
を
一
度
だ
け
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
根
岸
先
生
の
研
究
室
に
は
い
わ

ゆ
る
経
済
学
の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
簡
素
よ
く
綺
麗
に
並
べ
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
）。
研
究
上
に
お
い
て
必
要
な
本
と
い
う
事
情

も
あ
る
は
ず
で
す
が
、私
に
は
そ
れ
以
上
に
、吉
川
先
生
に
と
っ
て
本
と
い
う
も
の
は
生
き
て
い
く
う
え
で
の
大
き
な
活
力
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
強
く
感
じ
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の
本
は
け
っ
し
て
「
経
済
学
」
分
野
に
限
定
さ
れ
え
な
い
は
ず
で
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六

す
。
吉
川
先
生
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
「
本
を
読
む
」
と
い
う
知
的
営
み
は
何
を
意
味
し
、
何
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。
た

と
え
ば
「
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
」
二
〇
二
〇
年
四
月
四
日
の
「
リ
ー
ダ
ー
本
棚
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
読
む
と
、
座
右
の
書

は
ケ
イ
ン
ズ
『
雇
用
・
利
子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
で
、
愛
読
書
に
は
、
大
内
力
『
国
家
独
占
資
本
主
義
』
や
宇
野
弘
蔵
『
経

済
原
論
』
な
ど
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
文
献
も
入
っ
て
い
る
の
が
と
り
わ
け
印
象
的
で
す
。
記
事
の
最
後
に
、「
読
書
は
私
に
と
っ

て
人
生
の
一
部
と
い
え
る
ほ
ど
大
切
で
す
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

＊

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
、
そ
し
て
ス
マ
ホ
が
大
き
な
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
普
及
し
た
現
代
、「
活
字
」
と
い
う
も
の
に
触
れ
る

機
会
が
年
々
大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
。
本
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
メ
デ
ィ
ア
よ
り
は
、
ス
マ
ホ
で
「
グ
グ
る
」
こ
と
で
瞬
時
に
情
報
入

手
で
き
る
フ
ァ
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
尊
重
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
と
く
に
若
い
世
代
、
と
り
わ
け
学
生
な
ど
は
そ
う
で

し
ょ
う
（
生
成
Ａ
Ｉ
の
出
現
は
さ
ら
に
今
後
脅
威
と
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
）。「
本
を
読
ま
な
い
」
こ
と
は
「
本

を
読
め
な
く
な
る
」
事
態
を
誘
発
し
、
さ
ら
に
は
「
本
な
ん
て
読
む
必
要
は
な
い
」
と
い
う
間
違
っ
た
通
念
を
生
み
出
し
か
ね
ま

せ
ん
。
母
国
語
で
あ
る
「
日
本
語
を
学
ぶ
」、
あ
る
い
は
「
日
本
語
で
思
考
す
る
」
こ
と
は
、
日
本
人
と
し
て
の
基
本
的
な
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
書
物
や
活
字
に
触
れ
な
い
こ
と

は
、
た
と
え
ば
大
学
の
授
業
で
、「
日
本
語
な
の
に
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
学
生
を
量
産
し
て
い
く
危
険
性
を
孕

ん
で
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
大
学
で
授
業
を
し
て
い
て
も
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
た
だ
あ
り
ま
す
。
経
済
学
の
講
義
内
容

が
難
し
い
以
上
に
、
学
生
諸
君
に
は
「
日
本
語
そ
の
も
の
が
難
し
い
」。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
専
門
用
語
の
多
い
経
済
学
は
い
っ
そ

う
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
は
、経
済
学
の
著
書
に
つ
い
て
の
「
書
評
」
集
で
あ
り
、「
書
評
は
文
化
だ
」
と
い
う
吉
川
先
生
の
「
帯

推
薦
文
」
が
意
味
し
、含
意
す
る
も
の
は
ひ
と
き
わ
大
き
い
に
ち
が
い
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
文
化
」
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七

と
は
、
一
人
一
人
の
人
間
自
身
の
地
道
な
知
的
営
為
の
総
体
と
し
て
長
い
年
月
を
か
け
て
育
み
培
い
、
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
初

め
て
「
文
化
」
と
し
て
し
っ
か
り
地
に
足
根
付
く
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
逆
に
い
え
ば
、な
に
も
し
な
け
れ
ば
「
文

化
」
と
い
う
も
の
は
次
第
に
廃
れ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
が
育
み
守
っ
て
い
く
も
の
、そ
れ
こ
そ
が
「
文
化
」

で
あ
り
、
拙
著
で
試
み
て
き
た
「
書
評
」
と
い
う
地
味
で
地
道
な
作
業
も
ま
た
、
そ
の
一
環
を
担
う
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
あ
え
て
自
分
自
身
で
吉
川
先
生
の
「
帯
推
薦
文
」
を
過
大
評
価
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、「
塚
本
さ
ん
の
今
回
の
本
は
、

書
評
と
い
う
文
化
を
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
む
け
て
守
っ
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
た
書
だ
」
と
、
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

＊

　
私
が
「
読
書
人
」
な
ど
一
般
紙
に
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
書
評
は
、そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
未
構
築
と
い
う
理
由
も
あ
っ
て
か
、

私
以
外
の
第
三
者
が
検
索
を
つ
う
じ
て
当
該
書
評
の
存
在
を
知
り
、
そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
私
が
書
い
て
き
た
「
書
評
」
と
い
う
「
記
録
」
は
自
分
自
身
で
守
っ
て
い
く
よ
り
ほ
か
な
い

の
で
す
。
正
確
な
「
記
録
」
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、「
記
憶
」
か
ら
次
第
に
消
え
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

拙
著
は
、
自
分
自
身
の
「
記
録
」
を
「
記
憶
」
と
と
も
に
守
る
と
い
う
使
命
を
担
っ
て
い
る
の
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
冒
頭
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
本
・
書
物
を
読
む
こ
と
の
大
切
さ
を
薦
め
る
、
私
な
り

の
「
ひ
と
つ
の
実
践
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
経
済
学
部
の
学
部
生
、
あ
る
い
は
経
済
学
部
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る

高
校
生
ら
に
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
生
に
講
義
の
な
か
で
「
本
を
読
む
よ
う
に
」
と
い
う
の
は
と
て
も
簡

単
な
こ
と
で
す
。「
言
う
は
易
し
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
大
学
教
員
み

ず
か
ら
が
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
示
せ
ば
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
多
少
な
り
と
も
学
生
の
意
識
と
行
動
を
「
変
え
る
可
能
性
」
が
あ

り
ま
す
。
あ
く
ま
で「
可
能
性
」で
す
か
ら
、残
念
な
が
ら
、な
に
も
変
わ
ら
な
い
可
能
性
だ
っ
て
あ
り
え
ま
す
。実
際
の
と
こ
ろ
、「
本
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八

を
読
む
こ
と
が
好
き
だ
」
と
い
う
学
生
は
い
ま
も
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
う
い
う
場
合
、
拙
著
が
彼
ら
・
彼
女
ら
の
背

中
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

二
）「
選
書
」
っ
て
や
っ
ぱ
り
難
し
い
？

二

－

一
）
選
書
の
基
準

二

－

二
）
「
大
き
な
問
題
」
に
は
「
古
典
」
が
不
可
欠
？

　
数
多
く
刊
行
さ
れ
る
本
か
ら
「
選
書
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
、当
然
な
が
ら
、「
選
ば
な
い
本
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

書
評
を
続
け
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
一
度
も
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
著
者
の
本
を
選
ぶ
こ
と
に
は
、
最
初
は
心
理
的
な
抵
抗
が
伴
い

ま
す
。
著
者
に
よ
る
今
回
の
新
刊
が
そ
れ
ま
で
の
既
刊
の
も
の
と
比
べ
て
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
か
、
ど
こ
に
新
た
な
進
展
が
あ
る

の
か
を
し
っ
か
り
読
み
込
め
な
い
と
、い
い
書
評
が
書
け
な
い
か
ら
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
。
し
か
し
一
度「
選

書
」
し
て
「
書
評
」
し
、
当
該
本
に
知
的
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
そ
の
後
の
著
者
の
新
刊
に
も
お
の
ず
と
注
目
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
、「
読
書
の
幅
」
が
少
し
ず
つ
な
が
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
選
書
の
基
準
」

と
い
う
観
点
で
い
え
ば
、
や
は
り
「
本
の
テ
ー
マ
」
に
導
か
れ
て
い
き
ま
す
。

＊

　
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
は
、
主
に
第
四
章
ま
で
で
四
つ
の
テ
ー
マ
を
選
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
第
一
章
「
市

場
と
貨
幣
」
と
第
二
章
「
資
本
主
義
と
社
会
主
義
」
は
、
経
済
学
に
お
け
る
主
要
学
派
の
す
べ
て
が
中
心
的
論
点
と
し
て
考
察
対

象
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
二
一
世
紀
的
な
「
大
き
な
問
題
」
と
し
て
、
引
き
続
き
検
討
さ
れ
て
い
く
べ
き
性
質
を
も
っ
て
い
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九

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
第
一
章
「
市
場
と
貨
幣
」
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
岩
井
克
人
先
生
と
西
部
忠
先
生
の
「
貨
幣
論
」
に
は
共

通
点
が
あ
り
な
が
ら
も
、
相
違
点
も
ま
た
き
わ
め
て
顕
著
で
す
。
む
し
ろ
後
者
の
ほ
う
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
ハ
イ
エ
ク
に
よ
る
『
貨
幣
発
行
自
由
化
論
』（
一
九
七
六
年
）
を
否
定
す
る
岩
井
先
生
に

対
し
て
、
そ
れ
こ
そ
を
理
論
的
根
拠
に
し
な
が
ら
貨
幣
の
多
様
性
論
を
強
調
す
る
西
部
先
生
と
で
は
ハ
イ
エ
ク
評
価
が
一
八
〇
度

逆
方
向
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
論
理
的
帰
結
は
、
第
二
章
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
資
本
主
義
と
社
会
主
義
」
の
理
論
的
理
解
と
そ

こ
か
ら
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
評
価
の
違
い
に
も
明
確
に
立
ち
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。「
貨
幣
論
」
の
違
い

が
「
市
場
理
論
」（
な
い
し
は
「
市
場
像
」）
の
違
い
を
経
由
し
て
、「
資
本
主
義
論
」
の
違
い
に
も
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
問
的
状
況
に
常
に
直
面
し
続
け
て
い
る
社
会
科
学
と
し
て
の
経
済
学
は
、
ど
う
す
る
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
の
見
解
で
は
、両
者
の
あ
い
だ
に
な
ん
ら
か
の
「
議
論
」

な
り
「
対
話
」
が
生
じ
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
貨
幣
論
」
や
「
資
本
主
義
論
」
の
理
解
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。
第
三
章
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
経
済
思
想
と
経
済
学
説
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
競
合
性
と
多
様
性
の
は
ざ
ま

で
」
と
付
け
て
お
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
立
場
を
は
っ
き
り
と
表
明
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
拙
著
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
喚
起

を
も
含
み
込
め
て
全
体
が
構
成
・
展
開
さ
れ
て
い
る
側
面
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
す
で
に
解
決
済
み
の
問
題
で
は
な
く
、
む
し

ろ
今
な
お
「
未
解
決
」
と
も
い
う
べ
き
「
大
き
な
問
題
」
を
炙
り
出
し
て
い
ま
す
。

＊

　
こ
の
よ
う
な
上
記
の
論
点
に
対
し
て
、
吉
川
先
生
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
吉
川
先
生
の
場
合
、「
理
論
」
研

究
と
「
現
実
・
現
状
」
分
析
と
を
明
確
に
架
橋
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
「
経
済
学
学
」
を
突
破
す
る
道
筋
を
ず
っ
と
模
索
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
岩
井
先
生
や
西
部
先
生
ら
と
同
様
に
、「
経
済
学
の
古
典
」
を
き
わ
め
て
尊
重
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
二
〇
一
二

年
七
月
の
「
読
売
新
聞
朝
刊
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、
岩
井
先
生
は
「
他
の
人
と
異
な
り
た
か
っ
た
ら
、
逆
説
的
だ
が
、
百
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一
〇

年
、
千
年
と
生
き
残
っ
て
き
た
古
典
を
読
む
べ
し
。
…
…
も
は
や
古
典
し
か
、
創
造
力
を
生
み
出
す
源
泉
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
続
け
て
、「
古
典
の
読
書
や
純
粋
理
論
の
研
究
な
ど
は
、
一
見
す
る
と
無
駄
だ
。
だ
が
、
想
定
外
の
事

態
（
た
と
え
ば
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災

―
塚
本
補
記
）
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
、
動
じ
な
い
見
識
を

持
ち
、
的
確
な
判
断
を
す
る
に
は
、
ま
さ
に
古
典
や
理
論
し
か
頼
る
も
の
は
な
い
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
イ
ン
ズ
『
一
般

理
論
』
や
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
『
経
済
発
展
の
理
論
』
な
ど
、
吉
川
先
生
が
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』

（
二
〇
〇
九
年
）で
強
調
さ
れ
て
い
る
基
本
精
神
こ
そ
は
、岩
井
先
生
の
そ
れ
と
見
事
に
合
致
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
に
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
世
界
金
融
危
機
、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
以
降
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
未
曽
有
の
人
類
史
的
危
機
に
、わ
れ
わ
れ
は
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。「
大
き
な
問
題
」

に
挑
む
た
め
に
「
古
典
」
は
欠
か
せ
な
い
に
せ
よ
、
で
は
、「
古
典
」
を
ど
う
現
代
に
活
か
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題

も
別
途
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
こ
れ
自
体
も
ま
さ
に
「
大
き
な
問
題
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

三
）「
経
済
学
史
」
か
ら
多
様
な
経
済
学
を

三

－

一
）
「
経
済
学
史
」
の
存
在
意
義
を
問
う

三

－
二
）
主
流
派
経
済
学
批
判
を
め
ぐ
る
岩
井
と
吉
川

　
　
　
　
　
　
―
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
い
ま

　
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
の
第
三
章
の
表
題
は
「
経
済
思
想
と
経
済
学
説
」
で
す
。
私
は
初
回
の
「
経
済
学
史
」
の
授
業
で
、

経
済
学
史
は
「
歴
史
」
科
目
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
理
論
」
科
目
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
た
だ
単
に
経
済
学
に
お
け
る
競
合
的
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一
一

諸
学
派
の
歴
史
的
発
展
の
系
譜
を
跡
付
け
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
暗

記
科
目
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
（
い
う
ま
で
も
な
く
「
経
済
史
」
科
目
も
暗
記
科
目
で
は
け
っ
し
て
あ
り
ま
せ
ん
）。「
歴
史
」

と
い
う
言
葉
が
つ
く
と
、
ど
う
し
て
も
過
去
の
学
説
や
思
想
を
時
系
列
的
に
振
り
返
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
概
し
て
「
古
い
」

と
い
う
固
定
観
念
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
伴
い
が
ち
で
す
。
経
済
理
論
の
時
代
性
や
歴
史
性
は
も
ち
ろ
ん
重
要
視
し
な
が
ら
も
、
経
済

学
史
を
「
理
論
科
目
」
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、「
経
済
学
史
」
は
「
経
済
学
」
そ
の
も
の
を
反
省
（
内
省
）
で
き

る
学
問
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
未
来
志
向
的
な
議
論
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、

経
済
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
で
も
、「
経
済
学
史
」
や
「
社
会
思
想
史
」
の
よ
う
な
科
目
の
重
要
度
が
高
い
と
は
い
え
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
、
む
し
ろ
縮
小
・
排
除
さ
れ
て
い
く
傾
向
さ
え
見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
（
経
済
原
論
）」
不

要
論
も
加
速
化
し
て
い
ま
す
。「
時
代
の
流
れ
」
と
い
う
不
可
避
的
で
や
や
も
す
れ
ば
悲
観
的
な
見
方
も
あ
り
え
ま
す
が
、
む
し

ろ
そ
う
し
た
外
在
的
な
要
因
に
事
態
の
本
質
を
帰
着
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
「
理
論
家
」
に
も
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え

る
「
経
済
学
史
」の
あ
り
方
を
探
究
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、ず
っ
と
生
産
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
経
済
理
論
」

と
「
経
済
学
史
」
の
お
互
い
が
排
他
的
な
研
究
領
域
と
は
な
ら
ず
、
経
済
学
の
多
様
性
や
競
合
性
を
堅
持
す
る
こ
と
そ
の
も
の
も

許
容
し
合
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
は
、そ
の
よ
う
な「
経
済
学
史
」の
あ
り
方
の
た
め
の
方
法
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　
ひ
と
つ
の
有
力
な
試
み
の
成
果
は
、
吉
川
先
生
の
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
に
結
実
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
時
代
性
と
時
代
の
問
題
、
そ
し
て
現
代
の
問
題
と
の
関
連
を
明
示
的
に
意
識
し
な
が
ら
、
ケ
イ
ン
ズ

と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
学
を
有
機
的
に
統
合
す
る
と
い
う
「
経
済
学
史
」
研
究
を
つ
う
じ
た
「
経
済
理
論
」
の
発
展
を
め
ざ

す
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
マ
ク
ロ
経
済
学
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
（
同
じ
こ
と

で
す
が
「
マ
ク
ロ
経
済
学
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
な
い
の
か
、た
と
え
ば
「
新
古
典
派
的
な
」
マ
ク
ロ
経
済
学
と
の
違
い
な
ど
）
を
、
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一
二

ケ
イ
ン
ズ
の
「
有
効
需
要
の
原
理
」
の
理
論
的
・
現
代
的
意
義
と
あ
わ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
理
論
に
お
け
る
欠
落
部
分
（
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
強
調
し
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
観
点
）
も
ま

た
明
確
に
な
る
か
ら
で
す
。
「
資
本
主
義
」
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
強
く
問
い
直
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
現
在
に
お

い
て
、
ま
さ
に
「
資
本
主
義
」
そ
の
も
の
に
真
正
面
か
ら
挑
ん
だ
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
理
論
は
色
褪
せ
る
ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
輝
き
を
増
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
ケ
イ
ン
ズ
が
み
ず
か
ら
の
経
済
理
論
の
中
心
に
据
え
置
い
た
「
貨
幣
」
や
「
期

待
」
、「
不
確
実
性
」
そ
し
て
「
歴
史
的
時
間
」
の
意
義
は
常
に
現
代
的
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
も
同
様
で
す
。

　
や
や
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
今
回
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
に
学
べ
』
を
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。
本
当
に
と
て
も
読
み
応
え
の
あ
る
作
品
で
あ
り
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の

主
要
著
作
を
丹
念
に
概
説
し
な
が
ら
描
き
出
さ
れ
る
世
界
こ
そ
は
ま
さ
に
（
ケ
イ
ン
ズ
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
よ
る
）「
経
済
学

の
冒
険
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
強
く
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
吉
川
先
生
の
本
書
で
の
見
事
な
筆
致
が
、
わ
れ
わ
れ
読
者
を
「
経

済
学
の
冒
険
」
と
い
う
雄
大
な
旅
に
心
地
よ
く
誘
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
偉
大
さ
と
彼
ら
の
経

済
学
の
理
論
的
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
意
識
し
合
っ
て
い
た
の
か
、

い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
人
間
関
係
そ
の
も
の
に
も
強
く
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
強
く
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
や
は
り
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
と
い
う
二
人
の
天
才
経
済
学
者
の
あ
ま
り
に
多
く
の「
際
立
っ
た
対
照
性
」で
し
た（
共

通
項
は
、
二
人
が
「
経
済
学
の
中
心
地
に
学
ん
だ
」
こ
と
、
吉
川
先
生
が
「
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
二

人
が
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
類
ま
れ
な
る
優
れ
た
頭
脳
」を
も
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
し
ょ
う
か
）。ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
の
経
済
学
と
そ
こ
に
投
影
さ
れ
た
経
済
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
際
立
っ
た
対
照
性
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
需
要
の
飽
和
」

の
一
点
で
両
者
の
経
済
学
が
交
叉
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
理
論
モ
デ
ル
と
し
て
精
緻
化
す
る
と
い
う
吉
川
先
生
の
研
究
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『経済学の冒険』のダイナミズム

一
三

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
潜
勢
力
に
は
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。
い
や
、
む
し
ろ
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
一
八
〇
度
異
な
る
経
済

学
を
展
開
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、交
叉
可
能
な
一
点
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー

が
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
現
実
の
経
済
の
本
質
を
見
抜
い
た
二
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
有
力
な
方
法
と
し
て
は
、岩
井
克
人
先
生
に
よ
る
『
経
済
学
の
宇
宙
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、二
〇
一
五
年
）

や
『
岩
井
克
人
「
欲
望
の
貨
幣
論
」
を
語
る
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
二
〇
年
）
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
学
史

に
お
け
る
「
思
考
」
の
基
本
的
対
立
構
造
―
「
経
済
学
的
思
考
」
対
「
不
均
衡
動
学
的
思
考
」
―
を
析
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
経

済
学
の
歴
史
」
の
な
か
で
抑
圧
さ
れ
抹
殺
さ
れ
て
き
た
思
考
や
原
理
を
復
活
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
葬
り
去
ら
れ

る
べ
き
思
考
や
原
理
を
峻
別
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
経
済
学
的
思
考
」
に
対
応
す
る
の
が
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
ハ
イ
エ
ク
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
の
「
新
古
典
派
的
な
資
本
主
義
論
」
で
あ
り
、「
不
均
衡
動
学
的
思
考
」
に
対

応
す
る
の
が
ヴ
ィ
ク
セ
ル
と
ケ
イ
ン
ズ
ら
を
始
祖
と
す
る
「
不
均
衡
動
学
派
的
な
資
本
主
義
論
」
と
し
て
、
明
確
な
対
立
関
係
に

あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
岩
井
先
生
に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
の
刊
行
以
降
の
古
典
派
・
新
古
典
派
経
済
学

で
は
、
「
貨
幣
の
自
己
循
環
論
法
」
と
「
利
潤
の
差
異
原
理
（
＝
資
本
主
義
の
基
本
原
理
）」
が
抑
圧
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
中
核
的
思
考
・
原
理
と
す
る
「
貨
幣
論
」
と
「
資
本
主
義
論
」
こ
そ
が
正
し
い
「
経
済
理
論
」
と
し
て
「
経
済
学
史
」
の

な
か
に
は
っ
き
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、経
済
学
に
お
け
る「
貨
幣
」と「
資

本
主
義
」
に
つ
い
て
の
理
論
的
か
つ
批
判
的
思
考
そ
の
も
の
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
「
経
済
学
」
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
規
定
す
る

の
で
あ
り
、
上
記
の
論
述
内
容
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、「
経
済
学
史
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、経
済
学
と
い
う
学
問
は
真
に
「
反

省
的
」
な
学
問
に
な
り
う
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
学
問
上
の
ス
タ
ン
ス
が
、
主
流
派
の
新
古
典
派
経
済
学
批
判
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
主
流
派
経
済
学
批
判
と
い
う
点
に
お
い
て
、
吉
川
先
生
と
岩
井
先
生
は
完
全
に
一
致
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
理
論
的
批
判
の
主
要
内
容
は
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
学
を
ど
う
捉
え
直
す
べ
き
か
と
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一
四

い
う
テ
ー
マ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

＊

　
主
流
派
経
済
学
批
判
に
お
け
る
吉
川
先
生
と
岩
井
先
生
の
「
共
通
点
」
と
「
相
違
点
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
ぜ
ひ
吉
川
先
生

か
ら
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
井
先
生
も
吉
川
先
生
も
、
米
国
大
学
院
に
て
主
流
派
の
新
古
典
派
経
済
学
を
マ
ス
タ
ー
さ
れ
た
の
ち
、
そ
の
主
流
派
経
済
学

そ
の
も
の
を
批
判
す
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的
に
従
事
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
岩
井
先
生
は
七
年
か
け
て
『
不
均
衡

動
学
』
（
英
語
版
一
九
八
一
年
、
日
本
語
版
一
九
八
七
年
）
を
完
成
さ
せ
、『
経
済
学
の
宇
宙
』
二
〇
二
一
年
の
文
庫
版
に
お
い
て
、

巻
末
に
「
補
遺
」
と
し
て
「『
不
均
衡
動
学
』
の
現
代
版
に
挑
む
」
を
新
た
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、「
一
九
八
一

年
に
出
版
さ
れ
た
『
不
均
衡
動
学
』
は
、
経
済
学
の
宇
宙
に
は
何
の
波
紋
も
引
き
起
こ
し
ま
せ
ん
で
し
た

）
1
（

」
と
回
顧
さ
れ
て
は
い

ま
す
が
、
岩
井
先
生
の
理
論
研
究
の
原
点
は
い
ま
な
お
主
流
派
マ
ク
ロ
経
済
学
批
判
と
し
て
の
『
不
均
衡
動
学
』
で
あ
り
、
そ
れ

こ
そ
が
自
由
放
任
主
義
的
資
本
主
義
の
不
可
能
性
を
理
論
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
基
礎
を
な
す
と
考
え
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

そ
の
後
の
「
貨
幣
論
」
や
「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
経
済
動
学
」
に
も
と
づ
く
「
資
本
主
義
論
」
な
ど
の
研
究
は
、「
不
均
衡
動
学
」

の
理
論
と
の
体
系
的
整
合
性
を
意
識
し
て
推
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
吉
川
先
生
ご
自
身
も
ま
た
長
ら
く
「
新
古
典
派
マ
ク
ロ
経
済
学
」
を
根
源
的
に
批
判
さ
れ
、
「
統
計
物
理
学
」
の
手
法
を
採
用

し
た
マ
ク
ロ
経
済
学
の
新
た
な
再
構
築
に
尽
力
さ
れ
て
き
て
お
ら
れ
ま
す
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
や
ル
ー
カ
ス
、
そ
し
て
プ
レ
ス
コ
ッ

ト
ら
に
よ
る
新
古
典
派
の
理
論
的
革
新
に
も
と
づ
く
「
ケ
イ
ン
ズ
反
革
命
」（
と
り
わ
け
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
ら
の
「
実
物
的
景
気
循

環
理
論
＝
リ
ア
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
イ
ク
ル
理
論
」
に
つ
い
て
吉
川
先
生
は
、「
新
古
典
派
的
な
マ
ク
ロ
経
済
学
の
終
着
駅
」
で

あ
る
と
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
）
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
を
粉
砕
し
た
だ
け
で
な
く
、
マ
ク
ロ
経
済
学
を
無
用
化
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
三
〇
年
間
に
お
い
て
驚
く
べ
き
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
ソ
ー
ス
（
人
的
資
源
）
の
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『経済学の冒険』のダイナミズム

一
五

浪
費
が
な
さ
れ
た
と
も
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
三
年
一
月
三
一
日
号
の
『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
吉
川
先

生
の
「
経
済
学
を
不
毛
な
知
的
遊
戯
に
変
え
た
『
ル
ー
カ
ス
批
判
』
を
批
判
す
る
」
と
い
う
文
章
の
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
に
、
こ

れ
ま
で
の
批
判
的
な
問
題
意
識
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
集
約
さ
れ
て
い
る
印
象
で
す
。
こ
う
し
た
一
連
の
吉
川
先
生
に
よ
る
重
要

な
指
摘
の
意
味
を
、
い
ま
あ
ら
た
め
て
し
っ
か
り
理
解
し
直
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ケ
イ
ン
ズ
が
『
一
般
理
論
』
で
構
築
し
た
経
済
学
は
、「
有
効
需
要
の
原
理
」
を
コ
ア
と
す
る
正
真
正
銘
の
「
マ
ク
ロ
」
の
経

済
学
で
あ
り
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
が
批
判
し
た
新
古
典
派
経
済
学
の
「
特
殊
理
論
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
吉
川
先
生
は
『
い
ま
こ
そ
、

ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
に
お
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
が
ド
イ
ツ
人
経
済
学
者
で
あ
る
シ
ュ
ピ
ー
ト
ホ
フ
の
六
〇
歳
記

念
論
文
集
に
寄
せ
た
文
章
は
「
生
産
の
貨
幣
的
理
論
」（
一
九
三
三
年
）
と
題
す
る
も
の
で
あ
り
、「
景
気
循
環
や
恐
慌
を
説
明
す

る
た
め
に
必
要
な
の
は
『
貨
幣
経
済
』
の
理
論
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
が
い
う
『
貨
幣
経
済
』
で
は
貨
幣
が
実
体
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る

）
2
（

」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
古
典
派
の
二
分
法
」
の
否
定
で
す
。
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
は
「
貨

幣
的
」
市
場
経
済
の
理
論
に
ほ
か
な
ら
ず
、
貨
幣
（
な
い
し
は
流
動
性
選
好
）
が
究
極
的
な
要
因
と
な
っ
て
、
貨
幣
か
ら
利
子
率

そ
し
て
投
資
（
と
消
費
）
を
へ
て
実
体
経
済
に
お
け
る
生
産
・
雇
用
水
準
を
決
定
し
ま
す
。「
供
給
が
そ
れ
み
ず
か
ら
の
需
要
を

生
み
出
す
」
と
い
う
セ
ー
法
則
に
も
と
づ
く
古
典
派
・
新
古
典
派
経
済
学
で
は
、「
Ｓ
（
供
給
）
→
Ｄ
（
需
要
）」
と
い
う
決
定
の

因
果
関
係
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
有
効
需
要
の
原
理
」
に
も
と
づ
く
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
理
論
は
、ま
さ
に
「
Ｄ
（
需
要
）
→
Ｓ
（
供

給
）
」
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
を
ま
っ
た
く
「
逆
転
」
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　
他
方
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
「
自
然
失
業
率
」
仮
説
や
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
ら
の
「
実
物
的
景
気
循
環
理
論
」
は
、「
自
然
」
や
「
実

物
」
と
い
う
タ
ー
ム
が
端
的
に
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、「
生
産
の
貨
幣
的
理
論
」
を
強
調
し
た
ケ
イ
ン
ズ
の
思
想
そ
の
も
の
を

一
掃
す
る
も
の
な
の
で
す
。『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
主

張
を
ふ
ま
え
て
い
え
ば
、「
経
済
全
体
の
総
需
要
、
有
効
需
要
の
理
論
は
一
〇
〇
年
以
上
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
き
た

）
3
（

」
と
い
う
、
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一
六

ま
さ
に
そ
の
新
た
な
視
点
に
立
脚
し
て
構
築
さ
れ
た
マ
ク
ロ
の
ケ
イ
ン
ズ
理
論
を
か
つ
て
の
新
古
典
派
ミ
ク
ロ
理
論
の
枠
内
に
包

摂
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
岩
井
先
生
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、経
済
学
に
お
け
る
「
存
在
の
一
義
性
」

を
「
存
在
の
二
義
性
」
へ
と
転
換
さ
せ
た
ケ
イ
ン
ズ
の
試
み
を
、
ふ
た
た
び
「
存
在
の
一
義
性
」
へ
と
振
り
子
を
戻
し
て
し
ま
っ

た
の
が
新
古
典
派
の
理
論
的
反
革
命
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す

）
4
（

。

　
さ
ら
に
「
マ
ク
ロ
経
済
学
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
づ
け
」
か
ら
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
理
論
の
モ
デ
ル
化
も
活
発
化
し
て
い
き
ま
し
た

が
、「
産
業
」
や
「
セ
ク
タ
ー
」
の
概
念
が
欠
落
し
、
最
適
化
す
る
経
済
主
体
と
し
て
の
「
企
業
」
の
「
対
称
均
衡
」
を
仮
定
し

て
構
築
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
理
論
モ
デ
ル
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
精
神
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
あ
り
、
理

論
家
の
た
ん
な
る
知
的
遊
戯
に
す
ぎ
な
い
と
も
吉
川
先
生
は
主
張
さ
れ
て
い
ま
す

）
5
（

。
理
論
モ
デ
ル
の
構
築
に
よ
っ
て
本
来
説
明
す

べ
き
内
容
が
す
で
に
モ
デ
ル
構
築
の
前
提
と
し
て
「
仮
定
」
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
な
ら
ば
、そ
う
し
た
作
業
は
無
意
味
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
「
経
済
学
学
」
の
典
型
的
事
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
と
い
え
る
か
ら
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
経
済
学
」

と
は
現
実
の
「
経
済
（
現
象
）」
を
理
解
し
解
明
す
る
た
め
の
学
問
で
あ
り
、経
済
学
者
の
基
本
的
任
務
は
、そ
の
理
解
と
解
明
を
「
よ

り
深
め
る
」
た
め
の
貢
献
を
な
す
こ
と
で
す
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
自
身
は
資
本
主
義
経
済
の
「
本
質
」
を
理
解
し
、
そ
れ
に
も
と

づ
く
「
経
済
発
展
」
現
象
の
解
明
に
挑
ん
だ
の
で
す
。「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
経
済
学
」
が
い
ま
や
「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
経
済
学
学
」

へ
と
姿
態
を
変
え
、
ケ
イ
ン
ズ
理
論
と
同
様
に
無
益
な
作
業
が
反
復
さ
れ
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
学
の
理
論

研
究
の
あ
り
方
そ
の
も
の
は
、
た
だ
単
に
経
済
学
の
分
析
的
ツ
ー
ル
や
方
法
論
が
装
い
を
新
た
に
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
論
理
的

帰
結
と
い
う
よ
り
は
、
学
問
と
し
て
の
経
済
学
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
と
い
う
根
本
問
題
の
見
直
し
を
迫
る
も
の
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
点
と
も
密
接
に
関
連
し
合
う
の
が
、「
経
済
学
史
の
存
在
意
義
」
を
問

い
直
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
私
に
は
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

　
話
を
も
と
に
戻
せ
ば
、
主
流
派
経
済
学
批
判
を
め
ぐ
る
吉
川
先
生
と
岩
井
先
生
と
い
う
主
題
に
お
い
て
、
私
自
身
が
関
心
の
あ
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一
七

る
論
点
の
ひ
と
つ
を
い
え
ば
、「
貨
幣
の
自
己
循
環
論
法
」
は
貨
幣
に
つ
い
て
の
「
も
っ
と
も
基
本
的
な
真
理
」
で
あ
り
、「
利
潤

の
差
異
原
理
」
は
あ
ら
ゆ
る
資
本
主
義
の
諸
形
態
（
商
業
資
本
主
義
、
産
業
資
本
主
義
そ
し
て
ポ
ス
ト
産
業
資
本
主
義
）
に
つ
い

て
妥
当
し
う
る
と
こ
ろ
の
「
資
本
主
義
の
基
本
原
理
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
岩
井
貨
幣
論
・
資
本
主
義
論
を
、
吉
川
先
生
ご

自
身
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
と
い
う
も
の
で
す
。
岩
井
貨
幣
論
・
資
本
主
義
論
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
主
流

派
の
新
古
典
派
経
済
学
へ
の
批
判
に
と
ど
ま
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
へ
の
批
判
と
も
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
岩
井
「
シ
ュ
ン

ペ
ー
タ
ー
経
済
動
学
」
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
岩
井
「
資
本
主
義
論
」
は
マ
ル
ク
ス
剰
余
価
値
論
を
相
対
化
し
、
岩
井
「
貨
幣
論
」

は
マ
ル
ク
ス
の
労
働
価
値
論
を
棄
却
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
井
先
生
の
議
論
に
は
「
マ
ル
ク
ス
に
つ
い
て
の
最
大
の
逆
説
」
と
よ
ば
れ
る
大
変
に
興
味
深
い
論
点
が
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
自

身
は
本
来
「
貨
幣
の
な
い
社
会
（
社
会
主
義
）」
を
め
ざ
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
価
値
形
態
論
の
展
開
を
つ
う
じ
て
、
そ
れ
と
は

逆
に
む
し
ろ
「
貨
幣
の
必
然
性
」
と
い
う
も
の
を
は
か
ら
ず
も
証
明
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
（
以
上
は
、
岩
井
克
人
『
資

本
主
義
を
語
る
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
、
第
五
章
「
マ
ル
ク
ス
の
逆
説
」）。
岩
井
先
生
が
、
マ
ル
ク
ス
価
値
形
態
論
の
読
み
直

し
を
ふ
ま
え
た
『
貨
幣
論
』
や
「
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
経
済
動
学
」
を
つ
う
じ
て
見
い
だ
さ
れ
た
の
は
、人
間
社
会
に
お
け
る
「
媒
介
」

の
不
可
避
性
で
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
は
「
言
語
・
法
・
貨
幣
論
」
と
し
て
新
た
に
探
究
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
（
そ
う
し
た
「
媒

介
」
は
人
間
社
会
を
支
え
る
と
同
時
に
、人
間
社
会
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
い
う
二
重
の
意
味
で
の
「
社
会
的
」
な
実
在
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
崩
壊
は
人
間
社
会
の
崩
壊
に
帰
結
し
う
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
は
貨
幣
と
い

う
媒
介
そ
の
も
の
の
崩
壊
で
あ
り
、
貨
幣
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
資
本
主
義
社
会
の
解
体
で
も
あ
り
ま
す
）。
主
流
派
の
新
古
典
派

経
済
学
は
ま
さ
に
「
貨
幣
の
忘
却
・
抑
圧
」
か
ら
な
る
理
論
体
系
な
の
で
あ
り
、そ
の
こ
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
、「
資
本
主
義
の
忘
却
・

抑
圧
」
そ
の
も
の
に
帰
結
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
岩
井
「
経
済
学
史
」
講
義
の
出
発
点
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
ポ
リ
ス
と
貨
幣
と
資
本
主
義
を
め
ぐ
る
根
源
的
思
考
の
再
評
価
で
あ
る
こ
と
に
も
ぜ
ひ
着
眼
し
て
お
き
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一
八

た
い
で
す
。四

）「
人
間
の
経
済
」
を
求
め
た
宇
沢
弘
文

四

－

一
）
「
学
問
の
師
」
と
「
書
物
の
師
」

四

－

二
）
「
宇
沢
問
題
」
は
解
決
で
き
る
か

　
第
四
章
の
タ
イ
ト
ル
は
「
人
間
社
会
と
自
伝
・
評
伝
」
で
す
。「
学
問
の
師
」
と
は
、
指
導
を
受
け
た
先
生
で
あ
る
「
人
間
」

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
書
物
の
師
」
と
は
文
字
通
り
、
自
分
が
影
響
を
受
け
研
究
の
原
点
と
な
っ
た
「
書
物
」
で
あ
り
、
お
そ

ら
く
は
一
生
涯
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
経
済
学
の
「
古
典
」
に
な
る
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
自
身
は
、
故
伊
藤
誠
先
生
の
『
経
済
学
か
ら
な
に
を
学
ぶ
か
』（
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
五
年
）
の
書
評
の
最
後
に
、「
最
良
の

書
は
最
良
の
師
で
あ
る
」
と
の
一
文
を
書
い
て
締
め
括
っ
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
師
と
な
る
「
人
間
」
と
「
書
物
」
は
一
体
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
は
明
確
な
違
い
も
あ
り
ま
す
。「
書

物
」
の
場
合
、
そ
こ
に
は
時
間
的
・
空
間
的
制
約
が
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
「
書
物
」
は
「
師
」
に
な
れ
る
存
在
で
す
。
経

済
学
の
偉
人
が
遺
し
て
く
れ
た
「
古
典
」
は
ま
さ
に
そ
う
で
あ
り
、
書
い
た
著
者
本
人
と
直
接
的
な
対
話
を
す
る
こ
と
は
永
遠
に

不
可
能
で
す
が
、
そ
れ
で
も
「
書
物
の
師
」
は
厳
然
と
存
在
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
人
間
」
と
し
て
の
「
師
」
の
場
合
、

な
に
よ
り
難
し
い
の
は
「
邂
逅
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、そ
の
よ
う
な
人
と
果
た
し
て
本
当
に
め
ぐ
り
会
え
る
か
ど
う
か
、

そ
し
て
学
問
的
な
師
弟
関
係
を
長
期
に
お
い
て
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
書
物
」
と
「
人
間
」
の
ど

ち
ら
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、学
問
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、「
良
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一
九

き
師
」
に
め
ぐ
り
会
え
る
か
否
か
は
運
不
運
も
あ
り
そ
う
で
す
。
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
対
談
」
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊

　
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
と
い
う
主
題
か
ら
み
て
み
た
場
合
、第
四
章
の
冒
頭
で
書
評
し
て
い
る
宇
沢
弘
文
先
生
こ
そ
が
、も
っ

と
も
「
経
済
学
の
冒
険
」
と
い
う
も
の
に
果
敢
に
挑
ん
で
こ
ら
れ
た
経
済
学
者
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
や
大
袈
裟
に

い
え
ば
、
「
大
冒
険
」
と
称
し
て
も
よ
い
知
的
営
為
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
や
ち
が
う
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な

括
り
方
自
体
が
宇
沢
先
生
に
は
適
用
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
吉
川
先
生
は
宇
沢
先
生
の
ゼ
ミ
に
一
九
七
一
年
の
大
学
二
年
次
の
秋

か
ら
入
り
、
ケ
イ
ン
ズ
『
一
般
理
論
』
を
み
っ
ち
り
勉
強
す
る
う
ち
に
学
者
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
さ
に

宇
沢
先
生
は
大
学
で
最
初
に
出
会
っ
た
「
師
」
で
す
よ
ね
。
エ
ー
ル
大
学
大
学
院
で
の
指
導
教
授
で
、
そ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
を

最
も
代
表
す
る
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
一
人
で
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ビ
ン
教
授
も
、
吉
川
先
生
に
は
き
わ
め
て
大

き
な
「
師
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
宇
沢
弘
文
と
ト
ー
ビ
ン
と
い
う
日
本
と
世
界
、
い
や
二
人
と
も
に
世
界
的
経
済
学
者
で
あ
る

彼
ら
か
ら
吉
川
先
生
が
学
ん
だ
こ
と
、
得
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
学
問
の
師
」
と
「
書
物
の
師
」、
き
っ
と
両
面

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
あ
の
と
き
の「
言
葉
」が
今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
、そ
ん
な
温
か
い
励
ま
し
と
は
？（
た

ま
た
ま
今
回
、
東
京
大
学
経
友
会
『
経
友
』
二
〇
一
五
年
二
月
、
一
九
一
号
で
の
「
宇
沢
弘
文
先
生
追
悼
」
を
読
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
吉
川
洋
先
生
を
ふ
く
め
、
六
人
の
先
生
が
各
々
の
想
い
か
ら
印
象
深
い
追
悼
を
寄
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
に
あ

る
吉
川
先
生
の
追
悼
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
宇
沢
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、「
…
…
経
済
学
を
つ
く
る
有

名
な
経
済
学
者
た
ち
は
決
し
て
神
様
で
は
な
く
、私
た
ち
と
同
じ
人
間
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、

『
高
名
な
神
様
』
の
何
人
か
に
接
す
る
幸
運
を
得
た
私
は
、
そ
う
し
た
高
名
な
経
済
学
者
の
偉
大
さ
は
、
ま
さ
に
彼
ら
の
『
人
間
』

に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」。
さ
ら
に
宇
沢
先
生
は
、「
一
〇
〇
年
の
視
野
で
物
事
を
考
え
ら
れ
て
い
た
」
と
も
書
か
れ
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二
〇

て
お
ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
の
文
章
も
、
宇
沢
先
生
と
い
う
経
済
学
者
に
し
て
人
間
と
し
て
の
ふ
る
ま
い
を
見
極
め
る
う
え
で
き
わ

め
て
重
要
な
核
心
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
）。
そ
う
い
え
ば
、
宇
沢
先
生
の
講
演
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
『
人

間
の
経
済
』
（
新
潮
新
書
、
二
〇
一
七
年
）
の
冒
頭
文
を
執
筆
さ
れ
た
、
宇
沢
先
生
の
長
女
の
占
部
ま
り
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ィ

グ
リ
ッ
ツ
は
、
「
ヒ
ロ
の
話
は
三
十
年
後
ぐ
ら
い
に
わ
か
る
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
以
上
の
年
月

が
宇
沢
思
想
の
理
解
に
は
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊

　
と
こ
ろ
で
故
内
橋
克
人
氏
は
、
宇
沢
先
生
と
の
共
著
『
始
ま
っ
て
い
る
未
来
―
新
し
い
経
済
学
は
可
能
か
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）
の
巻
末
で
、「
教
育
、
医
療
、
社
会
保
障
、
農
業
…
…
お
よ
そ
人
間
の
生
存
条
件
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
の
す
べ
て

が
宇
沢
弘
文
氏
の
宇
宙
で
あ
る

）
6
（

」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
宇
沢
先
生
は
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
が
、
宇

沢
先
生
の
経
済
学
や
経
済
思
想
は
い
ま
な
お
大
き
く
注
視
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
欲
望
の
資
本
主
義
」
シ
リ
ー
ズ

で
、
宇
沢
先
生
を
「
心
の
師
」
と
仰
ぐ
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
ま
た
、
作
家

の
佐
々
木
実
さ
ん
が
宇
沢
先
生
の
評
伝
『
資
本
主
義
と
闘
っ
た
男
―
宇
沢
弘
文
と
経
済
学
の
世
界
』（
講
談
社
、
二
〇
一
九
年
）

と
当
該
著
書
の
簡
略
版
で
あ
る
『
今
を
生
き
る
思
想 
宇
沢
弘
文
―
新
た
な
る
資
本
主
義
の
道
を
求
め
て
』（
講
談
社
現
代
新
書
、

二
〇
二
二
年
）
を
刊
行
す
る
な
ど
、
宇
沢
先
生
の
死
後
、
宇
沢
思
想
を
あ
ら
た
め
て
体
系
的
に
見
直
す
作
業
が
精
力
的
に
続
け
ら

れ
て
い
ま
す

）
7
（

。
こ
の
よ
う
な
今
日
の
動
向
は
、宇
沢
先
生
を
「
師
」
と
す
る
吉
川
先
生
の
目
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
に
映
る
の
で
し
ょ

う
か
。
た
と
え
ば
そ
の
答
え
の
一
端
を
著
者
で
あ
る
佐
々
木
実
さ
ん
自
身
が
「
提
起
」
さ
れ
て
も
い
る
の
で
す
。
上
記
の
新
書
版

の
最
後
で
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
る
か
ら
で
す
。「
こ
の
小
著
で
私
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、『
社
会
的
共
通
資
本
の
宇
沢
弘
文
』
が

ま
だ
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
彼
の
思
想
の
全
貌
も
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
宇
沢
弘
文
は
こ
れ
か
ら
再
発
見
さ
れ
る
べ
き
経
済
学
者
で
あ
り
、思
想
家
な
の
だ
と
思
う

）
8
（

」。
彼
の
真
意
を
一
言
で
い
え
ば
、
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二
一

米
国
で
新
古
典
派
数
理
経
済
学
の
最
先
端
研
究
を
担
っ
た
「
前
期
宇
沢
」
へ
の
多
大
な
評
価
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
に
、
み
ず
か

ら
の
自
己
批
判
を
つ
う
じ
て
「
社
会
的
共
通
資
本
の
経
済
学
」
の
構
築
に
尽
力
し
て
い
っ
た
「
後
期
宇
沢
」
と
い
う
も
の
の
宇
沢

経
済
学
の
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
な
お
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
潜
勢
力
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
の
正
確
な
再
評

価
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
、「
宇
沢
弘
文
の
再
発
見
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
。
今
後
の
「
経
済
学
の
冒
険
」
は
、
こ
う
し
た
宇
沢
先

生
を
め
ぐ
る
未
解
決
問
題
の
解
明
を
含
む
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
。
新
古
典
派
経
済
学
批
判
を
深
め
る
意
図
も
あ
っ
て
か
、

宇
沢
先
生
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ジ
ョ
ー
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
経
済
学
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、現
時
点
か
ら
ふ
り
か
え
っ

て
み
て
ど
ん
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
夕
闇
の
赤
門
前
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
先
生
が
立
つ
光
景
は
、
今

で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
」。
ふ
た
た
び
『
経
友
』
に
お
け
る
吉
川
先
生
の
宇
沢
追
悼
文
か
ら
の
一
文
で
す
。
宇
沢
先
生
は
、

ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
よ
る
「
経
済
学
の
第
二
の
危
機
」
と
い
う
世
界
的
表
明
を
世
界
で
最
も
鮮
烈
に
受
け
止
め
た
経
済
学
者
の
一
人
で

し
ょ
う
。

　
と
り
わ
け
晩
年
の
宇
沢
先
生
は
、『
経
済
学
と
人
間
の
旅
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
や
先
の
『
人
間
の
経
済
』

（
新
潮
新
書
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
の
著
書
の
表
題
か
ら
も
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
、「
人
間
（
の
心
）」
と
い
う
も
の
を
中
心

に
据
え
置
く
「
経
済
学
」
の
再
構
築
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
必
然
的
に
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
ミ
ル
ト
ン
・
フ

リ
ー
ド
マ
ン
ら
を
主
導
者
と
し
な
が
ら
世
界
中
に
席
巻
さ
れ
た
「
市
場
原
理
主
義
（
自
由
放
任
主
義
）」
を
捨
て
去
り
、
ヴ
ェ
ブ

レ
ン
制
度
主
義
と
ジ
ョ
ン
・
デ
ユ
ー
イ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
現
代
的
に
復
権
さ
せ
る
こ
と
を
も
明
確
に
含
意
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

「
社
会
的
共
通
資
本
の
経
済
学
」
と
は
ま
さ
に
そ
の
二
人
を
思
想
的
基
盤
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
上
記
と
の
関
連
で

い
う
な
ら
ば
、
宇
沢
先
生
が
最
後
ま
で
探
究
さ
れ
、
目
指
さ
れ
て
い
た
「
人
間
の
経
済
」
や
「
人
間
の
心
」
を
大
切
に
す
る
「
経

済
学
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
む
け
て
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
う
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
現
時
点
で
い
え
ば
、
宇
沢
先
生

の
「
理
想
」
は
ど
の
程
度
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
『
人
間
の
経
済
』
に
所
収
さ
れ
て
い
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二
二

る
最
後
の
文
章
「『
シ
ロ
ウ
ト
の
経
済
学
』
ゆ
え
の
仏
心
」
に
お
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
と
石
橋
湛
山
を
比
較
し
な
が
ら
、「
湛
山
と
ち

が
っ
て
、
ケ
イ
ン
ズ
に
は
湛
山
の
よ
う
な
ノ
ー
ブ
ル
な
心
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

）
9
（

」
と
宇
沢
先
生
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
注
目
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
「
教
育
」
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
宇
沢
弘
文 

傑
作
論
文
全
フ
ァ
イ
ル
』（
東

洋
経
済
新
報
社
、二
〇
一
六
年
）
の
な
か
で
、宇
沢
先
生
は
こ
う
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
教
育
を
経
済
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

経
済
を
教
育
に
合
わ
せ
る
の
が
、
社
会
的
共
通
資
本
と
し
て
の
教
育
を
考
え
る
と
き
の
基
本
的
視
点
で
す

）
10
（

」。
も
う
ひ
と
つ
だ
け

い
え
ば
、
佐
々
木
実
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
う
し
た
重
要
論
点
に
対
し
て
、
宇
沢
先
生
が
宇
沢
先
生
ご
自
身
の
な
か
で

ど
う
「
整
合
的
に
」
理
解
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
に
所

収
し
た
佐
々
木
さ
ん
の
新
書
へ
の
書
評
で
も
書
い
た
こ
と
で
す
が
、
宇
沢
先
生
に
お
け
る
「
新
古
典
派
経
済
学
」
と
「
社
会
的
共

通
資
本
の
経
済
学
」
と
の
理
論
的
関
係
と
い
う
点
で
す
。

＊

　
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
や
吉
川
先
生
と
同
様
に
、
宇
沢
先
生
を
「
師
」
と
す
る
の
が
岩
井
克
人
先
生
で
す
が
、
以
前
に
興
味
深
い
こ

と
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宇
沢
先
生
の
死
後
、
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
（
二
〇
一
四
年
九
月
二
九
日
）
に
宇
沢
先
生
に
つ

い
て
の
「
追
悼
文
」
を
書
か
れ
た
岩
井
先
生
は
、そ
の
な
か
で
宇
沢
先
生
の
仕
事
を
自
分
な
り
に
総
括
で
き
た
と
い
う
「
解
放
感
」

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
、
し
か
し
他
方
で
ま
た
、
宇
沢
先
生
の
「
社
会
的
共
通
資
本
の
経
済
学
」
を
概
し
て
評
価
せ
ず
、
そ
れ

は
内
容
的
に
新
古
典
派
経
済
学
の
い
う
公
共
財
の
ス
ト
ッ
ク
と
変
わ
ら
な
い
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
に
宇
沢
先
生
に
近
い
と

こ
ろ
か
ら
「
反
発
の
声
」
を
何
度
も
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
と
。
そ
し
て
続
け
て
、
人
を
「
追
悼
」
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
あ
る

と
も
感
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
な
お
岩
井
先
生
の
宇
沢
追
悼
文
に
つ
い
て
は
、『
現
代
思
想
』
二
〇
一
五
年
三
月
臨
時
増

刊
号
の
宇
沢
弘
文
総
特
集
『
宇
沢
弘
文
―
人
間
の
た
め
の
経
済
』
に
お
け
る
、
神
野
直
彦
氏
と
内
橋
克
人
氏
の
冒
頭
対
談
で
も
言

及
さ
れ
て
お
り
、異
論
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。さ
ら
に
も
っ
と
興
味
深
く
重
要
な
論
点
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
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二
三

こ
れ
ま
で
の
論
述
内
容
と
も
密
接
に
関
連
す
る
の
で
す
が
、
岩
井
先
生
が
い
わ
ゆ
る
「
宇
沢
問
題
」
―
宇
沢
先
生
に
お
け
る
、
新

古
典
派
的
な
分
析
手
法
を
駆
使
す
る
「
冷
徹
な
頭
脳
」
と
正
義
感
に
も
と
づ
く
自
由
放
任
主
義
批
判
で
あ
る
「
暖
か
い
心
」
と
の

あ
い
だ
の
ギ
ャ
ッ
プ
―
の
存
在
を
指
摘
し
、
宇
沢
先
生
自
身
が
そ
の
「
宇
沢
問
題
」
に
長
ら
く
葛
藤
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
主
張
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
岩
井
先
生
の
こ
こ
で
の
趣
旨
は
、
宇
沢
先
生
自
身
は
「
宇
沢
問
題
」
か
ら
脱
却
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
す

な
わ
ち
新
古
典
派
的
な
経
済
理
論
に
代
替
し
う
る
分
析
手
法
の
開
発
に
最
後
ま
で
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の「
宇

沢
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
岩
井
先
生
の
学
問
上
の
研
究
履
歴
を
克
明
に
描
き
出
し
た
『
経
済
学
の
宇
宙
』（
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
日
経
Ｂ
Ｐ
・
日
本
経
済
新
聞
出
版
本
部
か
ら
「
補
遺
」
を
含
む
文
庫
版
が
二
〇
二
一
年
刊
行
）
で

も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
結
局
の
と
こ
ろ
ど
う
な
っ
た
の
か
は
本
書
で
は
不
問
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
え
て
言
及

さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
、岩
井
先
生
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
最
終
講
義
の
内
容
を
と
り
ま
と
め
た『
経
友
』（
二
〇
二
二

年
六
月
発
刊
、
第
二
一
三
号
）
の
論
考
の
最
後
で
も
、
こ
の
点
に
触
れ
て
お
き
ま
し
た
。
研
究
者
と
し
て
の
岩
井
先
生
の
意
識
の

奥
底
に
深
く
潜
み
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
「
宇
沢
問
題
」
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
位
置
を
な
し
、
ど
の
程
度
の
「
解
決
」
が
な
さ

れ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
。
吉
川
先
生
は
「
宇
沢
問
題
」
を
ど
う
み
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
は
「
解
決
」
で
き
る

問
題
で
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
と
は
い
え
、
現
時
点
で
明
確
に
表
明
し
う
る
ひ
と
つ
の
「
希
望
」
と
し
て
、
宇
沢
先
生
は
『
社
会
的
共
通
資
本
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、
社
会
的
共
通
資
本
の
管
理
・
運
営
に
際
し
て
は
「
フ
ィ
デ
ュ
シ
ア
リ
ー
（fid

u
cia

ry

）」
の
原
則
に

も
と
づ
い
て
信
託
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
「
フ
ィ
デ
ュ
シ
ア
リ
ー
（fid

u
cia

ry

）」

と
い
う
概
念
こ
そ
が
み
ず
か
ら
の
「
信
任
関
係
論
」
の
基
礎
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
岩
井
先
生
が
説
か
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
『
宇
沢
弘
文
著
作
集
第
一
巻
』
の
「
月
報
一
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
岩
井
先
生
の
一
文
は
「
父
離
れ
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
す
。
岩
井
先
生
ら
し
い
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
大
変
に
興
味
深
い
内
容
の
文
章
で
す
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
括
弧
が
付
け
ら
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れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
岩
井
先
生
は
、「
宇
沢
さ
ん
の
問
題
関
心
の
重
力
圏
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
予
知
し
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。「
フ
ィ
デ
ュ
シ
ア
リ
ー
（fid

u
cia

ry

）」
と
い
う
概
念
が
す
で
に
宇
沢
先
生
の
「
思
想
」
の
な
か
に
あ
っ

た
こ
と
に
、
の
ち
に
な
っ
て
気
付
か
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
た
だ
岩
井
先
生
に
と
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
自
分
自
身
の
「
信
任
関
係

論
」
を
構
築
し
て
い
く
過
程
で
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

五
）
お
わ
り
に
―
「
経
済
学
の
冒
険
」
を
続
け
る
た
め
に

　
以
下
は
、
私
な
り
の
こ
れ
か
ら
の
「
経
済
学
の
冒
険
」
の
具
体
的
内
容
で
す
。

　
ま
ず
一
つ
は
、
本
数
は
少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
「
書
評
」
を
書
い
て
い
く
と
い
う
作
業
は
ぜ
ひ
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
般
紙
、
専
門
誌
を
問
わ
ず
、
で
す
。「
年
末
回
顧
号
・
経
済
学
」
は
現
在
八
年

で
す
の
で
、
あ
と
二
年
や
っ
て
最
低
で
も
一
〇
年
間
は
担
当
し
た
い
で
す
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
書
評
」
を
書
く
と
い
う

こ
と
は
ま
ず
「
選
書
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
他
者
の
研
究
動
向
や
世
の
中
の
出
来
事
や
話
題
に
常
に
目
を
見
開
い
て
お

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
自
分
の
（
思
考
や
領
域
の
）
狭
さ
」
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、
た
え
ず
自
覚
的
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
二
つ
め
は
「
研
究
書
」
の
出
版
で
す
。
今
回
刊
行
が
叶
っ
た
『
経
済
学
の
冒
険
』
は
、「
記
録
」
を
「
記
憶
」
と
と
も
に
定
着

さ
せ
る
た
め
に
ま
と
め
た
も
の
で
、「
書
評
」
集
と
い
う
性
格
上
、
基
本
的
に
す
べ
て
「
借
り
物
」
で
あ
り
、
私
と
し
て
は
、
い

わ
ば
一
種
の
「
仮
免
」
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、『
競
合
す
る
経
済
思
想
―
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の

知
的
格
闘
か
ら
』
と
題
す
る
研
究
書
を
、
ぜ
ひ
数
年
後
に
は
出
版
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
博
士
学
位
論
文
に
も
と
づ
く
内
容

で
す
が
、
そ
れ
が
刊
行
で
き
れ
ば
、「
仮
免
」
を
卒
業
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
経
済
学
の
宇
宙
』（
第
八
章
）
で
論
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二
五

述
が
あ
る
よ
う
に
、
東
大
で
の
岩
井
「
経
済
学
史
」
講
義
を
と
り
ま
と
め
た
単
著
の
刊
行
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
、
そ
し
て
ぜ
ひ

と
も
岩
井
先
生
の
本
で
「
対
談
」
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
い
や
「
対
談
」
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
と
岩
井
先
生
に
申
し

出
て
み
た
と
こ
ろ
、
私
の
メ
ー
ル
文
面
が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
る
の
か
、
岩
井
先
生
は
「
塚
本
さ
ん
が
経
済
学
史
の

本
を
次
に
刊
行
さ
れ
た
ら
、
そ
の
と
き
は
も
ち
ろ
ん
ぜ
ひ
喜
ん
で
対
談
に
応
じ
ま
す
」
と
（
私
の
本
来
の
意
図
を
取
り
違
え
た
）

返
信
を
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
、
頑
張
っ
て
次
回
作
を
ま
と
め
よ
う
か
と
逆
に
思
い
立
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。
岩

井
先
生
の
「
帯
推
薦
文
」
に
は
、「
こ
の
本
に
よ
っ
て
、
新
た
な
知
的
冒
険
に
旅
立
つ
若
い
読
者
が
一
人
で
も
多
く
現
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
本
書
を
手
に
取
っ
て
く
れ
た
読
者
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
が
、
こ
の
文
章
は
そ
れ
と
同

時
に
著
者
で
あ
る
私
自
身
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
も
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
著
者
の
私
自
身
が
、
次
な
る
「
新
た
な
知
的

冒
険
に
旅
立
つ
」
こ
と
へ
の
温
か
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
か
ら
で
す
。
次
回
作
に
て
岩
井
先
生
と
の
「
対
談
」

が
実
現
可
能
か
否
か
は
私
次
第
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　
最
後
の
三
つ
め
は
、
そ
う
し
た
上
記
の
知
的
営
為
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
の
基
本
精
神
と
し
て
、
吉
川
先
生
の
「
帯
推
薦
文
」

に
も
あ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
経
済
学
学
」
と
の
決
別
を
よ
り
明
確
に
意
識
化
す
る
こ
と
が
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
や
や
大
胆
に
い
う
な
ら
ば
、「
経
済
学
の
冒
険
」
に
は
、実
際
の
と
こ
ろ
「
誤
っ
た
」
冒
険
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
「
冒
険
」
は
、
経
済
学
の
未
来
に
は
無
害
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
有
害
に
す
ら
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
吉
川
先
生
が
警
鐘
を
鳴
ら
す
「
経
済
学
学
」
と
い
う
事
態
の
汚
染
度
は
、
主
流
派
の
新
古
典
派
経
済
学

の
内
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
つ
て
は
そ
れ
と
の
有
力
な
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
学
派
を
問

わ
ず
「
経
済
学
史
」
と
い
う
専
門
分
野
を
研
究
し
て
い
る
経
済
学
説
・
思
想
史
研
究
に
お
い
て
も
同
様
に
拡
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
す
。
研
究
者
み
ず
か
ら
が
「
経
済
学
学
」
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
す
ら
「
無
自
覚
」
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六

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
の
影
響
は
い
っ
そ
う
甚
大
で
深
刻
で
す
。

　
近
年
の
経
済
学
教
育
問
題
を
み
て
も
、
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
・
計
量
（
統
計
）
を
支
柱
と
す
る
経
済
学
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

一
元
化
が
ひ
と
き
わ
問
題
視
さ
れ
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
扱
う
経
済
原
論
や
経
済
学
史
・
社
会
思
想
史
な
ど
の
分
野
の
著
し
い
軽

視
が
加
速
化
し
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
経
済
学
の
多
様
性
を
堅
持
す
る
観
点
か
ら
み
て
も
、
偏
向
の
強
い
一
元
化
さ
れ
過
ぎ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
私
は
反
対
で
す
が
、
そ
こ
に
は
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
」
や
「
経
済
学
史
」
と
い
っ
た
専
門
分
野
の
研
究
者
自
身
に

起
因
し
う
る
問
題
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
考
察
対
象
を
あ
ま
り
に
狭
く
設
定
し
、
現
実
か
ら
も
遊
離
し
、
歴
史
上
の
経
済
学
者

の
些
末
な
文
献
考
証
に
多
大
な
時
間
を
浪
費
す
る
傾
向
す
ら
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
細
分
化
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
経
済
学
史
を

専
門
と
し
な
が
ら
も
生
産
的
な
知
的
交
流
が
希
薄
か
皆
無
で
あ
り
、「
経
済
学
史
の
発
展
」
に
は
何
ら
か
の
寄
与
は
あ
る
に
せ
よ
、

概
し
て
「
経
済
学
の
発
展
」
に
は
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
吉
川
先
生
の
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン

ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
の
最
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
示
唆
に
富
む
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
学
は
け
っ
し
て
博
物
館
入
り
す
べ
き
過
去
の
遺
物
で
は
な
い
。
経
済
学
は
今
や
壮
大
な
知
的
遊
戯
と
し
て
の

『
経
済
学
学
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
る
こ
と
も
あ
る
。そ
う
し
た
な
か
で
わ
れ
わ
れ
が
現
実
の
経
済
と
向
き
合
う
と
き
、

力
強
い
知
的
源
泉
と
な
る
の
が
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
学
な
の
で
あ
る

）
11
（

」。

　
本
書
は
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
理
論
の
発
展
的
系
譜
を
詳
細
に
描
き
出
す
こ
と
（
経
済
学
史
）
を
主
要
目
的

の
ひ
と
つ
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
、そ
れ
で
も
ひ
と
き
わ
大
き
な
迫
力
に
満
ち
て
い
る
の
は
、ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
二
人
の
経
済
学
を
「
有
機
的
に
統
合
す
る
」
と
い
う
挑
戦
的
難
題
の
「
未
来
志
向
的
」
か
つ
「
独
創
的
な
」
ス
タ
ン
ス
が
明

確
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
「
反
省
的
な
」
学
問
と
し
て
の
経
済
学
史
そ
の
も
の
を
捉
え
直
す
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
一

貫
し
て
基
礎
づ
け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
吉
川
先
生
に
せ
よ
岩
井
先
生
に
せ
よ
、
い
う
ま
で
も
な
く
お
二
人
は
と

も
に
「
理
論
家
」
で
す
か
ら
、
そ
の
「
理
論
家
」
が
語
り
直
す
「
経
済
学
史
」
は
、
経
済
学
説
史
専
門
の
研
究
者
に
よ
る
「
経
済
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学
史
」
と
は
基
本
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
経
済
学
史
」
と
い
う
も
の
を
「
経
済
学
史
」
そ
の
も

の
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
現
実
の
多
様
な
経
済
問
題
や
経
済
現
象
を
よ
り
よ
く
理
解
し
解
明
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
経
済
理
論
の
再
構
築
と
い
う
側
面
に
お
い
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
う
る
の
で
あ
り
、と
き
に
「
経
済
学
の
歴
史
」

そ
の
も
の
を
塗
り
替
え
る
も
の
に
も
な
り
う
る
か
ら
で
す
。
学
問
と
し
て
の
「
経
済
学
史
」
を
問
い
直
す
と
き
、
私
に
は
そ
れ
ら

は
常
に
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
重
要
な
論
点
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
あ
え
て
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、「
何
の
た
め

の
経
済
学
史
（
の
研
究
）
な
の
か
」
と
い
う
、「
経
済
学
史
の
存
在
意
義
」
を
問
い
直
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
問
う
こ
と
を
不
要
と
す
る
自
明
の
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
私
が
次
回
「
経
済
学
史
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
本
を
書
く
な
ら
ば
、
吉
川
先
生
や
岩
井
先
生
が
描
き
出
さ
れ
て

い
る
「
経
済
学
史
」の
領
域
に
、少
し
で
も
近
づ
き
う
る
よ
う
な
作
品
を
目
標
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
吉
川
先
生
ご
自
身
は
、

「
経
済
学
学
」
と
い
う
経
済
学
の
現
状
が
抱
え
る
深
刻
な
問
題
か
ら
脱
却
す
る
べ
く
、
集
大
成
と
し
て
の
大
著
『
マ
ク
ロ
経
済
学

の
再
構
築
―
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）
を
出
版
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
主
流
派
の
新
古
典

派
マ
ク
ロ
経
済
学
と
は
根
源
的
に
異
な
る
、ま
さ
に
正
真
正
銘
の
「
マ
ク
ロ
」
経
済
学
の
再
構
築
に
挑
ま
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

で
は
吉
川
先
生
に
お
い
て
、経
済
学
を
め
ぐ
る
こ
れ
か
ら
の
「
知
的
冒
険
」
と
は
、い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
吉
川
先
生
ご
自
身
が
専
門
と
さ
れ
て
い
る
「
マ
ク
ロ
経
済
学
」
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
「
日
本
経
済
論
」
な
ど
の
研
究
を
ベ
ー

ス
に
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
「
経
済
学
史
」
の
テ
キ
ス
ト
を
執
筆
さ
れ
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
す
で
に
、

『
ケ
イ
ン
ズ
―
時
代
と
経
済
学
』
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
五
年
、『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
九
年
と
い
っ
た
、「
経
済
学
史
」
と
い
う
も
の
に
対
応
す
る
質
的
水
準
の
高
い
作
品
が
存
在
し
て
い
ま
す
（
経

済
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
総
力
ガ
イ
ド
！ 

こ
れ
か
ら
の
経
済
学
―
マ
ル
ク
ス
、
ピ
ケ
テ
ィ
、
そ
の
先
へ
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
、

に
所
収
さ
れ
て
い
る
吉
川
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
歴
史
の
流
れ
と
経
済
学
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、吉
川
先
生
の
「
経
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済
学
史
」
に
つ
い
て
の
知
識
の
該
博
ぶ
り
が
強
く
伝
わ
り
、
新
た
な
一
書
を
お
の
ず
と
期
待
し
た
く
な
る
の
で
す
）。
個
人
的
希

望
を
あ
え
て
い
え
ば
、
ぜ
ひ
「
自
伝
」
を
刊
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
吉
川
先
生
の
自
伝
が
あ
れ
ば
、
拙
著
の
第
四
章
は
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
拙
著
『
経
済
学
の
冒
険
』
を
め
ぐ
る
吉
川
先
生
と
の
「
対
談
」
は
、
ま
さ
に
一
期
一
会
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』
に
、
吉
川
先
生
は
、「
す
ば
ら
し
い
書
評
を
書
い
て
戴
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
良
き
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
」
と
か
つ
て
書
い
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
本
稿
冒
頭
に
お
い
て
も
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
そ
の
日
付
は
二
〇
〇
九
年
六
月
一
六
日
。
今
回
も
ま
た
本
書
を
持
参
し
、「
良
き
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
快
走
で
す
ね
！
」

と
新
た
に
書
き
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
日
付
は
二
〇
二
三
年
九
月
一
三
日
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
後
日
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
一
日
の
各
紙
新
聞
朝
刊
を
み
て
、
吉
川
洋
先
生
が
今
年
度
の
文
化
功
労
者
に
ご

選
出
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
書
評
は
文
化
だ
」
と
い
う
力
強
い
推
薦
文
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
吉
川
先
生
が
文
化
功
労

者
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
ひ
と
き
わ
感
慨
深
い
出
来
事
で
し
た
。

　
今
回
の
吉
川
洋
先
生
と
の
「
対
談
」
は
、
私
自
身
の
「
経
済
学
の
冒
険
」
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

追
記

：
本
稿
作
成
に
活
用
し
た
参
照
文
献
は
本
文
中
に
記
載
の
た
め
、
割
愛
い
た
し
ま
す
。
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『経済学の冒険』のダイナミズム

二
九

注
（
1
）　
岩
井
克
人
（
聞
き
手
＝
前
田
裕
之
）『
経
済
学
の
宇
宙
』
日
経
Ｂ
Ｐ
・
日
本
経
済
新
聞
出
版
本
部
、
二
〇
二
一
年
、
六
一
四
頁
。

（
2
）　
吉
川
洋
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
　
　
有
効
需
要
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
学
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

二
〇
〇
九
年
、
一
一
三
頁
。

（
3
）　
同
書
、
一
五
一
頁
。

（
4
）　
岩
井
克
人
＋
三
浦
雅
士
『
資
本
主
義
か
ら
市
民
主
義
へ
』
新
書
館
、
二
〇
〇
六
年
、
一
九
四
頁
。

（
5
）　
吉
川
洋
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
　
　
有
効
需
要
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
学
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

二
〇
〇
九
年
、
一
八
二

－

三
頁
。

（
6
）　
宇
沢
弘
文
・
内
橋
克
人
『
始
ま
っ
て
い
る
未
来
　
　
新
し
い
経
済
学
は
可
能
か
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
一
頁
。

（
7
）　
間
宮
陽
介
・
若
森
み
ど
り
・
佐
々
木
実
の
三
名
に
よ
る
座
談
会
「
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
と
宇
沢
弘
文
―
『
人
間
の
自
由
』
と
『
制
度
』
を

め
ぐ
っ
て
」、『
世
界
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
、
六
月
号
も
参
照
。
そ
れ
は
、
特
集
「
も
う
ひ
と
つ
の
資
本
主
義
へ
―
宇
沢
弘
文
と
い
う
問
い
」

の
一
部
で
あ
る
。

（
8
）　
佐
々
木
実
『
今
を
生
き
る
思
想 
宇
沢
弘
文 

新
た
な
る
資
本
主
義
の
道
を
求
め
て
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
二
年
、
一
二
六
頁
。

（
9
）　
宇
沢
弘
文
『
人
間
の
経
済
』
新
潮
新
書
、
二
〇
一
七
年
、
一
七
六
頁
。

（
10
）　
宇
沢
弘
文
『
宇
沢
弘
文 

傑
作
論
文
全
フ
ァ
イ
ル
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
二
八
頁
。

（
11
）　
吉
川
洋
『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
　
　
有
効
需
要
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
学
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
七
〇
頁
。
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1979 年 3 月 学習院大学経済学部卒業

1981 年 3 月 学習院大学大学院経済学研究科修士課程修了

1985 年 3 月 東京工業大学理工学研究科社会工学専攻博士後期課程単位取得

1985 年 4 月 日本学術振興会奨励研究員（東京工業大学 深海研究室）

1986 年 4 月 愛知大学法経学部専任講師

1988 年 4 月 愛知大学法経学部助教授

1989 年 4 月 愛知大学経営学部助教授

1994 年～ 95 年 レディング大学（UK）客員研究員

1996 年 4 月 愛知大学経営学部教授

その他

2003 年 4 月～ 2024 年 3 月 経営総合科学研究所所長

2009 年 4 月～ 2017 年 3 月 経営学部経営学科長

2017 年 4 月～ 2023 年 3 月 日本観光学会会長

神頭広好教授　研究略歴
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A. 学術論文

1.「首都圏における住宅立地構造の考察」　

　単著　修士論文、昭和 56 年 3 月　　　　　

2.「首都圏における住宅の立地特性分析」　

　単著　日交研シリーズ A － 74 日本交通政策研究会、昭和 56 年 11 月　　

3.「レクリェーション地域における居住者のアメニティ魅力度分析」（奨励賞）

　単著　『日本観光学会研究報告』第 14 号、昭和 59 年 11 月　

4.「東京都における住宅立地構造の特性分析－都市経済学的アプローチ－」　

　単著　『経済地理学年報』Vol.31,No.2、昭和 60 年 5 月　　　

5.「観光資源サービスに対する外部経済効果－観光旅行者行動の理論分析－」　

　単著　『日本観光学会研究報告』第 15 号、昭和 60 年 10 月　　　

6.「観光サービス集積モデル－ホテル立地論的アプローチ－」　

　単著　『日本観光学会研究報告』第 16 号昭和 61 年 11 月　　　

7.「三大都市圏における都市化過程に関する考察」　

　単著　『経済地理学年報』Vol.32,No.4、昭和 62 年 1 月　　

8.「名古屋都市圏における都市化の集積経済に関する考察－商業立地モデルを

中心として」　

　単著　『愛知大学法経論集創立 40 周年記念特輯』、昭和 62 年 2 月　　

9.「愛知県地域成長モデルに関する考察 1 －人口予測を中心にして－」　

　単著　『愛知大学法経論集経済・経営篇 2』、昭和 62 年 7 月　　

10.「空間的都市化成長モデルに関する考察－愛知県をケーススタディとして－」

　単著　『経営会計研究』第 49 号、昭和 62 年 10 月　　　　

11.「愛知県地域成長モデルに関する考察 2 －地域構造解析を中心にして－」　

　単著　『愛知大学法経論集経済・経営篇 2』第 115 号、昭和 63 年 1 月　

研究業績
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12.「時空間的都市化成長モデルに関する研究」　

　単著　『愛知大学法経論集経済・経営篇 2』第 115 号、昭和 63 年 1 月　

13.「英米仏日間道路整備効果－分析手法比較－」

　共著　『研究報告』第 33 号、姫路短期大学、昭和 63 年、2 月

14.「情報及び政策の同時性を考慮した時空間的都市化度累積度モデル」　　

　単著　『愛知大学法経論集経済・経営篇 2』第 116 号、昭和 63 年 3 月　

15.『東三河の経済と社会第 4 輯』　

　共著　中部地方産業研究所、昭和 63 年 3 月　　　　

16.「産業特化の時空間構造分析－愛知県地域を対象にして－」　

　単著　『経営会計研究』第 51 号、昭和 63 年 11 月　　　　

17.「愛知県地域の構造分析－多変量解析手法の応用－」　

　単著　『中部地方産業研究所研究報告書』、平成元年 3 月　　　

18.「中部圏地域における産業特化の時空間構造分析」　

　単著　『経営会計研究』第 53 号、平成元年 10 月　　　　

19.「名古屋都市圏における観光地域の空間的産業構造特性」　

　単著　『日本観光学会研究報告』第 20 号平成元年 10 月　　　

20.「空間的都市化成長モデル－わが国 3 大都市圏を対象にして－」

　単著　『経済地理学年報』第 35 巻第 4 号、平成元年 12 月　

21.「空間的地価構造－モデル 3 大都市圏を対象にして－」　

　単著　『愛知経営論集』第 120・121 合併号、平成 2 年 2 月　　　

22.「3 大都市圏の空間構造に関する応用研究」　

　単著　『愛知大学経営総合科学研究所叢書 6』、平成 2 年 4 月　

23.「行動仮説に基づく重力タイプの地域効用モデル」　

　単著　『愛知経営論集』第 122 号、平成 2 年 7 月　　　　

24.「CBD 周辺における小売商店及び消費者に対する都市化経済の相対的ス

ケールに関する空間モデル」　

　単著　『愛知経営論集』第 124 号、平成 3 年 7 月　　　　
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25.「わが国 3 大都市圏における住宅立地環境に関する特性分析」　

　単著　『経営総合科学』第 57 号、平成 3 年 9 月　　　　

26.『都市・地域科学に関する研究論文集』

　共著　経営総合科学研究所、平成 3 年 12 月　　　　

27.「わが国 3 大都市圏における小売商店及び消費者に対する都市化経済の相

対的スケールに関する空間的考察」　

　単著　『愛知経営論集』第 125 号、平成 4 年 1 月　　　　

28.「わが国 3 大都市圏における地域の中心地点に関する幾何学的研究」　

　単著　『愛知経営論集』第 126 号、平成 4 年 7 月　　　　

29.「シフトシェアーモデルと空間的相互作用モデルの結合－東三河地域を対

象にして－」　

　単著　『経営総合科学』第 59 号、平成 4 年 10 月　　　　

30.「新都市経済モデルによる家計の均衡地代に関する実証的研究」　

　単著　『愛知経営論集』第 127 号、平成 5 年 1 月　　　　

31.「製品価格付けケース別「相対的都市化経済規模」　

　単著　『愛知経営論集』第 128 号、平成 5 年 7 月　　　　

32.「3 大都市圏都心部における都市化経済規模のシミュレーション分析」　

　単著　平成 5 年 10 月　『経営総合科学』第 61 号　　　　

33.「わが国 3 大都市圏における空間構造」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 10』、平成 5 年 11 月　

34.「観光と立地論－観光旅行者の行動と観光資源－」　

　共著　『青山経済論集』第 45 巻第 4 号、平成 6 年 3 月　

35.「リゾートマンションにおける居住者の景観効用に関するシミュレーショ

ン分析」

　単著　『経営総合科学』第 63 号、平成 6 年 10 月　　　　

36.「観光旅行者の観光資源に対する空間的魅力度」　

　共著　『地域学研究』第 24 巻第 1 号、平成 6 年 12 月　
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37.「四隣接正方領域を結ぶ交通網の最適利用とその効率」　

　共著　『数理解析研究所講究録 899』、平成 7 年 3 月　

38.「家計に対する景観水準を考慮した住宅立地モデル」　

　単著　『神戸学院経済論集』第 27 巻第 3 号、平成 7 年 12 月　

39. Optimum Development Cost of Residential Area　

　単著　『愛知経営論集』第 133 号 , 平成 7 年 12 月　　　　

40.「四隣接正方領域を結ぶ交通網の最適利用とその効率」　

　共著　『経営総合科学』第 66 号、平成 8 年 2 月　　　　

41. The Optimum Height Cost of Hotel Building in a Tourist City　

　単著　Journal of Tourism Research No.28、平成 8 年 5 月　

42.「観光都市のホテル立地モデル」　

　単著　『愛知経営論集』第 134 号、平成 8 年 7 月　　　　

43.『観光と地域開発』　

　共著　内外出版、平成 8 年 10 月　　　　　

44.「多変量統計解析手法の覚え書き」　

　単著　『経営総合科学』第 67 号 , 平成 8 年 11 月

45.「小さな都市における福祉厚生活動に対する経済的評価－ヘンリージョー

ジの定理にもとづいて－」　

　単著　『HOSPITALIT』 第 4 号、平成 9 年 3 月　　　

46. Tourist Hotel Location　

　単著　Journal of Tourism Research No.30、平成 9 年 5 月　

47.「都市化の集積経済水準に関する空間的収入・費用関数」　

　単著　『愛知経営論集』第 135・136 合併号、平成 9 年 7 月　

48.「首都圏私鉄駅周辺地区に関する特性分析」　

　単著　『経営総合科学』第 69 号、平成 9 年 10 月　　　　

49.「高速道路 IC 利用の県外観光旅行者がもたらす経済誘発効果－長野県を対

象にして－」　
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　共著　『日本観光学会誌』第 32 号、平成 10 年 5 月　

50.「計量分析にもとづく「まちづくり」－三好町を対象にして」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 17』、平成 10 年 9 月　

51. Industrial Agglomeration Economies in City Centers　

　単著　『経営総合科学』第 71 号　、平成 10 年 9 月　　　　

52.「都市圏中心都市における集積経済にもとづく空間的企業構造」　

　単著　『愛知経営論集』第 140 号、平成 11 年 7 月　　　　

53.「都市化の集積経済水準に関する空間的収入モデル」　

　単著　『交通学研究 1998 年研究年報』、平成 11 年 8 月　

54.「関西都市圏における都心部集積立地の空間的経済効果」　

　単著　『経営総合科学』第 73 号、平成 11 年 9 月　　　　

55.「都市化の集積水準に関する空間的収入モデル－ 3 大都市圏の主要鉄道沿

線駅周辺地区を対象にして－」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 19』、平成 11 年 11 月　

56.「高速道路 IC 利用の県外観光旅行者に関する産業連関分析モデル－長野県

冬季オリンピック前後の経済誘発効果－」　

　単著　『愛知経営論集』第 142 号、平成 12 年 7 月　　　　

57.『駅の空間経済分析－ 3 大都市圏の主要鉄道を対象にして－』　

　単著　古今書院、平成 12 年 9 月　　　　　

58.「観光における経済効果－愛知県豊根村を対象にして－」　

　単著　『日本観光学会誌』第 37 号、平成 12 年 12 月　

59.「高速道路 IC 利用の県外観光旅行者に関する産業連関分析－モデル長野県

冬季オリンピック前後の年を対象にして－」

　共著　『日本観光学会誌』第 37 号、平成 12 年 12 月　　　

60.『都市と地域の立地論－立地モデルの理論と応用』　

　単著　古今書院、平成 13 年 4 月　　　　　

61.「わが国大都市における情報サービス業の立地－ウェーバーモデルとネッ
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トワークモデルの応用－」　

　単著　『愛知経営論集』第 144 号、平成 13 年 7 月　　　　

62.「わが国 2 大都市における情報サービス業の立地」　

　単著　『経営総合科学』第 71 号、平成 13 年 9 月　　　

63. A Study on Tourism Gravity Model of Information　

　単著　Journal of Tourism Research No.39、平成 13 年 12 月

64.「ホテル立地から見たサービス、時間距離および集積に関する経済評価－

札幌市、横浜市、名古屋市、京都市、神戸市および福岡市を対象にして－」　

　単著　『愛知経営論集』第 142 号、平成 14 年 7 月　　　　

65.「市場原理にもとづく駅の立地分析」　

　単著　『愛知経営論集』第 142 号、平成 14 年 7 月　　　　

66.「観光の空間経済分析」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 24』、平成 14 年 9 月　

67.「訪日海外旅行者がもたらす愛知万博の愛知県に対する経済効果」　

　共著　『日本観光学会誌』第 37 号、平成 14 年 12 月　

68.「国際観光旅行の空間的相互作用モデル」　

　単著　『日本観光学会誌』第 37 号、平成 14 年 12 月　

69.「中部新国際空港がもたらす愛知万博の経済効果　」

　共著　『日本観光学会誌』第 42 号、平成 15 年 6 月　

70.「ランク・サイズモデルが意味するもの－観光地への応用」　

　単著　『日本観光学会誌』第 43 号、平成 15 年 12 月　

71.「情報と観光の空間分析－ランク・サイズモデルと経済理論－」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 25』、平成 16 年 3 月　

72.『（増補版）都市と地域の立地論－立地モデルの理論と応用－』　

　単著　古今書院、平成 16 年 7 月　　　　　

73.「わが国が目指す観光立国－指標および理論分析にもとづいて－」　

　単著　『日本観光学会誌』第 45 号、平成 16 年 11 月　
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74.「情報サービス業におけるランク・サイズモデルと生産関数」　

　単著　『経済学論纂』中央大学経済学研究会、第 45 巻、平成 17 年 3 月　

75.「空間的市場構造と駅の立地」　

　単著　『中央大学経済研究所年報』第 35 号、平成 17 年 5 月　

76.「駅の立地に関する法則性」　

　単著　『愛知経営論集』第 149 号、平成 18 年 2 月　　　　

77.「観光とまちづくり－長野県小布施町を対象にして－」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 28』、平成 18 年 4 月　

78.「観光都市、大都市および集積の経済」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 29』、平成 18 年 4 月　

79.「観光都市の規模と性格－地方公共財の理論にもとづいて－」

　単著　『日本観光学会誌』第 47 号、平成 18 年 6 月

80.「北陸地域のまちづくり研究－富山市を対象にして－」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 30』、平成 19 年 4 月　

81.「都市、交通およびニュータウンの立地－平面幾何学の応用－」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 31』、平成 19 年 6 月　

82.「円形都市を有する都市圏構造－平面幾何学とランク・サイズモデルの応

用－」

　単著　『愛知経営論集』第 152 号、平成 20 年 2 月　　　　

83.「中部地域のまちづくり－主に長野県東信地域を対象にして－」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 32』、平成 20 年 3 月　

84.「都市の立地と幾何学－新しい立地論の方向性－」

　単著　『経営総合科学研究所叢書 33』、平成 20 年 5 月　

85.「観光都市の集積・内生的成長モデル」　

　単著　『日本観光学会誌』第 49 号、平成 20 年 6 月　

86.「静岡県における商圏および消費者行動の意識特性」　

　共著　『経営総合科学』第 91 号、平成 20 年 9 月　　　　
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87.『（増補版）都市の空間経済立地論－立地モデルの理論と応用－』　

　単著　古今書院、平成 21 年 3 月　　　　　

88.「観光とまちづくり－岩国市、尾道市を中心にして－」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 34』、平成 21 年 3 月　

89.「コンビニエンスストアの立地－愛知県を対象にして－」　

　単著　『経営総合科学』第 92 号　、平成 21 年 10 月　

90.「コンパクトシティ都市圏の構想に向けて－幾何学から見た都市圏の定義」　

　単著　『経営総合科学』第 93 号、平成 22 年 2 月　

91.「観光と産業のまちづくり－主に諏訪・岡谷を対象にして－」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 35』、平成 22 年 3 月　

92.『経済地理学の成果と課題 VII』　

　共著　日本経済評論社、平成 22 年 4 月　　　　　

93.「住宅地を対象にしたショッピングセンターの広告圏モデル」　

　単著　平成 22 年 9 月　『経営総合科学』第 94 号　　　　

94.「住宅立地モデルにもとづく空間構造分析」　

　共著　『経営総合科学』第 94 号、平成 22 年 9 月　

95.「ショッピングセンターの広告圏再考と新聞販売所の立地」　

　単著　『経営総合科学』第 95 号、平成 23 年 2 月　　　　

96.「日本の空港と国際観光」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 36』、平成 23 年 3 月　

97.「都市の立地構造－幾何学、地理学および集積経済からの発想－」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 37』、平成 23 年 3 月　

98.「集積および交通にもとづく観光都市の合併による経済効果」　

　単著　『交通学研究 2010 年研究年報』、平成 23 年 3 月　

99.「ショッピングセンターの商圏と広告圏に関する比較分析」　

　単著　『愛知経営論集』第 164 号、平成 23 年 7 月　　　　

100.「訪日外国人旅行者の満足度に関する特性分析」　
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　共著　『愛知経営論集』第 164 号、平成 23 年 7 月　　　　

101.「わが国 3 大都市圏都心部における集積の空間的経済効果」　

　共著　『経営総合科学』第 96 号、平成 23 年 9 月　　　　

102.「コンパクトシティにおけるレジャー施設の立地」　

　単著　『日本観光学会誌』第 52 号、平成 23 年 9 月　　　

103.「都市の形成、市場および集積の経済」

　単著　『経営総合科学研究所叢書 38』、平成 24 年 2 月　　　

104.「大都市圏における都市開発の空間的法則性」　

　共著　『愛知経営論集』第 165 号、平成 24 年 7 月　　　　

105.「都市化の集積経済効果と空間距離」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 41』、平成 25 年 2 月　

106.「日本における水辺のまちづくり－蟹江町、柳川市、香取市を対象にして－」

　共著　『経営総合科学研究所叢書 42』、平成 25 年 3 月　

107.「都市の秩序と複雑性」　

　単著　『経営総合科学』第 100 号、平成 25 年 10 月　

108.「観光都市と複雑性」（学会賞）　

　単著　『日本観光学会誌』第 54 号、平成 25 年 12 月　

109.「大都市圏におけるホテル立地モデル」

　単著　『経営総合科学』第 101 号、平成 25 年 10 月　

110.「日本における水辺のまちづくり II －近江八幡市および松江市を対象に

して－」

　共著　『経営総合科学研究所叢書 43』、平成 26 年 3 月　

111.「都市化の集積型企業と地域特化型企業に関する市場圏モデル」　

　単著　『神戸学院大学経営論集』第 11 巻、第 1 号、平成 26 年 9 月　

112.「都市の時空間モデル－都市の創出時間と成立の時間－」　

　単著　『経営総合科学』第 102 号、平成 26 年 10 月　

113.「大都市圏におけるホテルの立地構造」　
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　共著　『日本観光学会誌』第 55 号、平成 26 年 12 月　

114.「岐阜県高山のまちづくり」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 45』、平成 27 年 3 月　

115.「大都市圏における駅勢圏の空間的構造」　

　共著　『地域学研究』第 45 巻第 1 号、平成 27 年 8 月　

116.「商業立地と商圏モデル」　

　単著　『経営総合科学』第 102 号、平成 27 年 9 月　　　　

117.「経済史・経営史分析における時空間モデルの構築に向けて」　

　共著　『経営総合科学』第 102 号、平成 27 年 9 月　　　　

118.「わが国の男女雇用にもとづく地域生産に関する研究」　

　共著　『経営総合科学』第 105 号、平成 28 年 2 月　

119.「日本におけるアウトレットモールの空間分析」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 47』、平成 28 年 3 月　

120.「宇宙物理学の都市空間への応用」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 48』、平成 28 年 12 月　

121.「商圏としてのリピート圏に関する研究」　

　単著　『経営総合科学』第 107 号、平成 29 年 9 月　

122.「観光とホテルの立地」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 52』、令和元年 3 月　

123.「労働の規模と空間距離」　

　共著　『経営総合科学』第 111 号、令和元年 9 月　

124. 'City System Based on the Rank-Size rule’ “Locational Analysis of 

Firms' Activities from a Strategic Perspective” Springer,2018 年 9 月　

125.「秩序にもとづく都市圏における正方形の都市の構造」　

　単著　『中央大学経済学論纂』第 60 巻、第 3・4 号令和 2 年 1 月　

126.「中京大都市圏における空間構造分析」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 53』、令和 2 年 10 月　
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127.「大都市圏における観光の外部性－観光における都市の成長モデルの構築

と実証分析－」　

　共著　『経営総合科学』第 113 号、令和 2 年 3 月 

128.「初等数学によるリーマン予想の一証明」　

　単著　令和 2 年 10 月　『経営総合科学』第 113 号　　　

129.「ゴールドバッハ予想の一証明」　

　単著　『経営総合科学』第 113 号、令和 2 年 10 月　

130.「B-N（ベーシックーノンベーシック）分析にもとづく駅の特性分析」　

　単著　『経営総合科学』第 114 号、令和 3 年 2 月　

131.「観光と都市の方向性」　

　共著　『経営総合科学研究所叢書 55』、令和 3 年 3 月　

132.「リニア中央新幹線の時間による経済価値」　

　共著　『愛知大学三遠南信連携研究センター紀要』第 7 号、令和 3 年 7 月　

133. Space and Order of Four Colors　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 57』、令和 4 年 1 月　

134.「シュレディンガー波動方程式にもとづく都市圏の人口変動モデル」　

　単著　『経営総合科学』第 117 号、令和 4 年 10 月　　　　

135.「ABC 予想への回帰－ AC 塗装、準 ABC 予想および平均公式にもとづい

て－」

　単著　『経営総合科学』第 117 号、令和 4 年 10 月　

136.「数と色をつなぐペイント理論－フェルマーの最終定理、四色問題、ABC

予想－」

　単著　『経営総合科学』第 118 号、令和 5 年 3 月　　　　

137.「数と色をつなぐペイント理論」　

　単著　『経営総合科学研究所叢書 60』、令和 5 年 7 月　

注）ここでの研究業績には、論文、いくつかの研究ノートおよびテキストが含まれている。

また、叢書の共著において、単独の論文がほとんど含まれている。
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B. その他

1.「東京電力（株）新京葉大田線建設に関する地域社会、経済的波及効果等調査」

　共著、内田和夫他、昭和 57 年 6 月、（財）都市経済研究所

2.「道路整備の効果分析手法の再検討」　

　共著、岡野行秀他、昭和 58 年 3 月、"B.5,No.57-1（財）道路経済研究所 "

3.「道路整備の効果分析手法の再検討（II）」　

　共著、岡野行秀他、昭和 59 年 3 月、"B.6,No.58-1（財）道路経済研究所 "

4. IIASA （International Institute for Applied Systems Analysis） 　

　共訳、川嶋辰彦他、昭和 59 年 3 月（「研究報告書要約速報」第 10 巻、

IIASA 日本委員会）

5.「道路交通需要の将来予測－シナリオ比較分析－」　

　共著、川嶋辰彦他、昭和 59 年 11 月、国民道路白書シリーズ 7、No.59（財）

道路経済研究所

6.「道路整備の効果分析手法の再検討（III））」　

　共著、太田勝敏他、昭和 60 年 3 月、No.59-1（財）道路経済研究所

7.「道路整備費用便益分析手法の国際比較－英、仏、米、日間マニュアル比較－」

　共著、石川修一、昭和 60 年 7 月夏期号、「道路交通経済」（財）経済調査会

8.「道路整備の効果分析手法の再検討（IV）」　

　共著、大田勝敏他、昭和 61 年 6 月、（財）道路経済研究所

9.『都市近郊地域の経済と社会－三好町・東郷町・日進町を対象に－』　

　共著、松江　宏他、平成 3 年 3 月、中部地方産業研究所

10.「名古屋港と地域経済－産業連関表による経済波及効果分析－」

　共著、赤城国臣他、平成 3 年 6 月、名古屋港管理組合　　　

11.『企業行動と環境変化』　

　共訳、石川利治他、平成 9 年 11 月、大明堂

12.『観光学辞典』　

　一部執筆、平成 9 年 12 月、同文館



― 444 ―

13.「山間地域の内発的発展とネットワーク化実現可能性に関する調査報告書」

　共著、福井幹彦他、平成 10 年 3 月、中部地方産業研究所

14.「三好町まちづくりの方向性－地域科学からの発想－」　

　単著、平成 10 年 4 月、名古屋トヨペット株式会社

15.『地域における内発的発展の実現可能性をめぐって』　

　共著、平成 11 年 2 月、中部地方産業研究所

16.『最新地理学用語辞典』　

　一部執筆、平成 14 年 11 月、大明堂

17.「観光都市の構造特性」　　

　愛知大学大学院リレー講演会、平成 20 年 10 月
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　長野県生まれで、小学校は自宅の近くにありましたが、行き方が分からず、

授業では先生の言われていることも全然理解できなく、他のことを考えていた

記憶がございます。おそらく、知能がかなり遅れていたのではないでしょうか。

今でもそうですが。

　小学生から高校生の頃まで、気温の寒暖差からか気管支喘息を患い、好きな

幾何学しか勉強しなかったこともありまして、受験とはほど遠い人生を歩むこ

とになります。

　そのお陰で、直観力が芽生え、自由という有難さを享受できました。これが

研究生活の精神的な出発点となります。

　文系の大学に入ると、大胆にも数式一本で人間の行動や都市の構造が説明で

きないかと考えはじめ、大学院ではまず都市経済学の分野における立地論を勉

強することになります。また、これから必要とされる多変量解析を学び、それ

を都市へ応用した修士論文を書きました。当時大型コンピュータが主流の時代

であり、パンチカードにデータを打ち込む時代でありましたので、打ち間違え

ると大変な作業でありました。さらに、理論と解析の研究を発展させるために

理系の大学院へ進みました。この間、都市や地域などを研究する学会の先生方

とも親しくなり、とりわけ経済地理学および立地論の研究に携わっておられる

先生方が所属されている日本観光学会に入会しました。そこでは大変暖かく見

守って頂き、愛知大学へ就職することができました。

　愛知大学では、研究費にも恵まれ、当時はコマ数も少なく、休講数もそれほ

私の回想録

神　頭　広　好



― 446 ―

ど制限がありませんでしたので、ほぼ自由に研究することができました。当時

高価であった Mac を手に入れ、直観力を生かした論文を量産することになり

ます。私は自分の世界に入ることが好きで、湧いてくるアイディアをすぐに残

すために論文を書き続けますが、それらを広めようとする気はありませんでし

たので地位や名声とは無縁でした。私のような人間はギリシャ時代に生きた方

があっていたのかも知れません。このような点から、比較にはなりませんが、

アインシュタイン先生の生き方に共感を覚える次第です。

　私は「自由」が好きで、色々な人間がいるから社会が成り立っていると考え

ると、学生に腹を立てることはそれほどありませんでした。思い出に残ること

と言えば、愛大白樺ロッジでのゼミ合宿です。

　もう一つの研究、教育活動と言えば、社会人大学院生と留学生との思い出で

す。院生は真剣に講義を聞いてくれますし、お盆や正月なども返上して授業を

した覚えがあります。毎週講義のあとでの食事会が楽しみでした。また、一緒

に遠方の学会へ発表に行くことも楽しみでした。

　これまでを振り返りますと、豊橋校舎、車道校舎、三好校舎、笹島校舎を通

じて、思い出がつきません。その中でも経営総合科学研究所の企画で毎年行わ

れている視察旅行は、移動の楽しさのみならず、企業家の人柄に触れることで

たいへん勉強になりました。

　本当に、出会った皆様方のおかげで悔いのないすばらしい人生を送ることが

できました。

　退職後は、旅行はもちろんですが、自称ペイント理論を完成させて、それを

使って数学の難問に挑戦していきたいと考えています。

　この場を借りて、これまで私を支えてくれた家族をはじめ、お世話になった

先生方、大学関係者、すべての友人に対して謝意を表します。

　最後に、退職記念号を企画して頂いた本研究所の運営委員の方々にお礼を申

し上げます。
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